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　頭上に高く広がる秋の空。その手前で、風にはためく万ばん国こく旗き。その下に飛び交かう喚かん声せい、笑え顔がお、舞まい散る透とう明めいの汗あせ。健全すぎるほど健全な光景を遠くに眺ながめ、一いち条じよう京きよう介すけは誰だれに遠えん慮りよをすることもなく、大きな欠伸あくびをした。

　どこからか新聞紙が二枚、風に飛ばされてきて、京介の顔に覆おおい被かぶさった。そのうち一枚は、夏の日付の古新聞だった。一面が広告扱あつかいになっており、お中元の品を持った女が笑っている。

　もう一枚は、今日の日付のものだった。これといった大事件はなく、地方版の隅すみに「虹にじ原はら市の田中さんの家で、犬の七つ子が誕生」というのんきな記事が掲けい載さいされている。

　九月のある平へい穏おんな日曜日。日曜は、中学も光こう流りゆう脈みやく矯きよう正せい術者研修も休みで、本来ならば京介は、一日中眠ねむっていられる。しかし今日は、年に一度行なわれる、矯正術者研修課の運動会の日であった。

　選手宣せん誓せいで誰かが叫さけんでいたが、この運動会の目的は以下の通り。「勝敗は気にせずに、みんなで元気に体を動かそう。今日だけは術を使用せず、己おのれの知力・体力を総動員させ、健全で有意義な一日を過ごそう」。要はレクリエーションの一いつ環かんである。だが、研修生は全員出席を義務づけられており、欠席すれば修得単位に響ひびきかねない。

　京介は会場である運動場に来たものの、今日は一日、有意義に昼ひる寝ねをすることに決めていた。会場の隅で、芝しば生ふの上に寝ね転ころがって目をつぶると、駆かけ足の音も応おう援えんの声も、風に拡散されて、いい具合に遠ざかっていった。

「あ、京介、発見。こんなところでサボってたのね」

　京介がまどろんでいると、足音がひとつ、近づいてきた。気の強そうな高い声は、こちらの睡すい眠みんを妨さまたげようとする意志を、明らかに主張している。京介が渋しぶ々しぶ目を開けると、予想通り、双ふた子ごの妹の豊花ゆたかが大おお股またに歩み寄って来るのが見えた。

「ちゃんとみんなと同じ席で応援してよ。組全体の士気が下がるんだから」

　京介の前で立ち止まった豊花が、頰ほおを膨ふくらませた。頭には白いハチマキ、手にはチアガールが持つようなポンポンを持っているが、こちらの色も白。研修生全体は、赤組と白組の二チームに分けられているが、京介と豊花は同じ白組に配属されていた。

「士気が上がって組が勝ったって、別に何も得はしないんだろう」

　京介は欠伸をしながら答えた。何かの競技が終しゆう了りようしたのか、運動場のトラックの方で拍はく手しゆが沸わいていた。

「大体、会の目的で『勝敗は気にせずに』って言っているじゃないか」

「そうだけどさ、負けるよりも勝った方が嬉うれしいじゃない。それにね、もし白組が勝ったら、監かん督とくの加か藤とう教官が、みんなに回転寿ず司しを奢おごってくれるって」

「よかったな。運動会でトラックを回って、寿司屋でも思う存分目を回せばいい」

「そうしたいから、勝ちたいの。だから京介も参加するのよ。あんた、きちんとやる気を出せば、そこそこ運動神経はいいんだから」

　豊花が言い切り、京介の腕うでを引っ張る。京介が抵てい抗こうすると、ポンポンで顔を滅めつ多た打ちにされた。

「次は午前の部の最終種目で、騎き馬ば戦せんなの。全員参加なんだから」

　プログラムを確かく認にんした豊花は、勢いよく鼻息を吐はき出し、不敵な笑みを浮うかべた。

「さっき作戦会議を開いて、みんなで話しあったの。今のところ、点数は白組が少しだけリードしているのよ。騎馬戦は、敵チームに直じかに手を出して戦えるチャンス。だから、ここで赤組の人たちを動けなくなるほどぼこぼこにしておけば、午後の部は不戦勝。白組の最終的な優勝は決まったも同然なの」

「なんか、汚きたない作戦だな」

「どうせ赤組も同じことを考えてるんだから、いいの。さっさと行くわよ」

　豊花に引きずられて運動場の中央へ向かいながら、京介はため息をついた。空を見上げると、いつの間にか雲行きが怪あやしくなっていた。雨でも降って運動会が中止になればいいのに、と思った。




　数人で肩かたや腕を組み、「馬」を作って台となり、別の一人がその上に乗る。敵味方に分かれて競い、上に乗った者が落ちたり、ハチマキや帽ぼう子しを取られたら負け。それが一いつ般ぱん的な騎馬戦のルールだ。

　競技開始直前、白組全体では「上も下も平等に、敵はもれなく潰つぶせ」という最終確認がなされた。あまり健全な運動会じゃないなと京介は思ったが、トラックを挟はさんだ反対側で、赤組の連中も何かこそこそと話しあっているのがよくわかった。

「勝ったらお寿司ですねえ。加藤教官って、太っ腹で素す晴ばらしい人ですよねえ」

　同じ白組の樋ひ名な谷たに瑠る々るが、京介と豊花の隣となりで嬉しそうに言った。

「わたし、回転しているお寿司屋さんに行くのは、生まれて初めてなんです。だから楽しみです」

「あら、また瑠々のさりげない金持ち自じ慢まんが始まったわよ」

　豊花がハチマキを締しめ直し、唇くちびるを尖とがらせた。豊花は騎馬の上に乗る役で、京介はその台をさせられることになっていた。

「あたしと京介なんか、お寿司自体が久しぶりなんだから。たまに父さんが競輪で当てて回転寿司に連れて行ってくれても、玉子と生姜しようがしか食べられないんだから」

「あら、また豊花ちゃんの悲しい苦労話が始まりましたね」

「絶対勝つわよ。それで大トロとか、しばらくは思い出だけでご飯が食べられるようになるくらい、いっぱい注文するんだから」

　瞳ひとみを輝かがやかせてよだれを垂らしている豊花から目を逸そらし、京介は白組応援席に残っている加藤教官を見た。加藤は騎馬戦には全く興味のない様子で、赤組の監督教官と雑談をしていた。四十代、独身男性。自宅暮らしで親は地主、という噂うわさを聞いたことがある。加藤の財さい布ふは、数十名の研修生に食事を奢るくらい、どうということもないのだろう。

　運動場の中央で、会の進行役が高らかに笛を吹ふいた。準備の合図だ。各組が騎馬を作り、会場全体の空気が痛いほどに引き締まる。気合いを入れるためにか、豊花が京介の頭を鷲わし摑づかみにするので、京介はとても迷めい惑わくだった。

　先ほどよりも長く笛が鳴った。競技開始。騎馬が駆かけ出して、土つち煙けむりが上がる。豊花が「突つっ込め」と命じたので、京介も台の役となった他の研修生と共に、動き出そうとした。その時だった。

　赤組の後方から、一騎の騎馬が運動場に飛びこんできた。黒い騎馬だった。騎馬を構成する五人は、いずれも十代後半の若者で、黒いジャージの上下と、黒いハチマキを着けていた。上に乗った一人は、京介の視力が確かならば、両手に金属バットを持っているように見えた。

　若者が怒ど声せいを発し、凶きよう器きを振ふり回した。赤組の騎馬が続々となぎ倒たおされ、あちこちで絶ぜつ叫きようが上がる。赤組方面へ駆け出そうとしていた白組の騎馬は、一いつ斉せいに背を向けて逃にげ出した。豊花が「何だかわからないけど、とりあえず退散」と命じたので、京介も応おう援えん席の後ろへと避ひ難なんした。

　黒い騎馬は、赤組の負傷者を踏ふみ越こえ、「責任者を出せ」と怒鳴って追いかけてきた。白組全員が加藤の後ろへ隠かくれると、加藤はようやく事態に気がついたようだった。赤組の監かん督とく教官は、既すでに運動場の外へ逃げ出した後だった。

「責任者は誰だれだ」

　若者が再度怒鳴った。何人かの研修生に背中を突つつかれ、加藤が苦々しい顔つきで一歩前に出た。

「私が、責任者の加藤だが」

　責任者らしく、加藤は厳しい表情を作った。若者たちは騎馬を解いて横一列に並び、加藤を睨ねめ返した。そうして並んでいると、太い眉まゆや目つきの悪さなど、五人の顔には共通する点がいくつも見つかった。兄弟か五つ子か、血けつ縁えん関係があるのは間ま違ちがいなさそうだ。地面に降りた豊花は京介の背中に張りつき、「家族で結成している不良グループかしら」と低い声で呟つぶやいていた。

　加藤はもう一歩踏み出して、若者たちに尋たずねた。

「君たちは何だ。この運動場は、関係者以外立入禁止になっているはずだぞ。すぐに出て行きなさ……」

「そうか、お前が加藤なんだな」

　加藤の言葉を遮さえぎり、バットを持っていた若者が叫さけんだ。目に獰どう猛もうな光が宿っていた。他の四人が「加藤だ」「ついに見つけた」などと熱っぽい口調で言っている。豊花が京介の後ろから身を乗り出し、加藤に「あの人たちと知り合いなの？」と尋ねた。加藤は訝いぶかしそうな表情で、首を捻ひねっていた。

「とぼけようったってそうはいかねえぞ、加藤」

　若者は凶器を地面に投げ捨てると、ジャージを捲まくって、服の下からひと抱かかえほどもある額がく縁ぶちを引っ張り出した。額縁には黒いリボンがかかっており、収められているのは中年女性のモノクロ写真だった。──遺い影えいのようだった。

　写真を加藤に突きつけ、若者が怒鳴るようにして言った。

「俺たちの名前は黒くろ川かわ。十八年前、お前に捨てられた女が、お前と別れた後に生んだ五つ子だ」

「え」

　頰ほおをひきつらせて、加藤が一歩後退あとじさった。

「ちょっと待ちなさい。私はそんな女は知らないぞ」

「まだとぼけるのか、天国の母さんに謝れ」

　別の若者が声を裏返した。血走った両目からは、涙なみだが溢あふれていた。

「女手ひとつで俺たちを育ててくれた母さんは、心労が重なって去年死んだ。母さんは父親のことは一度も口にしなかったけれど、いまわの際きわにやっと教えてくれたんだ。十八年前に母さんは、妊にん娠しんが発覚するなり、当時つき合っていた男に冷たく捨てられた。それがお前だ、加藤」

　五つ子の黒川兄弟が、加藤ににじり寄った。

　そばにいた白組研修生は、一斉に加藤から身を引いた。豊花が「加藤教官ってひどい……」と呟いて一歩下がったので、背中を摑つかまれた京介も下がらされた。少し前までは加藤を「素す晴ばらしい人」と賞賛していた瑠々も、「汚きたない人ですねえ」と言っていた。加藤は研修生を見回し、慌あわてた様子で腕うでを振った。

「違う、誤解だぞ。本当に私には、全く身に覚えがない。人違いだ」

「人違いなもんか」

　黒川兄弟が声を揃そろえて言い返した。

「母さんは言っていた。俺たちの父親は、虹原市で教官をしている男で、名前は加藤。顔だって、聞いていた通りの顔だ」

「そうだそうだ。往生際が悪い人だから、俺たちが現れたら、絶対しらを切るはずだって」

「二回くらいは連続してとぼける人だって」

「当たってるよ、母さん。ばっちりだよ」

「加藤を捜さがす旅に出て三ヵ月、やっと見つけられたよ」

　灰色の雲が立ちこめる空に向かい、黒川兄弟は遺影を掲かかげたり、合がつ掌しようしたりしていた。数秒後、兄弟は視線を加藤に戻もどすと、また声を揃えて言った。

「母のかたきを取りに来た。覚かく悟ごしろ」

　黒川兄弟に取り囲まれ、加藤が悲鳴を上げた。白組研修生たちは顔を見合わせ、「家庭の問題に他人が口出しするのは、あまりよくないよね」という意見を五秒でまとめた。京介としては、他人のもめ事など心からどうでもよかった。

　白組はその場で解散となった。赤組が全ぜん滅めつしてしまったため、運動会の続行は不可能となったので当然の流れだった。会場を片づけ始める者。赤組の負傷者を片づける者。弁当を食べる者、帰り支じ度たくをする者。豊花は瑠々と「お寿す司しを食べられないなら、ケーキを食べに行こう」と盛り上がっていた。京介はさっさと帰って寝ねることに決めた。

　歩き出そうとした時、足首を後ろから引っ張られた。振ふり返ると、鼻血を流した加藤が、必死の形相で京介の足を摑んでいた。

「待ってくれ、一条君。助けてくれ。教官のピンチを研修生が救う──そんな麗うるわしい師し弟てい愛を、見てみたいだろう」

「別に」

「助けてくれたら、回転していない高級寿司屋に連れて行ってやる。何でも奢おごってやるから」

　その言葉に、豊花や瑠々の他ほか、その場にいた白組研修生が全員駆かけ寄って来て、加藤を助け起こした。とても麗しい師弟愛だな、と京介は足首をさすってため息をついた。

「卑ひ怯きような男が、卑怯な手で味方をつけたか……」

　黒川兄弟の一人が、金属バットで地面を叩たたいた。若者は周囲を一度見回し、まだ片づけられていない競技の道具に目を留めると、バットを動かす手を止めた。

「いいだろう。加藤とその教え子、まとめて相手にしてやる。だが、暴力に訴うつたえたかたき討うちでは、天国の母さんが喜ばない」

　もう充じゆう分ぶん暴力に訴えられているぞ、と、ハンカチで鼻血を拭ぬぐいながら加藤が言ったが、相手は無視をして続けた。

「せっかく運動場にいるんだし、お前たちも運動会の真っ最中だったようだしな。俺たち兄弟の組と加藤の白組とで、運動会のプログラムとルールに従って戦い、点数で勝敗を決めよう。もし白組が勝てば、過去のことは一いつ切さい許してやる」

「じゃあ、もしあんたたち──黒組が勝ったら？」

　代表して尋たずねた豊花に、黒川兄弟は不気味な笑えみを見せ、声を合わせて答えた。

「加藤には慰い謝しや料りよう十億円を払はらわせる。味方をした教え子は、腹いせに全員殺す」

　豊花を含ふくめた何人かの研修生が、即そく、逃にげ出そうとした。加藤が素早く彼らの腕を摑み、

「逃げたやつは、研修を一年からやり直しさせるからね」と言った。

　こうして、赤組の代わりに黒組が参入し、運動会は続行されることとなった。どうでもいいが、黒と白の対決というのは何だか陰いん気きだなと、自分の性格は棚たな上あげして京介は感想を抱いだいた。




　見習いといえども、光流脈矯きよう正せい術者研修生は、それなりに攻こう撃げき力りよくのある術を修得している。学んだ術は、いずれ正式な術者として認にん定ていされたのち、職務を全まつとうするための技術となる。攻撃系の術は、故意に他者を傷つけるためにあるのではない。そんな道徳は、研修初期の頃から繰くり返し教えられる項こう目もくだ。

「……今日だけは特例で、『攻撃呪じゆ文もんをばんばん使ってよろしい』って、言ってやりたかったのに……」

　まだ鼻血が止まらないのか、鼻の穴に丸めたティッシュを突つっ込んだ加藤が、京介に向かって愚ぐ痴ちっぽく呟つぶやいた。

　運動場で現在行なわれている競技は、スウェーデンリレー。白組からは足の速い四人が選ばれ、参加している。京介と加藤以外の者は立ち上がって応おう援えんをしていたが、その声は九割近くが悲鳴だった。黒組の選手がバトンの代わりに鉄アレイを持っていて、走りながら白組の選手を殴なぐるからだった。

　鉄アレイの他にも、色々な凶きよう器きを隠かくし持っている黒組に対し、研修生たちは何の武器も所有していない。運動会の目的にある『今日だけは術を使用せず』という部分に従ったため、必ひつ須す携けい帯たい術具である玲れい洗せん樹じゆの枝を、誰だれも会場に持ち込んでいないのだ。加藤が残念がったのは、この点であった。

　会場の隅すみにある救護用のテントの下には、赤組の負傷者が累るい々るいと重なっている。救護の係も研修生が担当しているが、怪け我がを治すための治ち癒ゆ術がやはり使えない状態にあるため、係は救急箱を持って走り回っていた。

　白組のアンカーがゴール前で殴り倒たおされ、リレーは黒組の勝利で終わった。白組の選手は全すべて、救護テントへ運ばれた。

「あんたたち卑怯よ、反則よ」

　眉まゆをつり上げた豊花が、黒川兄弟に向かって叫さけんだ。

「運動会のルールに従って戦うって言ったくせに」

「反則じゃねえよ。さっきルールを読んだけれど、鉄アレイで人を殴るなっていうのはなかったぞ」

　兄弟の一人が言い返し、黒組全員が笑い声を上げる。豊花は更さらに眉をつり上げ、「あたしたちも何か武器を調達するのよ」と仲間へ呼びかけた。しかしこの運動場には、土と芝しば生ふとゴミ以外、これといったものは見当たらないようだった。

　次の種目は、全員参加による綱つな引ひきだった。京介は全く気が進まなかったが、豊花に命じられて綱の後方についた。
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　黒組の人数は五人。それに対し白組は、先ほどのリレーで四人が再起不能になったとはいえ、倍以上の人数がいる。白組の圧勝が予想されたが、甘かった。黒組はジャージのポケットに飛び道具を仕込んでおり、綱を引きながらそれを乱射した。前の方で綱を引いていた白組研修生が、多数犠ぎ牲せいになった。黒組が飛び道具に夢中になっている間に綱を引き、競技には勝ったものの、こちらの人数は半数以下へと減らされてしまった。

「まずいわ……。あいつら、勝敗がつく前にこっちを全ぜん滅めつさせるつもりだわ」

　次の借り物競走が始まる前の、休きゆう憩けい時間。豊花が表情を翳かげらせて言った。研修生はみな「ひどいよ」とか「運動会を何だと思っているんだ」などと憤いきどおっていた。京介は、騎き馬ば戦せんでお前らが立てた作戦と同じだと気づいていたが、敢あえて指し摘てきしないことにした。

「黒川兄弟自体は、ものすごくスポーツ万ばん能のうってわけじゃなさそうだよね」

　研修生の一人が言い、一同が頷うなずいた。

「運動能力的には、恐おそらくごく普ふ通つうの青年。普通に戦えば、勝つ見込みはあるんだ」

「そうよ。きっと素す手でだったら、京介一人だけをぶつけたって、勝てるはずなのよ」

「問題はあの凶器か……」

「どのくらい持ってるんだろう……」

　トラックの反対側にある黒組の陣じん地ちに、全員が視線をやる。すっかりくつろいでいる兄弟の前には、大小の刃は物ものや槍やりや弓が山になり、一体どこに隠し持っていたのか、大たい砲ほうの類たぐいも転がっていた。ちょっとした戦争くらいなら始められそうだなと、京介は感心した。

　休憩時間終しゆう了りようを告げる笛が鳴った。豊花は深く腕うで組ぐみをし、沈ちん鬱うつな表情で言った。

「時間だわ。借り物競走に出る人、頑がん張ばって。健けん闘とうを祈いのるわ」

　五人の研修生が、トラックに向かって歩き始めた。黒組が現れる前から、既すでに出場メンバーは決定済みだったのだろう。うち四人は声を殺して泣いていたが、瑠々だけが笑え顔がおで「頑張りますね」と手を振ふっていた。

　瑠々に小さく手を振り返し、豊花が呟いた。

「今の五人が無事に帰って来られるかどうかは、正直なところ難しいわね……。全員潰つぶされて、うちの組の残りは四人。この四人で、午後の部の最終種目に総力を注ぐしかないわ。みんな、死ぬ気で頑張りましょう」

　残った研修生が、やはり嗚お咽えつをもらしながらも大きく頷いた。京介は頭上の重苦しい空に向かって、そっと嘆たん息そくした。勝っても負けても、どちらにしろ死にそうな気がした。

　豊花たちは応援のため、トラックの近くまで移動して行った。京介は面めん倒どうだったので、その場に座って煙草たばこに火を点つけた。すると、それまでずっと鼻血の心配だけをしていた加藤が、京介の背後に寄って来た。

「一条君、一条君。素晴らしい作戦を思いついたぞ。聞いてくれるかな」

　借り物競走開始の笛が聞こえた。白組と黒組の選手が、まず借りる物を指定したメモを拾うため、十メートル先まで走る。その間に白組の三人は、黒川兄弟が振り下ろしたハンマーに打たれて倒れた。

「一条君が、その暗い顔で『かたき討うちなんてよくない』と言えば、黒川兄弟もテンションが下がって、やめるかもしれない。どうだ、素晴らしい作戦だろう」

　無事にメモに辿たどりついた瑠々が、「頑張りますよー」と一声叫び、駆かけ出した。黒組の攻こう撃げきを身軽にかいくぐり、瑠々は運動場を横断してゆく。横断し、そのまま出口から外へ出て行ってしまった。応援の白組研修生は頭を抱かかえ、「あいつ逃にげやがった」と嘆なげいた。黒組が大笑いをし、笑いながら、白組の残り一人を殴り倒した。

　京介は煙けむりを吐はき、加藤に言った。

「あいつらの父親なら、教官が言ってやめさせればいい」

「だから、私は違ちがう……多分、違うと思うんだけど……」

「はっきりしないな」

　曖あい昧まいなものの言い方に、京介は眉まゆを寄せる。

「だって」と加藤は不服そうに言い、豊花が置いていったポンポンを手に取って揺ゆすった。

「十八年も前に、誰だれとつき合っていたかなんて覚えていないんだ。そう思ったら、身に覚えがないことも、覚えがあるような気になってきて……。あの遺い影えいの女の顔も、よくよく考えてみたら、知っているような、知らないような……」

　加藤はそこで立ち上がると、京介の背中を強く押した。

「私はここで、過去の回想に励はげむ。だから一条君が行って来るんだ。これは教官命令だぞ」

　競技終了の笛が鳴った。勝った黒組は万歳三唱をしていた。




「しっかりして。気をしっかり持つの。生きると信じれば、必ず助かるわ」

　黒組の陣地へ移動する際、救護テントの前からそんな声が聞こえてきて、京介は足を止めた。

　テントの下には相変わらず、多数の負傷者が横たわっていた。救護の係だけでは人手が足りないらしく、まだ無事な白組研修生も手伝っていた。

　大げさな声が聞こえるものの、死に至るほどの怪け我がを負った者はいないようだ。しかし、救護をする側も受ける側も、妙みように熱く盛り上がっている。京介の位置からは、額に擦すり傷を作った女子研修生が、弱々しい声で豊花に語りかけている様子が見えた。

「豊花ちゃん、私、もう終わりなのかなあ」

「大だい丈じよう夫ぶよ、しっかりして」

「もう黒組の勝ちよね。そうしたら、今助かっても、私は殺されるんだよね……」

「何言ってるの、諦あきらめたらそれこそ終わりよ」

　豊花が怒ど鳴なり、女子研修生の額に絆ばん創そう膏こうを叩たたきつけた。

「次の玉入れで、必ず逆転してみせるわ。だからそんな気弱なことを言ったら駄だ目めよ。一いつ緒しよにお寿す司し屋やに行くの。あたしを信じて」

　女子研修生が号ごう泣きゆうした。

　野戦病びよう棟とうとか、ナイチンゲールといった単語が、京介の脳のう裏りをかすめた。一いつ瞬しゆんここが、平へい穏おんな地方都市の片かた隅すみにあるただの運動場であるということを、忘れそうになった。

　京介はテントを後にして、黒組陣地へ向かった。凶きよう器きの山の傍かたわらで、黒川兄弟は談だん笑しようをしていたが、近づいてくる京介に気がつくなり、目をつり上げた。

「何の用だ、加藤の手先め」

「加藤から、伝言がある」

　京介がそう答えただけで、黒川兄弟は凶器の山へ走り寄った。

「あんなやつの言うことなんて、聞く必要がない。帰れ！」

　黒川兄弟は手当たり次し第だいに凶器を投げてきた。交こう渉しようは中断し、京介は早々に退散することにしたが、逃げ切る前に脳天に凶器がふたつほど当たり、危うく昏こん倒とうしそうになった。その場に蹲うずくまりたくなるのを堪こらえ、京介は近くの植え木の陰かげへと逃げ込む。何かに役立つかと思って、頭に当たった凶器はそのまま持ってきた。

　一息ついて確かく認にんすると、凶器のひとつは、黒いリボンのかかった額がく縁ぶち──黒川兄弟の母親の写真だった。ヒビが入った額縁をさすり、京介は重く息を吐く。こんな物まで投げてくるとは、黒川兄弟の怒いかりは相当なものなのだろう。

　遺影用に無理に引き伸のばしたのか、モノクロ写真の粒りゆう子しは粗あらく、あまり画質のよいものではなかった。黒川兄弟の母親は、斜ななめ前方を見て笑っている。

　そこで、京介は何か引っかかるものを感じた。どこかで見た顔だ、と思った。それがどこの誰だったかを考えていると、足あし下もとでふたつめの凶器が動いた。確認もせずに拾ってきてしまったが、機械仕じ掛かけの凶器だろうか。視線をやった京介の顔面に、それは真っ直すぐ飛びかかってきた。

　顔に当たる前に、京介は片手でそれを摑つかみ止めた。白い球体だった。バレーボールに見えたが、バレーボールは単体では動かない。更さらに球体の表面には、バレーボールにあるまじき、目と口と手足と羽根がついていた。

「お前、何してるんだ」

　球体を握にぎる手に力を込こめ、京介は尋たずねた。相手は以前にも何度か遭そう遇ぐうしている、白しら玉たま一いち号ごうという名前の小しよう精せい霊れいだった。

「ああ、よかった……」

　白玉一号はつぶらな目を潤うるませて、京介の手の中でじたばたともがきながら答えた。

「ぼくはこの間、あの恐おそろしい兄弟に拾われて、罪もない人間を攻こう撃げきするための凶器にされかけていたんです。人を殺あやめる前に解放されて、よかった……」

「今、おれを思い切り殺めようとしていなかったか」

「どうしてそんなふうに疑うんですか。ぼくは人間が大好きなんです。信じて下さい、傷つきやすい小精霊を信じて下さい」

　信じるのが面めん倒どうだったので、京介は白玉一号を遠くへ放ほうり投げた。

　トラックの方から、最終種目の準備が整ったので選手は全員集合するように、という声がかかった。額縁を地面に置き、京介はため息をついて立ち上がった。

　見上げた空は、いつまで経たっても雨を降らせない。これから降る可能性が一番高いのは、研修生の血の雨かもしれない。

　今日は一体何の日だったっけと、京介は改めて考えてしまった。




　現在までの黒組の総得点は、六点。

　現在までの白組の総得点は、一点。

　そして午後の部の最後の種目、玉入れが、今まさに始まろうとしていた。

「ルールでは、カゴに入った数が、そのまま点数に換かん算さんされることになっているの。だから、逆転できる可能性は充じゆう分ぶんにあるわ」

　二メートルほどの高さに吊つるされた白組用のカゴを睨ねめ上げ、豊花が言った。手元には布で作られた小さな玉。各組に百個ずつ配られたそれが、運命を握っている。競技の制限時間は三分間とのことだった。

　京介は黒組の方を見て、小さくため息をついた。黒組はピッチングマシンに似た特とく殊しゆな装置を持ち込んで、全すべての玉を確実にカゴの中へ打ち込めるように準備していた。その光景を見て、京介以外の研修生もがっくりと肩かたを落とした。

　競技開始の笛が鳴った。黒組の装置が轟ごう音おんを上げて稼か働どうし、数秒でカゴが満まん杯ぱいになった。黒組は早々にその場へ座り、京介たちの方を指差して笑い始めた。白組も懸けん命めいに体を動かすものの、カゴに入る玉よりも、狙ねらいを外して跳はね返ってくる玉の方が、圧あつ倒とう的に多かった。

「もう駄だ目めだよ。もし百個全部入ったとしても、結局同点で、僕らが負けるんだ」

　研修生の一人が泣きながら言った。捨て鉢ばちになっているらしく、彼がめちゃくちゃに投げた玉は、全て京介の顔に当たった。

「悔くやしいよ。僕らなんか術が使えなければ、ただの非力な子供なんだ」

　非力なくせに、京介の鼻へ飛んできた玉には、相当な力がこもっていた。こんなにコントロールがいいならカゴへ投げろよと京介は言ってやったが、研修生は泣くばかりで全く聞いてくれなかった。

「馬ば鹿か。どうして簡単に諦あきらめるのよ」

　そんな研修生の頰ほおを、豊花が平手で打った。研修生の体が吹ふっ飛び、カゴを支える台座に当たった。その震しん動どうで、それまで入っていた十数個の玉が落ちた。

　玉を拾い上げ、豊花は唇くちびるを強く嚙かんだ。

「確かにあたしたちは、術が使える時よりも、使えない状態の方が弱いわ。だけどそれが何だって言うの。どんな時でも、あたしは自分の力を信じているわ。あたしは絶対に負けない」

「豊花ちゃん……」

　頰を押さえ、研修生が豊花を見上げた。研修生の頰は見事に腫はれ上がっていた。豊花の平手は恐ろしく痛い。明日になったら更に顔が腫れるはずだと、京介は予想した。

　豊花は研修生を引っ張り起こし、仲間を見回した。

「みんな、この運動会の目的を思い出すのよ。術は使わずに、己おのれの知力・体力を総動員させる──。玉を百個入れて同点なら、百個以上入れれば勝てるのよ」

　豊花はトラック横にあるゴミ捨て場に走ると、大量のゴミ袋ぶくろを抱かかえて戻もどって来た。

「ルールに、玉以外のものをカゴに投げたらいけないとは書かれていなかったわ！」

　豊花がゴミ袋を投げた。弁当の空箱や割り箸ばしが宙を舞まい、カゴの中へ吸い込まれていった。

　京介以外の白組研修生は「豊花ちゃん、天才だ」と叫さけび、ゴミを投げ始めた。慌あわてて立ち上がった黒組が、同じ行動に移る。空には大量のゴミが飛び交かった。京介は頭上に降ってきた爪つま楊よう枝じを避よけた。やけになった誰だれかが投げたらしく、加藤の体も宙を飛んでいた。

　豊花が開けた最後のゴミ袋の中から、残飯を漁あさる白玉一号が出てきた。豊花は白玉一号の体を摑むと、「これで決まりだ」と叫び、カゴに向かって投げつけた。白玉一号は「だから人間は嫌きらいだー」と叫んでいた。

　白玉一号の体が、白組のカゴを打ち破った。勢いのついた白玉一号は更さらに弾はずみ、黒組のカゴに向かって飛んだ。黒組のカゴも破は壊かいされた。白玉一号はそのままどこか遠くへ飛んでいってしまい、地面にはただ、ゴミが散った。

　競技終しゆう了りようの笛が鳴った。その場にいる全員は茫ぼう然ぜんとしていたが、破れて空になった各組のカゴを見ると、黒川兄弟が歓かん声せいを上げた。玉入れは判定不可能。どちらの組にも点は加算されず、よって五点差をつけられたまま、黒組の優勝となってしまったのだ。

「……ごめん……あたしのせいだわ……」

　豊花が地面に両りよう膝ひざをつき、項垂うなだれた。

「あたしが、あの小しよう精せい霊れいを投げたばっかりに……勝てたかもしれなかったのに……」

「いいんだよ、豊花ちゃん」

　頰を腫らした研修生が、豊花の肩を叩たたいた。その顔はゴミと涙なみだにまみれていたが、爽さわやかな笑顔に満ちていた。

「僕らは一いつ生しよう懸けん命めいやったよ。だから後こう悔かいはないよ」

　他の研修生も、豊花に手を差し伸のべた。

「そうだよ、勝ち負けは関係ないさ。この運動会で、術者研修生として、そして人間として、少し自信がついた気がするよ」

「みんな……。ありがとう、あたし、みんなと一いつ緒しよに戦えてよかった。本当によかった」

　豊花が立ち上がり、仲間と抱だき合う。離はなれた場所で傍ぼう観かんしていた京介は、鼻先に埃ほこりが飛んできたので、くしゃみをした。

　そんな白組一同の前へ、黒川兄弟がゆっくりと歩み寄って来た。手には様々な凶きよう器きを持っていた。

「俺たちの勝ちだな」

　金属バットを握にぎった一人が、鼻を鳴らして笑った。その足の下では、加藤がゴミと一緒に踏ふみ潰つぶされていた。

「約束通り、加藤の味方をした教え子を腹いせに殺す。死にたい順から並びな」

　豊花を含ふくめた研修生たちが、揃そろって手を伸ばし、京介を黒川兄弟の前へ突つき出した。この運動会で、術者研修生として人間としての自信がつき、京介を除く一部の結束力も深まったようだ。有意義な一日でよかったなと、京介は欠伸あくびを嚙み殺した。

「天国の母さん、見ていてくれ。母さんに届くほどの血ち飛沫しぶきを上げてみせるよ」

　金属バットを高く掲かかげ、黒川兄弟の一人が叫んだ。豊花たちが早くも目をふさぎ、悲鳴を上げた。加藤は鼻血を流して唸うなっていた。

　京介はため息をつくと、右の拳こぶしに力を込こめた。京介には以前、不良学生との喧けん嘩かで、相手の金属バットを折り曲げた成功例があった。だがこちらの手も無事では済まず、確か打だ撲ぼくくらい負ったはずだった。痛さは歓かん迎げいできないが、まあ、仕方がないと思った。

　バットが動き、空気も動いた。京介も動こうとした時、視界の隅すみで何かが動いた。

「みなさん、遅おそくなってごめんなさい。ただいま帰りました」

　手を振ふりながら運動場へ入って来たのは、樋名谷瑠々だった。瑠々は出て行った時と同じように、髪かみの毛と白いハチマキをのんびりと風に揺ゆらして、こちらへ駆かけて来た。勢いを削そがれたのか、黒川兄弟のバットは止まり、豊花たちも悲鳴を止めていた。京介も身構えたまま、思わず瑠々の顔を見つめた。

「あら、ひょっとして、もう運動会は終わってしまいました？」

　京介の横で立ち止まり、瑠々は首を傾かしげた。瑠々の片手には大きなバスケットがあり、瑠々はそれを地面に置くと、髪を整えながら言った。

「借り物競走で指示されたものが、なかなか見つからなくて、街を走り回ってしまいました。ずいぶん時間がかかりましたけれど、いい運動になりました」

「……瑠々、あんた、逃にげたんじゃなかったの？」

　豊花が瑠々に駆け寄って問うと、瑠々は「当たり前ですよ」と微笑ほほえんだ。

「わたしがみなさんを、こっそり裏切るわけがないじゃないですか。裏切る時は、ちゃんと言いますもの」

「そうだったわよね。瑠々、ごめんね。疑ってごめんね」

　瑠々に抱きつこうとする豊花を、黒川兄弟が突き飛ばす。顔中に焦しよう燥そう感を滲にじませて、兄弟は瑠々に尋たずねた。

「それで、何を借りてきたんだよ。点数は何点入るんだ？　本当に借りられたのか？」

「ええとですねえ……」

　運動着のポケットからメモを出し、瑠々が一同に広げて見せる。メモには「犬の七つ子。借りられたら七点」と記されていた。

　京介は、瑠々が置いたバスケットの蓋ふたを開けた。バスケットの中で、同じ模様の子犬が七匹ひき、こちらを見上げていた。そういえば今日の新聞に、犬の記事があったことを京介は思い出した。

「ルールでは、借り物競走のゴールに時間制限はないわ」

　豊花が目を輝かがやかせて言った。七点が加算され、白組の得点は八点。逆転優勝だった。

　豊花たちが大歓声を上げ、瑠々を胴どう上あげし始めた。黒川兄弟が一いつ斉せいに地面に膝ひざをついた。犬の七つ子は七匹同時に口を開き、七方向から京介の手に嚙かみつこうとしていた。

「……俺たちの負けだ」

　凶器を手放し、黒川兄弟は血を吐はくような声で順に言った。

「約束通り、過去のことは許す……」

「ここまでやられて、そっちは許さないだろうな……。覚かく悟ごはできている。俺たちのことは、煮にるなり焼くなり好きにしやがれ」

「天国の母さん、もうすぐそこへ行くよ……」

「かたき討うちもできない愚おろかな子供でごめんよ……」

　拳で地面を叩たたく兄弟の前へ、加藤が静かに立った。鼻血を垂らした加藤は、黒川兄弟に手を差し出し、微笑んだ。

「愚かなのは私の方だ。すまない、いくら考えても、君たちの母親のことは思い出せなかった。だけど、身に覚えがあるかないかなんて、どうだっていいことなんだ。だって君たちは、一目見ただけで、私のことを父親だと信じてくれたじゃないか」

「……加藤」

「これからは、親子で暮らそう。母親の分まで、君たちを幸せにするよ」

「加藤……いや、父さん……ありがとう」

　黒川兄弟が加藤の手にすがりつき、泣き濡ぬれる。豊花たちが駆け寄り、今度は加藤の胴上げが始まった。

　あいつら、元気だな。京介は犬に向かって呟つぶやき、バスケットの蓋を閉めた。
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　ゴミだらけになった会場を全員で大おお掃そう除じし、それをもって運動会は締しめ括くくられることになった。その後は予定通り、加藤の奢おごりである寿す司し屋やが待っている。

「胴上げしすぎて、もう手がくたくただわ。ちゃんとお寿司、取れるかなあ」

　京介の隣となりでゴミを拾って歩きながら、豊花が苦く笑しようする。豊花の頭の上でハチマキは曲がっており、手だけではなく、足取りも疲ひ労ろうして見えた。今日一日の運動量は相当なものだったはずだから、当然だろう。京介自身も、もし今からもう一度運動会をやり直すと言われたとしても、何もできないほど疲つかれていた。

　豊花と申し合わせたわけではないが、京介たちの足は、自然と会場の隅すみへ向かっていった。そちらの方が、落ちているゴミが少ないからだった。

　午前中、京介が昼ひる寝ねをしていた場所まで来ると、豊花は芝しば生ふの上へ寝ね転ころがった。

「京介、五分経たったら起こして。少し休まないと、本当にお寿司屋で本領発揮できないわ」

　京介は豊花の隣に腰こしを下ろし、煙草たばこに火を点つけた。風が吹ふいて、午前中も飛んできた新聞紙が、また足あし下もとへ転がってきた。

　二枚の新聞を摑つかみ、ゴミ袋ぶくろへ入れようとして、京介はふと手を止めた。一枚目は、夏の日付の古新聞。お中元の広告で、中年女性が笑っている。

　その女の顔の作りと、右斜ななめから女の顔をアップ気味に写している構図に、京介は見覚えがあった。ほんのついさっき見た写真と、恐おそろしいほどに酷こく似じしていた。黒川兄弟の母親の写真だ。画質の悪い遺い影えいだと思ったが、あれは新聞からのコピーだったのか。

「京介、どうかしたの？」

　京介の唸うなり声が聞こえたのか、豊花が起き上がった。風が強まり、夏の新聞は京介の手から飛ばされてしまったが、今日の日付のものが残った。

　地方版の隅に、犬の七つ子の記事があった。そしてよく見ると、その隣には『五つ子の詐さ欺ぎ団だん』という奇き妙みような見出しが躍おどっていた。豊花が「何これ」と気づき、記事を読み上げる。

「……虹原市近辺で、同様の手口による詐欺事件が多発中。容疑者と思われる集団は、十代後半の五つ子。中年男性をターゲットにし、自然に相手の名前や職業を聞き出した後、いかにも知り合いであるように振ふる舞まって、自分たちの父親だと決めつける。誰だれにでも見覚えのある女優の写真を使い、偽にせの遺影を作るが、天国の母親に向けて祈いのる演技はなかなかのものらしい。慰い謝しや料りようをせしめる他ほか、極ごく悪あく非道な勝負を持ちかけたりもするが、自分たちが負けると噓うそ泣きでターゲットの同情を引く。現在、指名手配中……」

　喉のどを強く鳴らし、豊花がひきつった顔を京介に向ける。

「……これって、もしかして……」

　京介が答えようとした時、背後から人の足音が聞こえた。京介と豊花が同時にゆっくりと振り返ると、そこには黒川兄弟が並んでいた。

「そろそろ掃除は終しゆう了りようにして、食事にしようってさ」

　兄弟の一人が、白い歯を見せて笑った。加藤へのわだかまりがとけたせいか、五つ子の顔に残ざん虐ぎやくな色はもう浮ういていない。浮いてはいないが、彼らは両手にたくさんの凶きよう器きをさげていた。

　京介が持つ新聞に目を留めると、黒川兄弟は声を揃そろえて言った。

「あ、バレちゃった？」

　凶器を振り上げ、黒川兄弟が飛びかかってきた。

　京介はため息を一度だけついてから、悲鳴を上げる豊花の手を引いて走り出した。この運動会は、一体いつになったら終わるのだろう。そう思いながら。
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白玉一号の世界征せい服ふく物語　第一章

　むかしむかし、大むかし。あるところに、たくさんの小しよう精せい霊れいが住んでいる村がありました。

　その村では黒くて丸い形の小精霊ばかりが生まれていましたが、ある年、ひとつだけ白くて丸い小精霊が誕生しました。白い子供を見ると、他の小精霊は「天変地異の前まえ触ぶれだ」「捨てた方がいい」と口々に言いましたが、母親である大おお玉だま母ぼ号ごうは、「まあちょうど、黒い子供には飽あきてきたところだし」という理由から、その小精霊に白玉一号という名前をつけて、それなりに大切に育てることにしました。

　平和な村の中で、白玉一号はすくすくと、一層白く丸く成長してゆきました。その間、特に天変地異的な出来事は起こりませんでした。しかし白玉一号本人の心の中には、次し第だいに暗雲が立ちこめていったのです。周りにいる小精霊と自分とでは色が全く違ちがうことに気づき始めたからでした。

　悩なやんだ白玉一号は、ある日母親の大玉母号に尋たずねました。

「お母さん、どうしてぼくはみんなと違うのですか」

「それはお前が特別だからよ」

　大玉母号はその時、『週刊・芸能小精霊』という雑誌を読みふけっていたので、適当に答えました。

　特別、という言葉に反応した白玉一号は目を輝かがやかせ、更さらに質問を繰くり出しました。

「特別だと、どうなのですか」

「特別だと色々とすごいのよ」

「すごいって、どんな感じですか。具体例を挙げて説明して下さい」

「そうねえ……」

　大玉母号は雑誌のページを捲めくりながら、ものすごく適当に返答しました。

「たとえば、世界征服とか、わりと簡単なんじゃないのかしら」

「……世界？」

「そうよ。人間全員を従えられたら、結構楽に過ごせるわよねえ」

「……征服……」

　この村の外には、人間という名の強い生き物がピラミッドの頂点に君臨する「世界」が広がっている事実は、白玉一号も聞いたことがありました。生誕千年を超こえたおとなの小精霊は、村の外に出て、その「世界」へ行くものだと言われています。そこで小精霊は見聞を広めたり、人間に力を貸して立場を築いたりし、更なる成長を遂とげるのだそうです。

　面めん倒どうくさがりな大玉母号に育てられた白玉一号のモットーは「楽をして暮らす」であり、その伝統にも「世界」にも、これまで関心がありませんでした。しかし母が言うには、自分にはその「世界」を征服する力があるといいます。しかも簡単に。白玉一号は早さつ速そく村の外へ飛び出しました。白くて丸い頭の中には「結構楽に過ごせるわよねえ」という母の言葉が、テーマソングのように駆かけ巡めぐっていました。

　白玉一号が最初に足を踏ふみ入れたのは、「世界」の片かた隅すみにある虹原という街でした。そこは光流脈使いという、人間の中でも特とく殊しゆな力を持つ人々の組織がある街でした。征服するならまず一番難しいところから、そうすればあとは楽。己おのれの立てた賢かしこい作戦に興奮しながら、白玉一号は虹原の空へ飛び立ちました。耳の奥に響ひびくのは、大勢の人間が自分を「王」と崇あがめる幻げん聴ちようでした。

　そして、数え切れないほどの年月が流れました。その間に白玉一号が人間から与あたえられた称しよう号ごうは、「奴ど隷れい」「下僕」「使いっ走り」などでした。人間の運動会の玉入れで、玉の代わりに投げられたこともありました。それでも白玉一号は諦あきらめることなく、今日も元気に世界征服を夢見て空を見上げます。

　いつでも空の果てに思い出すのは、大玉母号のいる遠いふるさとの景色です。
























　私は人を死なせてしまったことがあるのよ。母方の祖母が生前口にした言葉を、一条京介は思い出した。中学三年の夏、その祖母の法事に向かう道中でのことだった。

　京介が幼よう稚ち園えんに入る前に、祖母は風邪かぜをこじらせて他界した。祖母が住んでいたのは、京介の住む虹原市から遠く離はなれた小さな村。生まれてから死ぬ日まで、ほとんどその村を離れなかったと言う。祖母が虹原を訪おとずれたことは、何度かあったらしい。京介や双ふた子ごの妹豊花と顔をあわせたこともあったようだが、幼すぎたせいか、京介は当時のことを全く覚えていない。京介の中で祖母に対する印象は、希き薄はくを通り越こしてほぼ皆かい無むに等しかった。

　祖母は三人の子供を産み、京介の母親はその末すえ娘むすめにあたる。光流脈使いの血を引き、若い頃ころには矯きよう正せい術者の職に就ついていた。──祖母に関して京介が知っていることは、これが全すべてであり、そしてそれらは、母親から得た、ただの情報にすぎない。

　祖母の死後、法事はいつも近場に住む身内だけで済まされていた。今回は「たまには大勢でやろう」という理由で、一条家も呼ばれていた。村を訪れるのは、祖母の葬そう式しき以来だった。二泊はく三日の外出に、妹の豊花は張り切って荷造りをしていたが、虫むし除よけスプレーや菓か子しをバッグに詰つめながら、ふと真顔になって「こんな旅行気分じゃ駄だ目めかなあ」と呟つぶやいていた。祖母の十三回かい忌きに対して、京介が何の感かん慨がいも持てずにいるように、豊花も法事という実感が湧わかないようだった。

　村に至る電車の中、居い眠ねむりをしかけている時、京介は不意に、遠い日のことを思い出した。祖母が虹原へ遊びに来た日の、夕方だった。その時間、家の庭先にいたのは、京介と祖母の二人だけだった。植うえ木き鉢ばちに咲さいた花を眺ながめながら、祖母が言った。私は人を死なせてしまったことがあるのよ。

　田舎いなかを走る単線電車の単調な揺ゆれが、脳に何か作用を及およぼしたのかもしれない。今の今まで、祖母の顔すら完全に忘れていたくせに、記き憶おくが蘇よみがえった。しかし、青あお紫むらさきの花の色や、祖母の妙みように寂さびしげな横顔まで思い出せたのに、その前後の会話は思い出せなかった。祖母の口から何故なぜそんな言葉が出るに至ったのか、肝かん心じんなところがわからなかった。

　わずかな思い出は、あまりにも断だん片ぺん的で不可解だった。




　久々に訪問した村を見て、母親は「全然変わらない」と言った。一体いつ頃から村が変わらないのか知らないが、昭和初期くらいからほとんど変わっていないのではないだろうかと、京介は思った。

　三百六十度、ひたすら広がる田園地帯。太陽の下、水田では緑の稲いねがうるさいくらいに輝かがやいている。稲より濃こい色に生おい茂しげった森と山。魚が当たり前のような顔で泳いでいる澄すんだ小川。道みち端ばたには、やはり昭和初期から生きているような老ろう婆ばが佇たたずみ、京介たちが乗ってきたばかりのバスを見送っている。数百メートルおきに民家が点在していても、錆さびついた道路標識や、くたびれた電柱、弛たるんだ電線を含ふくめ、あらゆる人工物が全て場ば違ちがいに感じてしまう。

「この村には何もないけれど、その分もめ事や事件もない。自分が生まれた時からそうだった」と、母親は言っていた。虹原市と違ちがって、不良学生も暴走族もいない道を眺め、京介は少しだけ羨うらやましく感じた。この地にはきっと、矯正術者が浄じよう化かすべき澱よどみは存在しないのだろう。

　法事は明日の昼に行なわれる予定だが、母親の実家には親しん戚せき一同が既すでに集合していた。大人同士は日が暮れる前から酒盛りを始め、豊花は同年代の従兄弟いとこたちと共に、家の周りを駆かけ回っていた。

　京介はすることがないので、仏間で時間を潰つぶした。仏ぶつ壇だんには祖母の写真があり、祖母は特に他意のなさそうな笑えみを浮うかべていた。人殺しだったのか、それとも単に冗じよう談だんを言う種類の人間だったのか、写真からは判断ができなかった。

　意味もなく位い牌はいを手にし、裏面に記された俗ぞく名みようを目にして、京介は初めて祖母の名前を知った。舞まい子こという名前であったらしい。祖母は祖母という名詞で聞かされていたため、個人としての名前があるという当たり前のことに、京介は気づかずにいた。それくらい、祖母は他人だった。

　親戚の誰だれかに、祖母は人を死なせたことがあるのかどうかと、聞ける雰ふん囲い気きでもなかった。まあいいかと呟いて、京介は畳たたみの上に寝ね転ころがった。あの言葉は、もしかしたら自分の聞き違ちがいだったのかもしれない。そうでなかったとして、たとえ真相がわからなくても特に問題はないはずだ。法事が終わってしばらく経たてば、どうせまた祖母のことを忘れてしまうのだろう。その時はそう思った。




「京介、京介。散歩に行こう」

　かん高い声に鼓こ膜まくを突つつかれ、京介は目を覚ました。いつの間にか眠ねむってしまったらしく、仏間の窓から差しこむ日光は、色の薄うすい斜しや陽ように変わっていた。畳も仏壇も橙だいだい色いろに染まり、屋外からは、遠く蜩ひぐらしの鳴き声が聞こえていた。

　京介の傍かたわらには豊花が座っていて、ラムネの瓶びんに口をつけながら、こちらの顔を覗のぞき込んでいた。豊花が供えたのか、仏壇には菓子が山のように積まれていた。

「散歩って、どこへ」

　寝転がったまま京介が尋たずねると、豊花は「村の中に決まってるじゃない」と、きっぱりと答えた。廊ろう下かを挟はさんだ隣となりの部屋から、大人たちの笑い声が響ひびいてくる。酒盛りの席で一番騒さわいでいるのは、京介たちの父親であるようだった。

「京介が寝てる間に、あたし、ずっと考えていたの。やっぱり旅行気分じゃ駄目だわ」

　笑いがやむのを見計らうようにし、豊花が口を開いた。

「明日は法事なのに、あたしたちって、お祖母ばあちゃんのことをほとんど覚えてないでしょう。小さい頃に亡なくなっちゃったんだから仕方がないけど、でも、何だかちょっと寂しいじゃない？」

「そうかな」

「そうよ。だからね、お祖母ちゃんが見ていた景色を、あたしも見てみようと思ったの。お祖母ちゃんが過ごした村の中を、あたしたちも歩いてみようよ」

「歩くと何かが起きるのか」

「そういうんじゃなくて、気持ちの問題なの。わかったら、さっさと起きてよ。夕ゆう御ご飯はんまでに帰らないと、母さんに叱しかられるわ」

「行きたければ一人で行ってくれ。おれは気が向いたらそうする」

「いつ気が向くのよ」

「さあ」

　豊花は憮ぶ然ぜんとした表情で黙だまり込んだ。思い通りにならない時、豊花はいつも暴れたり叫さけんだりする。無言というのは珍めずらしい反応だった。ここが親戚の家であるということを、豊花は一応考こう慮りよしているのかもしれない。いつもこうだったらいいのに、と京介は思った。

　その直後、暴れも叫びもしなかった豊花が、ポケットから虫むし除よけスプレーを取り出して、京介に噴ふきつけてきた。いやと言うほど苦い霧きりを吸わされ、京介は咳せき込んだ。その間に豊花に引きずられて家から出され、結局散歩に同行することになってしまった。

　術具である玲れい洗せん樹じゆの枝だけを携けい帯たいし、夕方の畦あぜ道みちを歩いた。すれ違う人ひと影かげは全くなく、道の途と中ちゆうでじいさんが一人、口を開けて空を眺ながめているだけだった。じいさんは京介たちを見ると、悲鳴に近い声を上げて逃にげ出して行った。虫除けスプレーの効果でもあったのだろうと、京介はため息をついた。

「ああ、あの人がきっと森もり安やすさんね。伯父おじさんに聞いたんだけど、あのおじいさん、いつも道端で途方に暮れたようにしてるんだって」

　危なげな足取りで駆けて行くじいさんを見やり、豊花が言った。

「それであの人、お祖母ちゃんと同じ年の生まれらしいわよ。噂うわさによると、昔は村一番の美少年だったみたい」

「ふうん」

「お祖母ちゃんが子供の頃ころのこと、何か知ってるかなあ。また会えたら聞いてみようっと」

　京介の手を引きながら、豊花はスキップを始めた。田圃たんぼの真ん中で、かかしがのんびりと風に揺ゆれていた。

　一本道は、小さな山の麓ふもとへと至った。山の入り口に石段があり、豊花はそこで足を止めると、下手くそな口笛を吹ふいた。何分歩いても変化のない風景の中で、それはようやく見つけた分ぶん岐き点てんであった。

　急な石段の先は、暗い山道へといざなわれている。石段がどのくらい続いているのか、下から見上げただけでは確かく認にんできない。入り口の周辺では、小学校低学年くらいの男の子が数名、石を蹴けって遊んでいた。

「この上に何があるの？」

　豊花が尋ねると、小学生たちは声を揃そろえて「知らなーい」と答えた。彼らが言うには、石段の途中に鎖くさりが引かれており、『ここから先は私有地につき、立入禁止』の札があるため、上まで登ったことがないそうだ。

「この辺りの子って、行ぎよう儀ぎがいいのね」

　豊花が感心したように頷うなずいた。

「虹原の未成年だったら、そんな札は喜んで乗り越こえるわよね」

「さあ」

「よし。京介、行ってみるわよ」

　豊花は鼻息を強く吐はき出すと、京介の手首を摑つかんだ。

「何だか面おも白しろそうだもの。それにこの村の生まれでも、お祖母ちゃんもきっと、立入禁止は無視するタイプだったような気がする」

　何を根こん拠きよにしているのか、豊花はそう断言した。京介の手首の骨がみしりと音を立てても、豊花は全く手加減をしなかった。

　豊花に引きずられながら、京介は欠伸あくびを嚙かみ殺した。石段は随ずい分ぶん古くに作られたものらしく、石の表面は完全にすり減っていた。ところどころに苔こけが生え、歩きにくいことこの上ない。すぐに豊花が飽あきるか腹が減るかでもして、この散歩は終しゆう了りようするだろうと京介は予想したが、豊花は元気に登り続けた。

　二十段ほど登ると、小学生たちが言っていた通り、『立入禁止』の札があった。それを越えてからも石段は続き、十数分歩いても終わりは見えてこなかった。

「おかしいわね……。いつまで経たっても頂上が見えてこないじゃない……」

　京介より一段先を行く豊花が、息を切らしながらそう言った。登り始めた時はしっかり伸のびていた背筋も、今はだらしなく丸まっている。

　玲洗樹の枝にすがりついて数段登ったところで、豊花は「もう駄だ目め」と座り込んだ。

「お祖母ばあちゃんはきっと、こんな石段、最後まで登らなかったと思う。自分の体力と足に無理をさせない、優やさしい人だったと思う。ねえ、京介もそう思うでしょう？」

　そう言って豊花が両手を差し伸べてきたので、京介はため息をついた。要するに、もうここで引き返す、立てないから起こしてほしい、ついでに下までおぶってくれと豊花は言いたいのだろう。

　豊花を引っ張り起こし、京介が方向転てん換かんをしようとした時だった。石段の上から殺気立った足音が聞こえ、京介と豊花は同時に顔を上げた。




　石段を駆かけ下りてきたのは、浴衣ゆかた風の和服を着た少女だった。少女は進行方向に立っている京介たちに気がつくと、大きな声で「どいて」と叫さけんだ。

　唐とう突とつなことだったので、京介の前にいた豊花は、相手が望むように避よけることはできなかったらしい。豊花が少女にはね飛ばされ、悲鳴を上げながら京介にしがみついてきた。

　豊花を支えた京介の横を、ものすごいスピードで少女が通り過ぎる。和服の腰こしには黄色い帯、足には草ぞう履りをひっかけており、石段を叩たたく乾かわいた音が響ひびく。動きにくそうな格好なのに大したもんだなと、京介が感心していると、少女が派手に転てん倒とうした。

　草履の鼻はな緒おが切れたらしく、片方の草履と、少女が持っていた長い棒のようなものが、石段の下まで転がり落ちていった。一いつ緒しよに落ちそうになる少女の手を、豊花が「危ない」と叫んで摑つかむ。何とか踏ふみ止とどまった少女は、落らく胆たん気味なため息をついた。

「ごめん、急いでいたから……」

　肩かたに垂らした髪かみを振ふり、少女が言う。少女の年ねん齢れいは、京介たちより少し上に見えた。

　顔を上げた少女が、京介たちの玲れい洗せん樹じゆの枝に目を留めた。少女が口を開きかけた時、石段の上からまた別の足音が聞こえてきた。

「逃にげても無む駄だだぞ」

　横一列に並んで下りてきたのは、四人の男だった。農民風の服装で、それぞれ手には鍬くわをさげているが、人相は恐おそろしく悪く、狩しゆ猟りよう民族を彷ほう彿ふつとさせた。

　男たちは少女を見み据すえていたが、京介と豊花に気がつくと、表情を一層険しいものにした。怯おびえた豊花が少女の手を引いたまま、京介の後ろに素す早ばやく隠かくれた。

「何だお前らは。見たことのない顔だな」

　男の一人が京介に鍬を突つきつけて、言った。

「その小こ娘むすめの仲間か？　どこの家の者だ」

　残りの三人が、京介の左右や背後に回った。取り囲まれる形となってしまい、豊花が「何なのよ、こいつら」と不安そうに呟つぶやいた。少女が小さく息をのむ音も聞こえた。

　土や、血と似た色で汚よごれている鍬の先を眺ながめ、京介は眉まゆを寄せた。一体こいつらは何を威い張ばっているのだろう。補導員にしては態度がおかしいから、村のチンピラか何かだろうか。この村にはもめ事も事件もないと母親は言っていたが、どうやら一部例外もあるようだ。

　道を歩いている時に素行の悪い連中に絡からまれることは、虹原での生活で慣れている。慣れてはいるが、その都度歓かん迎げいするほど、京介は血気盛さかんな性格をしていない。面めん倒どう事ごとの予兆を感じつつ、ため息混じりに京介は答えた。

「親しん戚せきの法事で、別の街から来た」

「別の街？」

　男の目が鋭するどく光った。何が嬉うれしいのか、口元には残ざん虐ぎやくそうな笑えみが走る。他の男も同様の反応を見せた。

「別の街か。俺たちが気づいていたら、入る前に止めてやったのに、残念だったな」

「残念って、何が」

「村への無断出入りの罪で、お前らを投とう獄ごくする！」

　叫ぶと同時に、四人は一いつ斉せいに鍬を振り上げた。京介の背後で豊花と少女が悲鳴を上げ、しゃがみ込んだ。

　罪だとか投獄だとか、京介は全く理解できなかったが、男たちの表情は完全に本気のものだった。冗じよう談だんだったらよかったのにと思いつつも、京介には知らない相手と冗談を交かわす趣しゆ味みはない。ついでに言えば、知らない相手に鍬で頭を耕してもらう趣味もない。

　京介は玲洗樹の枝を足あし下もとに放ほうり、空いた腕うでを曲げて、後方にいる一人の顔面に肘ひじを叩き込んだ。曲げた腕を伸ばす力を使い、右にいる男を殴なぐり倒たおす。左から鍬を振り回してきた男は、腹部を蹴けって動きを止めた。

　最後の一人、正面にいる男の鍬が京介の前に迫せまった。避ける余よ裕ゆうはなかった。目の前の空気が震ふるえ、京介の顔の皮ひ膚ふに危機感が伝わる。豊花がもう一度悲鳴を上げた。

　やられると京介が思った時、足下で少女が動いた。「借りるよ」と言って京介の玲洗樹の枝を拾った少女は、術具を振って男の手から鍬を叩き落とした。

　男が手を押さえて、少女を睨にらみつけた。「邪じや魔まをするな」と怒ど鳴なり、男が少女に摑みかかろうとする。少女は杖つえを男に向け、叫んだ。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ──」

　その言葉は、京介もよく知っている光流脈使いの呪じゆ文もんだった。目を見開く京介の前で、少女は呪文の続きを詠えい唱しようした。

「大気は集つどいて対象を風圧。戌いぬより出いでて午うまへ沈しずめ」

　少女の前方で風が動いた。目に見えない手に弾はじかれたように、男の体が石段の上へ飛ばされる。衝しよう撃げきで石が崩くずれ、周囲一帯が揺ゆれた。

「逃げるわよ」

　少女は京介に玲洗樹の枝を渡わたすと、倒れている男たちを踏み潰つぶし、石段を駆け下りて行った。

「……あの子、術者なの……？」

　少女の後を追いながら、豊花が京介に尋たずねてきた。京介は「そうなんだろうな」と頷うなずいた。玲洗樹の枝を手にし、定型呪文を口にしても、その肉声が光流脈使いの血を引く人間のものでなければ、術は起動しない。

「でも……この村や、付近に住んでいる術者は、母さんの近親だけって聞いたわよ」

　首を捻ひねり、豊花が続けた。

「親戚の子なら、今日、家で会ってるはずだけど……あんな子、いたっけ？」

　さあ、とだけ答え、京介は自分の玲れい洗せん樹じゆの枝を握にぎり直した。面倒事の予兆は、何故なぜかまだ消えなかった。




　十数分の時間を費ついやして登ってきた石段だが、おりる時には十秒もかからなかった。登る時に見た『立入禁止』の札も、帰りには何故か見当たらなかったが、急いでおりたから見過ごしたのだろうと、京介は思った。

　石段の下には、先ほどの少女が待っていた。少女は自分が落とした草ぞう履りと、木の棒を持っていた。棒の方は、節くれだった形が特とく徴ちよう的な長い杖。やはりそれは、術者の証あかしでもある玲洗樹の枝だった。

　少女は京介たちの姿を見ると、「ついて来て」と言い、麓ふもとの道を走り始めた。日は沈んでおり、下で遊んでいた小学生の姿はもうなかった。

「京介、ちょっと待って……。何か変よ」

　不意に豊花が立ち止まり、京介のシャツを引っ張った。豊花は茫ぼう然ぜんとした表情で、周囲の景色を凝ぎよう視ししている。そこで京介も、改めて辺りを見回した。

　最初に思ったことは、随ずい分ぶん暗いなという感想だった。田舎いなかだから仕方がないとはいえ、見渡す限り街灯がひとつもないというのも、どこか不自然だ。だが、それ以上に不自然な光景が、目の前には広がっていた。

　暗さのためにすぐ気がつかなかったが、一面に稲いな穂ほが揺れていたはずの田圃たんぼが、荒あれ地と化していた。森は抉えぐられたように崩れ、汚よごれた小川に魚の死体が浮ういている。そしてそこら中に漂ただよう青い光は、矯きよう正せい術者の訓練を受けた者の視覚にだけ映る澱よどみの色。この短時間に何が起こったのか、辺りの様子は京介たちが散歩に出た時とは一変していた。

「何してるの。早くしないと、あいつらが目を醒さまして追いかけてくるわ」

　先を行っていた少女が、京介と豊花の前へ小走りに戻もどってきた。間近に少女の顔を見て、どこかで見たことのあるような顔だなと、京介は思った。それが誰だれであるかを思い出す前に、少女が両手を伸のばしてきて、京介と豊花の手首を摑んだ。

「早く行くよ」

「待ってよ……。絶対おかしいわ」

　少女の手を振ふり払はらい、豊花が声を裏返した。

「何なのよ。どこなのよ、ここは。のどかな田園風景はどこに行っちゃったのよ」

「のどかなって……」

　豊花の問いに、少女は小さなため息をつき、玲洗樹の枝で自分の肩かたを叩たたいた。

「ここは少し前からずっとこうよ。さっきの男たちが監かん視し役っていうんだけど、あいつらのせいでね。知ってるでしょう？」

「前からって……そんなはずないわよ」

　豊花が大きな声を上げると、近くの茂しげみから、いなごのような虫が数匹ひき、驚おどろいたように飛び跳はねてきた。

「だってこの村は、もめ事や事件なんかずっと起こってないって、あたしの母さんが言ってたもの。さっきと全然違ちがうじゃない」

　完全に混乱しているらしく、豊花は早口で捲まくし立てながら、少女の袖そでを揺すった。少女は困ったように、二、三度目をしばたたかせた。

「あんたたち、本家から来てくれた派は遣けん術者じゃないの？　監視役に対たい抗こうするために、力を貸してほしいって……私が送った手紙、読んでくれたんじゃないの？」

　京介と豊花は顔を見合わせた。本家というのは、正式名めい称しようを光流脈統とう轄かつ管理本局。登録された全術者の職務状じよう況きようや報ほう酬しゆう等、全すべてを管理する組織のことだ。その名称を知っているということは、彼女もやはり術者の一員ということになる。

「さっきも言ったけど、親しん戚せきの法事で来ただけなんだ」

　豊花の手を少女から剝はがしながら、京介は答えた。

「そもそもおれたちはまだ、矯正術者の研修中だ。派遣術者なんかにはなれない」

「そう……」

　小さく肩を落とし、少女が言った。

「じゃああんたたち、きっとここをどこかと勘かん違ちがいしているんだわ。今時この村で、のんきに法事なんかできる家はないもの」

「勘違い……」

「ええ。道を間違ったんじゃないの？」

　少女に言われ、京介は村周辺の地図を思い浮かべた。山を境界にして、周りにも似たように鄙ひなびた村落があるはずだった。石段から下りた時、気づかないうちに山の反対側に出てしまったのだろうか。

　しかし、近くの村落がこれほどまでに荒こう廃はいしたところだとは、聞いたことがなかった。新聞やニュースで報道されてもよさそうなものなのに、と京介が考えていると、豊花がシャツを引っ張ってきた。

「京介、早く帰ろう。もう夕ゆう御ご飯はんの時間だろうから、きっとみんな心配してるわ」

「村から出るのは、難しいわよ」

　少女が低い声で口を挟はさんだ。

「あんたたちがどうやって入ってきたのか知らないけど、入り口は全て監視役が塞ふさいでいるわ。出入りは禁止。破れば投とう獄ごく。さっきも言われたでしょう」

「何なのよ。さっきから言ってる、その監視役って。この村の不良グループの名前？」

　豊花が唇くちびるを尖とがらせて言う。少女は目の奥に強い光を宿し、京介たちを見つめてきた。

「あんたたち、目的の場所へ帰りたいなら、私に協力してくれない？　私もあんたたちが無事に村から出られるように、助けてあげるから。術は使えるのよね？」

「多少は……」

「だったら問題ないわ。話は私の隠かくれ家がでするから、ついて来て」

　強ごう引いんな口調で言い切ると、少女は駆かけ出した。

　お腹なかが空すいたと豊花が呟つぶやく。遠ざかる少女の背中で、帯が懸けん命めいに揺ゆれていた。




　少女が案内したのは、林の奥に建てられた小屋だった。今にも崩くずれ落ちそうな造りなのは、恐おそらく素人しろうとが材木を集めて建てたものだからだろう。傾かたむいた天てん井じようを見上げ、京介はため息をついた。

　小屋の内部は、蠟ろう燭そくの小さな明かりで照らされていた。二メートル四方程度の狭せまさだが、小屋の隅すみには布団や水みず桶おけがあるから、少女はここで生活をしているらしい。

「好きなところに座って」と少女に勧すすめられたものの、座る場所がなく、京介と豊花が立ち尽つくしていると、外側から戸が叩かれた。三度、一度、三度という、規則的なノックを聞くと、少女は立てかけた棒を外し、戸を開けた。

　戸を開けると、少女よりいくらか年下らしい女の子と、背の高い少年が立っていた。どちらもやけに時代がかった和服姿だった。豊花が京介に、「なんだかここの人たちって、みんな服装がレトロよね」と囁ささやいた。

「ああ、ちょうどよかったわ。入って」

　少女は二人を見ると、笑えみを浮うかべた。少女は京介たちに向き直り、言った。

「直なお美みと森安君。私の友だちなの。私は監視役に目をつけられていて家に帰れないから、二人がこうして差し入れを持ってきてくれるのよ」

　直美と呼ばれた女の子の方は、おにぎりらしき食しよく糧りようを手にしていた。それに気がついた豊花の瞳ひとみが激しい光を放ったのを、京介は見過ごさなかった。

「この人たちは、誰だれです？」

　京介と豊花を見て、森安という少年が尋たずねた。顔立ちは端たん整せいで、身に着けている和服も質が良さそうだった。声に京介たちへの不ふ審しん感はなく、紹しよう介かいしてほしいから聞いたと思われるような、柔らかい笑みを浮かべている。少女は水桶から水を掬すくって飲んだ後、答えた。

「よその集落の人。石段のところで監かん視し役に会った時、助けてくれたの」
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「じゃあこの人たちが、前から言っていた、超ちようド級のすご腕うでの助すけっ人と？」

　直美が目を輝かがやかせた。超ド級のすご腕の助っ人、というとんでもない言葉に、京介と豊花は同時に眉まゆを寄せた。少女が京介たちに「ごめん、そういうことにしておいて」と耳打ちした。

「直美たちに、本家からの派は遣けんとか説明するわけにいかないでしょう？　だから……」

「まあいいわ。じゃあ、その監視役ってやつらのことを説明してちょうだいよ」

　狭い床ゆか板いたの上に勢いよく座り、豊花が言った。いつの間に取ったのか、手の中にはおにぎりがしっかりとあった。

「さっきあなたも言った通り、そいつらを何とかしないと、あたしたちはこの村から出られないみたいだし。それに研修中だけど、あたしたちもそのうち、矯きよう正せい術者になるんだもの。澱よどみだらけの場所は、放ほうっておけないわ。京介もいいわね？」

　京介は返事の代わりにため息をつき、小屋の壁かべに寄りかかった。すると、京介の隣となりに座っていた森安という少年が、丁寧な口調で話しかけてきた。

「気をつけて下さい。この小屋、頼たのまれて僕が作ったものなので、壊こわれやすいんです」

　言いながら、森安は少女の草ぞう履りを直していた。

　適当に相あい槌づちを打ち、京介はふと思い出した。村の道みち端ばたで会ったじいさんも、森安という名前だった。そこで、少女が説明を始めた。

　監視役とは、半年ほど前からこの村に現れた集団であるという。彼らの仕事はその名が示す通り、村民の行動の監視と制限。出歩くことにすら理由を求められ、村より外へ出ようとした者は、捕とらえられて投とう獄ごく。もちろんその逆に、よそ者が村内へ立ち入ることも禁じられている。監視役は誰かの指令で動いているらしいが、少女の調べでは、その「誰か」はいまだ不明であるということだった。

「今時、そんな古くさいことをやっているところがあるのねえ。変な村……」

　ひとり言に近い声で豊花がそう感想を述べ、首を傾かしげた。

「でもさ、村の人は反はん抗こうしないの？　昔の人だって、一いつ揆きとか反乱とかやって、頑がん張ばってたじゃない」

「できたらとっくに解決しているわよ」

　長く息を吐はき、少女が言った。

「監視役の上には誰かがいるって、話したでしょう。そいつがお金を出しているらしいの。監視役自体がどこかからお金で雇やとわれた連中だし、監視役は力で鎮ちん圧あつできない反乱分子を見つけると、お金や食糧を渡わたして黙だまらせてしまう」

「なるほどね。お金や食べ物には、ちょっと勝てないわ」

「その上の奴やつを潰つぶせたらいいんだけど、誰だかさっぱりわからないし。よその村の人か、国の誰かって噂うわさもあるの」

「下手にそっちを叩たたいたら、もっと大おお騒さわぎになるかもしれないってことね」

「目的が何なのかも、全くわからない。村の人たちは、監視役が引き揚あげる日が来るのをおとなしく待つつもりみたいだけど……」

「でも、彼女一人は、勇ゆう敢かんに戦っています」

　森安が口を挟はさみ、少女を見た。

「力のない僕にはできません。尊敬しますよ」

　少女は頰ほおをかすかに赤らめて、俯うつむいた。直美が「私も」と拍はく手しゆをした。少女は京介と豊花にだけ聞こえるように、私はこの村の矯正術者だから放っておけないだけよ、と呟つぶやいた。

「でも、よかったね」

　直美が少女の袖そでを引き、言った。

「ずっと苦戦していたけど、超ド級のすご腕の助っ人が二人も来たから、勝てるかもしれないよね」

「そうだといいけどね」

　少女が答え、小さなため息をついた。それほど京介たちに期待をしている様子はないようだが、京介自身にしてみても、気持ちはほぼ同じだった。監視役とその制度に対し、少女が一人で苦戦していたという事態は、何となく想像がつく。しかしそこに、術者研修生が二人参加したとして、勝率は果たしてどれほど上がるものなのか。

「……迷子まいごになって困っていたみたいなのに、ごめんね」

　少女が京介に小声で言った。

「監視役を完全に全ぜん滅めつさせるには、多分時間がかかるわ。そこまでつき合えなんて言わない。私の友だちに静しず恵えって子がいるんだけど、彼女を助けることだけ、協力してもらえない？」

「助けるって、どうかしたのか」

　京介が問い返すと、少女は「静恵は私と一いつ緒しよに、この村を担当している矯正術者よ」と答えた。

「でも監視役が現れた頃ころから、姿を消しちゃっているの。多分投獄されたのよ。本家にそのことをすぐに連れん絡らくしたんだけど、職務中の事故は自じ業ごう自じ得とくだから、自分で何とかしろって。あそこの職員、冷たいのよね」

「へえ」

「静恵が戻もどってきて、私たち二人で戦えば何とかなると思う。だから、それまで協力してほしいの。まずは静恵を牢ろうから救い出したいのよ」

　声を普ふ通つうの大きさに戻し、少女が言った。

「牢は山の頂上にあるんだけど、見張りが厳しくて、なかなか突とつ破ぱできなくてね」

「それでさっき、逃にげていたのか」

「今からもう一度、牢を破りに行きたいの。一緒に来てくれる？」

　少女に問われ、豊花が「さっさと片づけましょう」と頷うなずいた。やる気は生じなかったが、京介も同感だった。

「ありがとう。じゃあ暫ざん定てい的だけど、私たちは仲間ってことで」

　微笑ほほえんだ少女が、握あく手しゆを求めて手を差し出してきた。その時になって京介は、彼女が誰だれに似ているのか、ようやく思い出した。仏ぶつ壇だんの中で見た写真──祖母に似ていた。

「舞子さん、僕にも協力させて下さい」

　森安が立ち上がり、言った。直美が「私も」と手を挙げると、少女は慌あわてて首を横に振ふった。

「駄だ目めよ。危ないから、森安君たちは待っていて」

「すご腕うでの助すけっ人とがいるんですから、大だい丈じよう夫ぶでしょう」

　京介に一度微笑んで見せた後、森安は直ったばかりの草ぞう履りを少女に差し出した。

「静恵さんを助けられる可能性があるという時に、じっとしていられませんよ。僕なんかじゃ、ちっとも戦力にはならないと思いますけど……。舞子さんの足手まといにはならないようにしますから」

「足手まといだなんて、そんなことないけど」

　少女は自分の足あし下もとを見つめ、先ほど以上に頰を染めていた。豊花が京介の耳元で「あの子、わかりやすいわねえ」と言い、おにぎりを立て続けに三個、飲み込んだ。京介は黙だまっていた。

　祖母の位い牌はいに記されていた俗ぞく名みようは、確か舞子だった。村にいた老人と同じ名前の少年。どこか古びた制度が存在する村。

　まさか、と、自分の中で生じた疑ぎ惑わくを、京介は打ち消した。




　今回は石段を使わず、舗ほ装そうされていない獣けもの道みちを辿たどって山の頂上を目指すことになった。足手まといになるのを心配していた森安だが、先頭を行く舞子に遅おくれることなくついて行っていた。直美の足取りも問題はなかったが、豊花は数歩に一度、何かに躓つまずいて転んでいた。

「助っ人さんたちは、どこから来たの？」

　真っ暗な山道を登りながら、歩調を緩ゆるめた直美が尋たずねてきた。豊花は息を切らしながら「虹原よ」と答えた。

「虹原ってどこ？」

「ええっとね……新幹線に四時間乗って……その後、私鉄に乗り換かえて二時間半……」

「シンカンセンって？」

「ええっとね……名前、何だったっけな。あたしもたまにしか乗らないから、詳くわしくないのよ。しかもうちの両親ってばケチだから、自分たちはグリーン車に乗るくせに、あたしと京介は自由席にされて……」

　そこで豊花がまた転んだ。豊花が「もう歩けない」と泣き喚わめき、舞子に「何とかしなさいよ」と言われ、京介が豊花をおぶって歩くことになった。新幹線や私鉄の中でも、退たい屈くつした豊花が通路の真ん中で暴れるたびに、乗務員から「何とかしなさいよ」と怒おこられたのは、京介だった。改めて思うことでもないが、こいつが一番足手まといだと京介は確信した。

　三十分近く時間をかけ、ようやく頂上に着いた。ひらけた土地には古い家屋が建ち、その奥に洞どう窟くつらしき穴があった。洞窟の前には鍬くわや斧おのなどを持った男がいて、何やら雑談をしている。穴の先が牢ろう獄ごくであるようだった。洞窟の周辺は、ひどく澱よどんでいた。

「投とう獄ごくされると、どうなるんだ」

　京介が尋ねると、森安が静かに答えた。

「殺されたりすることはないそうです。しばらく監かん禁きんされた後、大たい抵ていは戻って来られますよ。監視役に従うという誓せい文もんを書かされるみたいですけど」

「静恵って、ものすごく頑がん固こなのよ」

　舞子が言い、自分の玲れい洗せん樹じゆの枝を強く握にぎった。

「だからきっと、今も中で抵てい抗こうしてるんだと思うけど。……直美、森安君、ここから洞窟の裏手に回り込む道、わかる？」

　舞子に問われ、直美たちが大きく頷いた。舞子は頷き返すと、京介の背中から降りた豊花に言った。

「あなたは二人について行ってくれる？　洞窟の裏で、しばらくの間騒さわぎを起こしてほしいの。何でもいいわ、爆ばく発はつ系の術でも使ってくれれば。見張りがそっちに行っている隙すきに、私とこっちの男の子で牢ろうに飛びこむから」

「あたしも正面がいい。裏方はいや」

　我が儘ままを言う豊花に、舞子が苦く笑しようする。森安も「僕も正面に行きます。人数が多い方がいいでしょう」と言ったので、洞窟の裏手に回るのは京介と直美になった。

　直美と共に、京介は再び藪やぶだらけの道に入った。草をかき分ける音が見張りに不ふ審しんがられるといけないので、一度山の中腹まで下ってから、洞窟の裏側を目指すことにした。

　どこかの木の上で、ふくろうが陰いん気きに鳴いていた。見上げた空には、信じられないほど星が瞬またたいている。京介は何となく、舞子はどんな人間なのかと、直美に聞いてみた。

「気になるの？」

　直美が笑いながら言った。そういう意味じゃない、と京介が答えても、直美は楽しそうに続けた。

「でも舞子ちゃんは、多分、森安君のことが好きだと思うよ。だけど森安君は静恵さんのことを好きみたいで、静恵さんは森安君のことを何とも思っていないみたいだから、ちょっと複雑なんだけどね」

「ふうん」

「あ、洞窟が見えてきたよ」

　直美が小声で言い、足を止めた。

　どんな術で騒ぎを起こすかと考え始めた時、京介は妙みような気配を察した。洞窟の裏手に小屋があった。造りは舞子の隠かくれ家がに似ていて、今にも壊こわれそうだった。監かん視し役の武器が仕し舞まってあるのかもしれないが、小屋からは強い澱みを感じた。

　寄り道をしている時間はないとは思ったが、京介は小屋へ近づいた。戸には錠じようがかけられていたが、音を立てないように注意して蹴けると、板で作られた壁かべには簡単に穴があいた。

「うわ、変な臭においがするよ……」

　後ろについてきていた直美が、先に内部を覗のぞいた。途と端たん、直美は悲鳴を上げかけ、自分の手で口を塞ふさいだ。

　鼠ねずみでもいたのだろうかと、京介は小屋の中に目をやった。舞子の隠れ家より更さらに狭せまい内部に、これといった備品は見当たらない。床ゆかの上に、黒と白の入り混ざった細長いものが転がっているだけだった。

　それはよく見ると、仰あお向むけに倒たおれた人間の体だった。白く見える部分は骨で、黒い部分にはただれた皮ひ膚ふがまとわりついていた。体は異い臭しゆうを放つだけで、全く動く様子はない。近くに着物らしい紺こん色いろの布が落ちていた。

　死体だった。眉まゆを寄せた京介に、直美が手のひらの下から、呻うめくように言った。

「あの布、静恵さんが着ていた服と同じ……」

「静恵って──」

　京介は言葉を切った。半年前に姿を消した舞子の仲間。投獄されたのではなかったのだろうか。

　とりあえず、このまま放置しておくわけにはいかない。京介は小屋の壁に手をかけ、直美に言った。

「さっきの場所に、一人で戻もどれるか。舞子を呼んできてくれ。確かく認にんしてもらう」

　直美が頷うなずき、走り出す。その足音を背後に聞きながら、京介は小屋の穴を広げようと試みた。小屋の内部に充じゆう満まんしていた空気が、凄すさまじい臭気を連れて顔に押し寄せてくる。

　その時直美の悲鳴が聞こえた。振ふり返った京介の前に、鍬くわが突つきつけられた。

「小屋を壊さないで下さいよ」

　背後に立っていたのは、片手に直美を捕とらえ、片手に鍬を持つ森安だった。

「壊れやすいから気をつけて下さいって、言ったじゃないですか」




　森安の後ろには、夕方石段で遭そう遇ぐうした男たちがいた。豊花と舞子は彼らに捕つかまり、首を押さえられてもがいていた。どちらの玲洗樹の枝も、取り上げられていた。

「あなたの杖つえも、手放して下さい」

　京介に鍬を向けたまま、森安が言った。表情は舞子の小屋で会った時と同様に、柔やわらかいものだった。捕まっている直美の怯おびえた顔色と、全くつり合っていない。

　森安に殺意や力はなさそうでも、取られた人ひと質じちは三人。仕方がないので、京介は玲洗樹の枝を足あし下もとに放ほうった。何とかしなさいよと誰だれかに言われたとしても、対処法が思いつかなかった。

「静恵さんも、こんな杖で奇き妙みような現象を起こしていました」

　森安は足を動かし、京介の術具を遠くへ蹴り飛ばした。

「一体何なのか、僕が聞いても教えてくれませんでした。彼女は昔からそうでしたよ、僕の言うことになんか、少しも耳を傾かたむけてくれないんです。僕はいつも、静恵さんを見ていたんですけれどね」

「だから静恵を殺したの？」

　舞子が怒ど鳴なるようにして尋たずねると、森安はゆっくりと首を振った。

「違ちがいます、舞子さん。静恵さんが僕の方を見てくれないなら、もう諦あきらめようと思ったんです。でも僕は彼女をいつまでも見ていたいから、この先も目の届かないところへ行かないように、監視役を雇やとったんです。静恵さんにだけ圧あつ迫ぱく感を与あたえないよう、村全体を監視させました」

　森安の鍬は、京介の顎あごの下にあった。話しながら森安が鍬を揺ゆするせいで、京介は動くタイミングを摑つかめずにいた。

「監視役は期待した以上に優ゆう秀しゆうな方々で、金さえ出せば何でもしてくれました。退たい屈くつなこの村の中で格好の暇ひま潰つぶしができましたよ。楽しかったから続けさせたんですけれど、静恵さんだけは僕の仕し業わざだと気づいて、僕のところへ来ましたよ。彼女がまともに僕を見て話してくれるのは、あれが初めてでした。嬉うれしかったな」

　夜空を見上げ、森安が小さく笑う。直美が暴れたが、森安は手を離はなさなかった。

「静恵さんは、色々と僕を非難しました」

　京介へ更に一歩近づき、森安が言った。鍬の先せん端たんには、変色した血と布の切れ端はしがこびりついていた。

「残念ながら、何を言われたのかもう思い出せません。気がついた時、静恵さんは僕の足下に倒れていました。でも、殺していませんよ。その小屋に運び込んだ時も、その後も何ヵ月かは、静恵さんは生きていたんです」

　京介は鍬から、捕まっている舞子へ視線を移した。舞子は青ざめた顔で、森安の背を見つめていた。他人に傷つけられて死にかけた者がいる場合、恐おそらくその地には澱よどみが生じる。矯きよう正せい術者である舞子がそれに気がつかなかったのは、すぐ近くに牢ろう獄ごくという別の強い澱みが存在していたからであろう。

「静恵さんを捜さがして、舞子さんが一人で動き回っているくらいなら、僕も放っておけたんですけれどね……」

　京介の視線を察したのか、森安は自分の肩かた越ごしに舞子を一いち瞥べつした。

「助すけっ人とだか何だか知りませんけれど、静恵さんたちと同じ杖を持ったよそ者が現れて、少し焦あせりましたよ。でも、あなた方も大したことはなさそうですね」

　森安は京介に向き直り、微笑ほほえんだ。森安の背後にいた男が一人、京介の前へ歩み寄って来る。男は手に太い木切れを持っていた。

「抵てい抗こうしたら、人質を殺します」

　森安の言葉を合図に、男が木切れを振った。首筋を打たれ、京介の意識が一いつ瞬しゆん途と切ぎれた。

「京介！」

　豊花が叫さけぶ声が聞こえた。目を開けると、すぐに次の攻こう撃げきが襲おそいかかってきた。鳩尾みぞおちを打たれ、京介はその場に蹲うずくまった。

　舞子や直美が、悲鳴混じりに何かを言っていた。痛覚に歯を食いしばり、京介は狭せまい視界の中に意識を集中させた。抵抗したら人質を殺すと森安は言ったが、抵抗しなくても全員殺されるのは、目に見えていた。

　今の攻撃で、予想以上のダメージを負っていた。何か武器になるものがほしかったが、玲れい洗せん樹じゆの枝は、京介の手の届かない場所まで蹴けり飛ばされている。雑草が生おい茂しげるだけの地面には、小石すら見当たらなかった。

　森安が鍬を男に手て渡わたすのが見えた。その背後では、監かん視し役の手をふりほどこうと、豊花が更さらに暴れていた。

　豊花の服のポケットから、何かが落ちた。それは小さな音を立てて、蹲った京介の前まで転がってきた。

　京介の頭上へ、男が鍬を振ふり上げた。京介は手を伸のばして虫むし除よけスプレーを拾うと、男と森安に向かって思い切り噴ふん射しやした。




　豊花と舞子を助け、それぞれが術具を取り戻もどし、その場にいる監視役は全すべて倒たおした。虫除けスプレーが相当目に染しみたらしく、涙なみだをこぼして逃にげ惑まどう森安の後頭部を、舞子が殴なぐって気絶させた。

「森安君を押さえれば、監視役はそのうち動かなくなるわ」

　足下に倒れた森安を見下ろしながら、舞子が感情のない声で言った。

「ありがとう、もう協力してもらうことはないわね。約束通り、村の出口に案内するわ」

　京介は何も答えなかった。豊花は泣きじゃくる直美を宥なだめていた。

「でも、もう少しだけ時間をくれない？」

　地面を見つめ、舞子が言った。その足下で森安が呻うめく。豊花が舞子を見上げ、尋ねた。

「……もしかして、その男を……」

　舞子は首を横に振って、髪かみを払はらった。

「何もしない。この人は、家も資産も若さも全部失って途方に暮れるまで生きて、反省してほしい。それに……」

　舞子は小屋を振り返り、目を細めた。

「静恵を死なせてしまったのは、私のせいでもあるから。私がもっと早く気づいていれば……」

「舞子さんのせいじゃないよ」

　直美が言ったが、舞子は首を横に振って項垂うなだれた。

「私のせいよ。私に澱みの原因を正しく見み極きわめる力がなかったから。それに私は、森安君のことを少しも疑ったことがなかった」

　舞子はしばらく俯うつむいていたが、やがて顔を上げると玲洗樹の枝を持ち直した。

「いつまでもあんな状態にしていたら、静恵が可哀かわい相そうでしょう。お墓を作ってあげたいのよ。だからそれまで、石段の下で待っていてくれる？」

　豊花が「手伝う」と申し出たが、舞子は頷うなずかなかった。舞子と直美を残し、京介たちは石段をおりた。疲つかれているせいか、豊花はほとんど京介に話しかけてこなかった。

　石段の下では、男の子が数名、石を蹴って遊んでいた。夜の田舎いなか道みちは暗かったが、ところどころにある街灯の光が、頼たよりなくも足場を照らしていた。

　辺りの景色を見回して、豊花が首を傾かしげた。田圃たんぼには稲いねが揺ゆれていた。川は音を立てて流れ、森は夜空に枝を伸ばしていた。

　三十分経たって、子供たちが家路に向かって駆かけて行った。一時間経っても、舞子たちは現れなかった。頭上にあった星がだいぶ西の空へ傾かたむいた頃ころ、畦あぜ道みちの先から、京介たちの伯父おじが懐かい中ちゆう電灯を持って現れた。「神かみ隠かくしにでも遭あったんじゃないかって、心配したよ」と伯父は笑った。

　家へ帰るように促うながされたが、豊花は「ちょっとだけ待ってて」と伯父に言い、京介の腕うでを引いて石段を登った。『立入禁止』の札を越こえ、十数段登ると山の頂上に出たが、そこには洞どう窟くつも何もなかった。ひらけた土地にはいくつかの石が並んでいるだけだった。

　京介たちが登ってきた石段以外に、道はなかった。静かすぎる空の下で、ふくろうの声だけが聞こえた。




　翌日の早朝、法事が始まる前に、京介と豊花は祖母の墓の掃そう除じをさせられることになった。昨晩、遅おそくまで遊び歩いていたことに対し、母親から科せられた罰だった。

　葬そう式しき以降、納骨も季節の節目の墓参にも立ち会ったことのない京介たちは、祖母の墓が村のどこにあるのか知らない。場所を聞くと、伯父は「知らないのに、昨夜ゆうべはあそこにいたの？」と不思議そうな顔をした。祖母の墓は、あの小さな山の上にあるということだった。隣となりの村落について尋たずねると、山の向こうには確かに村があるが、あっちも平へい穏おんで何もないところだと伯父は答えていた。

　掃除用具を持たされ、京介は豊花と並んで畦道を歩いた。道みち端ばたには昨日もいたじいさんが、昨日と同じように空を眺ながめていた。石段のところで、上からおりてくる老ろう婆ばに道を譲ゆずった。昨日、バスを見送っていた老婆だった。相手は京介と豊花の顔を見ると、笑え顔がおで会え釈しやくをしてきた。

　祖母の墓は墓地の片かた隅すみにあった。最近誰だれかが墓参りに来たのか、新しい花が供えられていた。掃除の必要がないほど墓は綺き麗れいだったが、「せっかく来たんだから、やろうか」と豊花が張りのない声で言った。豊花は昨夜からずっと、見た夢の意味がわからないというような、釈然としない表情を浮うかべていた。京介も同じような気分ではあった。

　墓石の側面を磨みがいていた豊花が、小さな声を上げて手を止めた。そこには位い牌はいの裏側と同様に、祖母の俗ぞく名みようが記されてある。豊花は京介に向かって目を丸くして見せたが、何か言われる前に、京介は黙だまって首を振ふっておいた。

　昨日の出来事が、夢だったのか幻まぼろしだったのか、何かの弾はずみで別の時代に行ってしまったのかは、わからない。京介にわかることは、ただ舞子という少女がいたということだけだ。だから京介は、墓の下に眠ねむる祖母に対し、何も言えない。言っても仕方のない言葉しか思いつかないし、もう時間が経ちすぎている。

　祖母の墓の隣には、古くて小さな塚つかがあった。そこでも新しい花が揺れていた。

「こっちも掃除しようか」

　そちらを見て、豊花が言った。

　太陽を見上げ、京介は頷いた。今日も暑い一日が始まる。
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白玉一号の世界征せい服ふく物語　第二章

　孤こ独どくな奮ふん闘とうを続ける白玉一号にも、「世界」の中でひとつの楽しみができました。食事です。人間が創り出す食べ物には、おいしいものがたくさんありました。かつて住んでいた小しよう精せい霊れいの村の中でも、人間の食べ物は手に入りました。大玉母号がよく「出張」と称しようして「世界」へ出かけ、どこかから駅弁や銘めい菓かを持ち帰ってきては、村の中で売っていたからです。白玉一号は幼い頃ころから「世界」の味を気に入っていました。

　村を出てからの白玉一号のお気に入りは、現代になって創り出された菓子類やファストフードでした。同じく「世界」に出ている小精霊仲間に、「野菜も食べないと栄養が偏かたよるぜ」と頻ひん繁ぱんに注意されるものの、白玉一号はなかなか耳を傾かたむけられません。

　駄だ菓が子し屋、コンビニエンスストア、『バーガー虹原』。白玉一号が主に巡めぐる場所はそういった店のごみ捨て場ですが、ある期間、同じ場所でよく会う小精霊がいました。ピンク色でハート形のその小精霊は、桃もも色いろ十じゆう号ごうと名乗りました。小精霊の分類で言えば、桃色十号は女性だということでした。

　話を聞いてみると、桃色十号の出身地は、白玉一号のふるさとに近い村でした。共通点が見つかり、最初は挨あい拶さつだけだった会話も、どんどんと弾むようになりました。桃色十号はとても可愛かわいらしくて性格もよく、食の好みも白玉一号と似ていました。恋こい人びとにしたい小精霊ナンバーワン──出会って二日目で、白玉一号は桃色十号のことをそう思うようになりました。

　ごみ漁あさりが必要以上に楽しくなってきたそんなある日、桃色十号が少し恥はずかしそうな顔をして言いました。

「今度は、ごみのないところで会いませんか」

　その瞬しゆん間かん、白玉一号の白い体は赤く変色しました。これは所謂いわゆるデートの誘さそいというものでしょうか。白玉一号がしどろもどろになっている間に、桃色十号は日時と場所を決め、帰ってしまいました。その日以降、ひたすら舞まい上がる白玉一号を見て、小精霊仲間は「あいつはやっぱり栄養が偏っている」と囁ささやきあっていました。

　そして運命の約束の日がやってきました。白玉一号は桃色十号に指示されたひとけのない河原へ、約束の一時間前に向かいました。プロポーズの言葉は「一いつ緒しよに世界を征服しよう」。昨晩は一いつ睡すいもせず、何度も練習をしました。

　約束の時間ちょうど、白玉一号の背後で足音がしました。振ふり返った白玉一号の前に立っていたのは、ピンク色でハート形の小精霊が十体、でした。十体のうち、九体が大おお柄がらで人相が悪く、彼らの後ろからなぜか冷たい眼差まなざしを向けているのが桃色十号でした。

「毎日ごみ捨て場に現れる小精霊っていうのは、おめえのことか」

　最も凶きよう悪あくで乱暴そうな小精霊が、低い声で言いました。

「あそこは俺たちの縄なわ張ばりだ。わかったら二度と顔を出すんじゃねえ」

　九体の小精霊が一いつ斉せいに、ばきばきと指を鳴らしました。ようやく事の真相を理解した瞬間、白玉一号の白い体は青く変色しました。

　それから、数え切れないほどの日々が流れました。この頃では、小精霊仲間から「あそこの山に生えている山菜はうまいらしい」という噂うわさなどを聞くと、ついつい反応してしまう白玉一号です。食の好みに少しずつ変化が生じてきたのは、小精霊的に成長したせいでしょうか。白玉一号本人も、正しい答えはよくわかりませんでした。

　どんなことがあっても、白玉一号はめげることなく、今日も元気に食を求めます。
























　あなたにとって一番大事なものは何ですか？

　とある日の午後、街頭アンケートで、道行く人にそんな質問が投げかけられた。

　ある少女はお金だと答えた。

　ある生物は野望だと答えた。

　ある少年は、ないと答えた。

　そしてある人はこう呟つぶやいた。

　そんなものは、もうないよ。




　光流脈矯きよう正せい術者研修の講義は、大たい抵てい平日の午後遅おそくから始まる。術者研修生の平均年ねん齢れいはおよそ十五歳。光流脈使いと呼ばれる特とく殊しゆな一族の出身であっても、ほとんどはまだ義務教育課程にある者ばかりだ。そんな事情から、研修課では主に夕方中心の時間割を組んでいる。

　一条京介と双ふた子ごの妹豊花も、市内にあるごく普ふ通つうの市立中学でごく普通の授業を終えてから、市内にあるが一いつ般ぱんの人間は一いつ切さい立ち入ることができない研修課の施し設せつを訪おとずれ、一般の人間には理解不能な講義を受けたり実技課題をこなす、という日々を送っている。中学から研修課までは徒歩でいくらもかからない距きよ離りだが、京介たちはしばしば講義に遅ち刻こくする。放課後、京介が不良生徒に喧けん嘩かを吹ふっかけられて長期戦になった場合や、放課後、豊花が買い食いをして長時間食べ続けていた場合など、理由はその日によって異なる。

　そして今日もある理由から、京介たちは講義開始時刻に間に合わなかった。研修課へ到とう着ちやくした時、講義はすでに終しゆう了りようしていた。




「ひどいのよ。参加費に三千円も取られるの。三千円あったらいつも食べている三十円のチョコが百個も買えるのに。大問題でしょう、だからまけてくれって頼たのんだのに、『決まりですから』って全然聞いてくれないの」

　豊花が眉まゆを上げたり下げたりしながら、同期の研修生に対し悔くやしそうに訴うつたえている。豊花が手を振ふり回すたびに、豊花の拳こぶしが京介の脇わき腹ばらに当たる。京介はため息をつき、豊花から数歩離はなれた。

　講義室に居残って雑談をしていたらしい研修生仲間は、豊花の愚ぐ痴ちに対し「それはひどいわねえ」とひきつった笑え顔がおで返した。豊花は何度も頷うなずき、何度も髪かみを揺ゆすって言った。

「ひどいでしょう。だからね、じゃあ参加費の代わりに、当日あたしの兄を荷物持ちでも何でもいいから三千円分思いっきり扱こき使ってもいいわよって譲じよう歩ほしてやったの。それなのにあの生徒会長ってば、『一条君なんか怖こわくて扱き使えませんよ。そもそも、一条君なんかいたら他ほかの生徒のテンションが下がっちゃうでしょう。だから、彼をこの行事に参加させるのは、ちょっと』って言うのよ。『なんか』って何よねえ。他人の肉親を物みたいに言うなんて失礼よね。ちょっと、あんたも少しは怒おこったらどうなのよ」

　京介が窓まど枠わくに寄りかかって煙草たばこに火を点つけていると、豊花が丸めた紙を投げつけてきた。額に当たって床ゆかに落ちた紙くずを、京介はうんざりと見下ろす。今日の講義の欠席理由、そして豊花の不ふ機き嫌げんの原因はこれだった。

　紙くずを拾い上げて皺しわを伸のばすと、教科書サイズのポスターになる。紙面には『秋の味覚満まん載さい、茸きのこ・山菜狩がりツアー！　参加費は一人三千円』と書かれてある。主しゆ催さいは、京介と豊花の通う虹原東中学校の生徒会だ。

　このポスターが学校の廊ろう下かに張り出され、参加者が募つのられたのは一週間前だった。こういった催もよおし事が大好きな豊花は、この一週間ずっと資し金きん繰ぐりに悩なやんでいた。こういった催し事には全く関心のない京介は、今日までポスターの存在すら知らなかった。そして締しめ切り日の今日、豊花は屋上で眠ねむっていた京介を生徒会室まで強ごう引いんに引きずっていって、生徒会長相手に交こう渉しようを始めた。交渉は長引き、決けつ裂れつし、豊花が暴れ、京介たちは生徒会室から強制退室させられた。そんなことに時間を食われたせいで、講義に間に合わなかったのだ。

　京介はポスターを講義室のごみ箱へ放ほうり投げた。豊花は「ツアー行きたい行きたい」と地じ団だん駄だを踏ふみ、そのたびに床が軋きしむので、研修生仲間に宥なだめられていた。費用の関係で豊花が参加を断念したのは、今回の茸・山菜狩りだけでなく、以前に開かい催さいされた、いちご狩りや潮しお干ひ狩りの際もそうだった。その時も、京介は同じように交渉の場へ無理矢理引き出されたのだった。

　飽あきもせずに行事を組む生徒会もよくやるなと思ったが、豊花も豊花で相当変わったやつだと、京介は改めて思った。豊花はいつも、京介の食事や財さい布ふを笑顔で奪うばう。身み柄がらだって平気で奪う。毎日狩かり人うどみたいな生活を送っているくせに、まだ狩り足りないというのか。窓の外に向かい、京介は煙けむりとため息を同時に吐はき出した。

「茸っていえばさ、『幻まぼろしの茸』の話、知ってる？」

　豊花に菓か子しを与あたえて落ち着かせていた研修生が、ふと思い出したような口調で言う。すると他の研修生が口々に反応した。

「ああ、聞いたことがある。でもあれってガセネタじゃないの？」

「本当の話みたいよ。術薬研究部署の人が本当だって言ってたから。茸一本あたり、一万円だって」

「それ、何の話？」

　豊花が興味深そうに鼻の穴を広げ、尋たずねた。

　研修生が語り始めた「幻の茸」とやらの話は、こうだった。高級術薬の材料になるというその茸は、市の郊こう外がいにある山の奥深くに生えているが、年に数本しか生長しない種類のため、希少価値が非常に高いという。また茸そのものを見つけることも困難で、術薬研究部署に持ち込まれるのは十年に一度あるかないか、という割合らしい。茸を採とって研究部署へ持っていけば、一本一万円で買い取ってくれるという広告を打ち出していても、収しゆう穫かくに成功した者はほとんどいないという。

「だからさ、その茸の存在も含ふくめて、一本一万円という話自体がもはや幻の……」

「これだわ」

　話を締めようとする研修生を遮さえぎって、豊花が目を輝かがやかせた。

「茸の神様があたしに言っている。生徒会に三千円払はらってちまちまと休日を潰つぶすよりも、一いつ攫かく千せん金きんを夢見て『幻の茸』を今すぐ採れと言っているんだわ。ありがとう神様。茸大好き」

　天てん井じように向かって手を合わせている豊花を、研修生仲間は困こん惑わくした表情で見守っていた。京介はいやな予感がしてきたので今のうちに帰ろうと思ったが、歩き出す前に豊花が駆かけ寄ってきて、腕うでを摑つかまれてしまった。

　雑ぞう巾きんでも絞しぼるような手つきで京介の腕を取った豊花は、荒あら々あらしい鼻息を吐いて言った。

「行くわよ京介。茸と希望を摑みに行くわよ」

「行かない」

「文句を言うとあんたを山に捨てて菌きん糸しの温おん床しようにしてやる。いい？　目標は『幻の茸』三本以上よ。三万円あったら、いつも食べている三十円のチョコが何個買える？」

「さあ」

「お金が入ったら電でん卓たくを買ってあげるから計算しなさい。ああ、ぐずぐずしていたら日が暮れちゃうわ、急がないとね。じゃあみんな、ありがとう。また明日」

　豊花は研修生仲間に片手を振ふりながら、片手で京介を引きずって講義室から駆け出した。

　強く摑まれた腕が痛かった。山に捨てられた方がましかもしれないと、京介は思った。その時は。




　山に向かう前に、豊花は術薬研究部署を訪おとずれて、事実を念入りに確かく認にんしていた。

　話は真実。買い取り金額一本一万円という話も本当。その茸きのこは毒性は全くないが、食べてもあまり美味おいしくない。しかし成分を抽ちゆう出しゆつして治ち癒ゆ用の術薬に使うことができるという。部署内での栽さい培ばいも長年試ためしているが、発芽や生長のための条件が確定できず、成功したことはないそうだ。職員が面めん倒どうくさそうに説明する話を、京介は欠伸あくびをして聞き流していた。が、資料として「幻の茸」の写真が出た時、豊花に「よく見て覚えておけ」と強く命じられて、結局話に巻き込まれた。

　写真には、まな板の上に横たわっている一本の茸が写っていた。焦こげ茶色の丸い笠かさ、白くて長い柄え。八百屋で売っているシメジを少し大きくしたような茸だった。幻と称しようされているわりに、外見的にこれといった特とく徴ちようはなさそうだ。写真の裏側にはマジックで「夕日に当てると笠が金色に輝く」と記されていたが、それも茸そのものの特性ではなく、単なる光の反射の問題だろう。

　職員は京介たちが「幻の茸」を見つけられるとは全く期待していないようで、ただ「山で迷わないようにね」とだけ言って送り出してくれた。完全に自分を信じ切っている豊花は、茸の代金で何を買おうかと、すでに浮うかれていた。

「楽しみだなあ。もしかして、茸狩がりだけで億万長者になれるかもしれないわよね」

　弾はずんだ声と共に、豊花が歩き出した。

「茸には夢があるわね。そういえば、世界三大珍ちん味みのひとつの、トリュフも茸よね。トリュフを見つける時って、豚ぶたとか犬に掘ほらせるんじゃなかったっけ。そうかあ、京介も、豚に負けないように頑がん張ばるのよ」

　豊花は嬉うれしそうに京介の背中を叩たたいた。京介がため息をつき、煙草たばこの吸すい殻がらを地面に捨てた時。足あし下もとに、どこからかものすごい速さで白い影かげが滑すべり込んできた。影の正体はバレーボール状の丸い物体で、側面にはつぶらな瞳ひとみと口、小さな手足や羽根がついている。玩がん具ぐのようではあるが、これはれっきとした生物で、小しよう精せい霊れいの一種だ。

　白玉一号と呼ばれる小精霊は、京介が落とした吸い殻を拾い、食べ物ではないと知って生意気そうな舌打ちをしていた。以前は人間に雑用係として飼われていた白玉一号は、今では自由に暮らしている。しかし世界征せい服ふくが野望ということで、しょっちゅう街をうろついている。今のように研修課施し設せつにも時々姿を現すが、野望達成のためというよりは、食しよく糧りようを求めてのことであるらしい。

　豊花が白玉一号をじっと見下ろした。白玉一号が豊花を見上げた。小精霊なりの生存本能で危機を察したのだろう、白玉一号は逃にげようとしたが、豊花がその白い体を鷲わし摑づかみにする方が速かった。豊花は白玉一号を持ち上げて黒目をのぞき込むと、不敵な笑えみを浮かべた。

「こんばんは、白玉一号。いいえ、今日からあんたの名前は、茸探し用豚二号」

　豊花の気き迫はくが伝わったのか、白玉一号は体を小刻みに震ふるわせながら言った。

「いきなり二号って言われても……あの、じゃあ一号は誰だれなんですか……」

　問いかけには答えず、豊花は床に落ちていた紐ひもを拾うと、白玉一号の体に巻きつけて首輪や引き綱づなにした。

　豊花は残った紐を京介の方にも突つき出してきたが、京介は黙だまって首を横に振り、抵てい抗こうを示した。京介はただでさえ、自分の将来や生きる意味がわからずにいる。茸探し用豚一号なんて名前をつけられたら、更さらに自分を見失いそうな気がしてならなかった。




　豚や犬が世界の珍味と言われる茸を探すことができるのは、特とく殊しゆな匂においを嗅かぎ分ける能力があるから。しかも収しゆう穫かく時に使用する動物には、そのための訓練がきちんと施ほどこされているという話を、どこかで聞いたことがある。京介は「幻まぼろしの茸」の匂いなど知らないし、白玉一号とてそれは同じことだろう。しかし豊花は京介の腕と白玉一号の引き綱も引っぱり、機き嫌げんよさそうに目的地へ向かった。

　問題の山は、標高は低く、面積的にも大したことのない小さな山だった。虹原市の郊こう外がいには別の大きな山もあり、昔から茸狩りといえばそちらへ足を運ぶものと決まっているらしい。生徒会主しゆ催さいの行事も、開催場所は後者のはずだった。

　小さな山はそんな事情を知るあまり、僻ひがんで人を拒こばむようになったのか、あるいは初めからそうなのか、山の規模には不似合いなほどに木々が生おい茂しげっていた。夕暮れの空へ黒々とした無数の枝を差し伸のべるシルエットは、控ひかえめに表現しても不気味であり、雑木林の上を多数のカラスがぎゃあぎゃあ鳴きながら旋せん回かいしている光景も、愉ゆ快かいとはほど遠い。

　ざっと見み渡わたしたところ、登山用の道はどこにも見当たらなかった。舗ほ装そうされた道はおろか、獣けもの道みちすらどこにもない。術薬研究部署の職員が「迷わないように」と注意していた意味を実感しつつ、京介は欠伸を嚙かみ殺した。白玉一号は京介の脚あしにしがみつき、気弱な小犬のように震えていた。

　山を見上げて一声唸うなった豊花が、京介を振ふり返って微笑ほほえんだ。

「素敵ねえ。いかにも金目のものが潜ひそんでいそうな雰ふん囲い気きじゃない？」

「さあ」

「行くわよ。一時間で十本くらい見つけちゃうわよ。時給に換かん算さんしたら十万円ね。一日やったら二百四十万円、一ヵ月で……一年で……細かい数字はわかんないけど、多分大金持ち」

　妙みような暗算をした豊花は、白玉一号を引きずり、スキップで山へ踏ふみ込んだ。

　京介は静かにため息をつき、その後についていった。やる気のない者、一人と一匹ぴき。やる気はあり過ぎるが、浮かれ気味でまともな判断力を持っていない者、一人。未舗装の山道。日にち没ぼつ間近。多分迷う。そんな計算式を頭の中に並べて。

　そして一時間後。やはり予想は的中した。




　一時間歩いても、「幻の茸きのこ」らしきものは見つからなかった。「幻の茸」以外の種類も見当たらず、ひたすら無愛想な色の幹が視界を埋うめるだけで、茸の他ほかに山菜や木の実も発見できなかった。そのせいか、山の中には生き物の気配が全く感じられず、陰いん気きなカラスの声のみが、ただ頭上から降り注いでいた。

　土まみれになった白玉一号が「もう疲つかれた、帰りたい」と嘆なげくと、豊花に蹴けっ飛ばされた。しかしその呟つぶやきが五度目を数えた頃ころ、豊花も「あたしも疲れた、やっぱりもう帰ろう」とついに降参を示した。京介は最初から疲れていて帰りたかったので、何の問題もなく賛同した。

　小さな山なので、下り方向に従って真っ直ぐ歩けばすぐにおりられるだろう。誰もがそう思っていたが、山の出口は一向に現れなかった。

「そういえば、ぼくは昔、こんな話を聞いたことがあります」

　疲ひ労ろうを滲にじませた声で白玉一号が言った。豊花はもうすでに白玉一号の引き綱を手放し、京介の腕うでにしがみついて「歩くのが面めん倒どうくさいから引っ張ってくれ」とせがんでいた。

　豊花の手を振り払はらい、京介は煙草たばこに火を点つけようとした。ライターのオイルが切れていて、火は点かなかった。ため息をついていると、白玉一号が羽根を震わせながら勝手に話し始めた。

「それは『幻の蜜柑みかん』という話です。世界のどこかの山奥に、とても美味おいしい蜜柑のなる木があるそうです。その木を求めて世界中の蜜柑マニアが山を訪おとずれますが、誰一人として帰って来ない。後の時代になって、事実が明らかにされました。その山には確かに素す晴ばらしい蜜柑の木があるのですが、その木の発する匂いが人間を迷わせて死に至らしめるそうです。『幻の蜜柑』とは、木の根本で力ちから尽つきた死体を養分に……」

　豊花が悲鳴混じりの怒ど声せいを発し、白玉一号を再度蹴っ飛ばした。白い球体は周辺の幹の間を何往復か弾はずみ、最後に大きな木を倒たおして地面に落ちた。

　木の倒れた向こう側に、広めの道が現れた。その辺りの木々だけ綺き麗れいに伐ばつ採さいされ、足場は歩きやすいように踏み固められていた。道は奥の林へと繫つながっており、明らかにどこかへいざなっているようだった。京介と豊花は黙ったまま、顔を見合わせた。

　豊花が頷うなずき、京介の腕を引いて道の方へ歩き始めた。道は少しだけ下り坂になっているようで、地面に落ちた白玉一号も同じ方向へ転がっていった。

　林の先は十メートル四方ほどの開けた空間につながっていた。古びた木で作られた山小屋があり、外がい壁へきは斜しや陽ようを受けて全すべて橙だいだい色いろに染まっている。山小屋の裏手には手つかずの林がまた広がり、道もここで行き止まりのようだった。

「誰だれか住んでるのかなあ……」

　山小屋を見上げ、豊花が呟いた。窓はなく、扉とびらはあるがしっかりと閉じられていて、内部から物音は全く聞こえない。初見で古いと感じた山小屋の素材も、改めて見るとやはり相当に古く、腐ふ敗はい寸前といった状態だった。

　豊花が京介の背中を突つつき、山小屋の方へを押しやって言った。

「声をかけてきて。それで、誰かいたら帰り道を教えてもらって」

「お前、どうしてそんなに怯おびえているんだ」

「だって、あの山小屋、中からいかにも変なものが出てきそうな雰囲気なんだもん」

　それだけ言うと、豊花は物もの陰かげに隠かくれようとした。が、辺りには小屋以外に何もないので、結局京介の背中に張りついてきた。「変なもの」が出てきたら投げつけるつもりなのか、両手で白玉一号を抱かかえていた。

　ひとつため息をつき、京介は山小屋に向かって足を進めた。山小屋から変なものが出てきたら、その時はその時だと思った。

　山小屋まであと数歩というところで、京介は足を止めた。山小屋の傍かたわら、日ひ陰かげになっている場所に、材木やビニールシート、のこぎりなどの工具が置いてあった。のこぎりはよく手入れされていて、シートも整然と折り畳たたまれている。やはり山小屋には誰か住んでいるのだろうか。

　それらの材木を、京介は薪まきか日曜大工の材料かと思ったが、よく見ると違ちがった。長さは一メートル、直径は二十センチ程度のいくつもの丸太は、斜ななめに立てかけられたり、幾いく重えかに積み重ねられたりと、規則正しい形を成している。丸太の側面からは、植物らしき小さなものが生えていた。それは茸のようだった。

「ここで茸の栽さい培ばいをしているのかしら……」

　京介の背後で豊花が呟く。その小声が、不意に短い悲鳴に変わった。豊花は京介を突き飛ばし、白玉一号を放ほうり投げると、材木に向かって走り出した。

「こ、これ！　京介、これ！　見てこれ！」

　豊花が大声で叫さけんだ。突き飛ばされて地面に転んでいた京介は、ゆっくりと体を起こした。マツタケでも見つけたのかと思って顔を上げると、夕日を背負った豊花が興奮気味に手を振ふっていた。

　豊花の手の中には、勝手にもいでしまったらしく、一本の茸きのこがあった。シメジを大きくしたような変へん哲てつのない形。しかし焦こげ茶色の笠かさの部分が、夕日に透すかされて金色に輝かがやいていた。

「これ、『幻の茸』よ！　こんなところで栽培されていたのね」

　興奮した顔で豊花が言い、その場で嬉うれしそうに跳ちよう躍やくした。京介は立ち上がり、材木の方へ歩み寄った。丸太ごとに様々な種類の茸が笠を広げていたが、日光を受けて金色に光る茸は、豊花が持っているもの以外に、あと一本しか生えていなかった。

　京介の見ている前で、豊花が手を伸のばして残りの一本ももぎ取った。両手に茸を握にぎり、回転ダンスを始めた豊花に、京介は言った。

「勝手にとって大だい丈じよう夫ぶなのか」

「『幻の茸』には毒はないって、研究部署の人は言ってたわ」

「そうじゃなくて、誰かが栽培しているものなんだろう」

　ぴたりとダンスをやめた豊花は、「そういえばそうよね」と言った。二本の茸を交こう互ごに見つめ、ひっそりと顔をしかめる。

「自然に生えているんじゃないなら、やっぱり手間がかかってるのよね。譲ゆずってもらうには、お金を払はらわないと駄だ目めなのかなあ……。京介、今いくら持ってる？」
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「三百円」

「相変わらず貧びん乏ぼうねえ。まあいいわ。足りないって言われたら、生徒会長に交こう渉しようしたように、あんたを労働力として……」

　豊花が言いかけた時、山小屋の方で木の軋きしむ音がした。京介と豊花は、ほぼ同時に山小屋を振り返った。入り口の扉が開き、男が一人、眠ねむそうな顔でこちらを眺ながめていた。寝ねていたところを外の騒さわぎ声で起こされた、というような顔つきだった。

　年は三十代後半ほど、瘦やせ気味な体にくたびれたジャージを引っかけていた。髪かみは無造作に伸ばされ、髭ひげも伸び放題であったが、緩やかに誰すい何かする目つきは、まともな人間のものかと思われた。山小屋から出てきたものが「変なもの」ではないと豊花も判断したらしく、男に向かって駆かけ寄った。

「こんばんは。あたしたちは茸を探しに来た善良な中学生です。これはやっぱり、『幻の茸』なの？」

　善良な中学生にしては激しすぎるくらいに目を輝かせ、豊花が手にした茸を突き出す。夕日を受けた笠がまた、金色の光を放った。男は一度だけまばたきをし、京介と豊花の顔を交互に見比べてから、ゆっくりとした口調で答えた。

「ああ、『菌きん類るいその７』のことね。確かに、『幻の茸』って呼んでいる人もいるみたいだけど」

「おじさんが作ってるの？」

「ええ、私は茸栽さい培ばい職人だから」

「この二本以外に、もうないの？」

「今年は二本だったね。『菌類その７』は、毎年一、二本くらいしか出てこないから」

「貴重なのね」

「貴重だね、とても」

「売ってほしいって言われたら、いくらくらい？」

「値段はつけられないかな」

「つけられないの？」

「そういうものだから……」

　茸栽培職人は夕日を見上げ、ゆっくりと顎あごを撫なでた。指と髭のこすれ合う音が、数メートル離はなれた位置にいる京介のもとまで届いた。

　豊花が息をのみ、表情を引き締しめると、大きな声で言った。

「売ってもらえないなら、じゃあ、これ、タダで譲ってくれない？」

「どうぞ」

　茸栽培職人は拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさりと頷うなずいた。豊花は目を何度もしばたたかせ、もう一度「幻まぼろしの茸きのこ」を職人の方へ突つきつけた。

「いいの？　だって、『幻の茸』なのよ？」

「だって、ほしいんでしょう」

「本当にいいの？　タダでいいの？」

「いいよ。でも、現金の代わりに……」

　職人は一度言葉を切ると、洟はなをすすった。

「現金の代わりに、茸一本につきひとつずつ、あなたの大事なものを置いていってほしい」

　カラスが一羽山小屋の上に留まり、間の抜けた声を上げた。豊花はカラスから京介へ、京介から自分の足あし下もとへと不安そうな視線を漂ただよわせた後、職人に向き直った。

「……どういう意味？」

「そのままの意味だけど……」

　ジャージの袖そでで目元を拭ぬぐい、職人が緩かん慢まんに唇くちびるを動かす。

「過去にその茸をほしがった人も、同じ方法で手に入れた。まあ、儀ぎ式しきというか、慣例みたいなものだ。何でもいい、今持っているものの中で、あなたが一番大事だと思っていて、なおかつ形として手放せるものなら。でも、大事なものが命だからって、そこののこぎりで自分の首を切ったりするのはやめてほしい。のこぎりの歯が傷いたむから」

「お金や命以外で、一番大事なものってことね」

「そう。……ああ、先に言っておくけれど、後でやっぱり返してほしいと言われても、受けつけないよ。だからゆっくり慎しん重ちように選んで」

　職人がくしゃみをすると、屋根の上のカラスは驚おどろいて空へ飛び去った。

　豊花は「幻の茸」を握にぎりしめたまま、真しん剣けんな表情で唸うなり始めた。財さい布ふ、金運アップのお守りつきキーホルダー、菓か子し、菓子についているおまけのシール、カード。豊花の鞄かばんの中には色々な物が雑然と詰つめ込まれているが、本人にとっては全すべて貴重品のはずだ。いくらなんでも、必ひつ須す携けい帯たい術具である玲れい洗せん樹じゆの枝は手放さないだろうが──京介は豊花の傍かたわらで欠伸あくびをした。大して考えるまでもなく、自分には大事なものなんてないとすぐに気づいた。職人との取引は豊花に一任することにし、足下に転がってきた白玉一号を軽く蹴けり避よけた。

　職人が枯かれ草を踏ふみしめて歩き出し、茸の生えた材木のそばでしゃがみこんだ。シイタケに似た種類の発育状じよう況きようを数秒眺ながめた後、職人は素す手でで収しゆう穫かくを始めた。その間も、豊花はずっと唸っていた。

「決めたわ」

　やがて鋭するどい声を放ち、豊花が職人を見み据すえた。職人は地面に茸を置くと、ゆっくりと立ち上がった。

　豊花は真剣な表情のまま、片手で白玉一号を摑つかみ上げ、もう一方の手で京介の襟えり首くびを強く握った。京介は何となくいやな予感がした。豊花は京介たちを職人の方へ押し出して、きっぱりと言った。

「これはあたしの大事な使いっ走り、あたしの大事なものはこれよ。手放すのは惜おしいけれど、『幻の茸』二本の代わりに置いていくわ」

　白玉一号がか細い悲鳴を上げた。京介はやっぱりなと、口の中で呟つぶやいた。放課後、生徒会室に引きずられていった時から、すでに今日の運命は決まっていたのではないかとすら思えた。

　職人はしばらくの間京介と白玉一号を眺めていたが、両手の汚よごれをジャージの裾すそで拭うと豊花に尋たずねた。

「本当にいいの？」

　豊花は強く頷いた。

「さっきも言ったけど、本当に返品はしないよ」

　豊花は二回、強く頷いた。

「じゃあ、私も使いっ走りにしようかな……」

　職人も一度だけ頷き、こちらに向かって歩いてきた。白玉一号が「奴ど隷れい生活はもういやだー」と大声で泣き喚わめいた。その声に隠かくれるように、豊花は素早く京介の耳元に口を寄せて、「『幻の茸』を換かん金きんしたら、迎むかえに来てあげるから」と早口に言った。期待していいのか、しない方がいいのか、京介はとりあえずため息だけついておいた。

　京介たちの前で職人が立ち止まった。間近で見ると、姿勢も目の色もどこか頼たよりなく、悪人的な雰ふん囲い気きはない。気の強さは豊花の百分の一もなさそうだった。だがそんな印象だけでは、さすがに京介もこの場に置いていかれることを喜べなかった。

　ジャージの腕うでを伸のばし、職人は豊花の手から、白玉一号と京介の襟首を取った。白玉一号の絶ぜつ叫きようはますます激しさを増した。

「これで契けい約やく成立ということで……記念にこれをあげよう」

　職人はそう言って、先ほど収穫していたシイタケに似た茸をひとつ、ビニール袋ぶくろに入れて豊花へ差し出した。

「『菌きん類るいその７』が他人の手に渡わたるのは久しぶりだから、その記念だ。この『菌類その９』は、高くは売れないけれど食用で美味おいしい。夕食に食べるといい」

　毒性がないことを示すためにか、職人はその茸を自分の口の中にも放ほうり込んだ。豊花は満面の笑えみで「どうもありがとう。おじさんはいい人ね」と答え、茸を受け取った。職人に山を下りる近道を教わり、豊花は軽かろやかな足取りで駆かけて行った。

　豊花の姿が見えなくなり、カラスがまた鳴いた。色を薄うすくし始めた夕日に向かい、白玉一号が嗚お咽えつした。京介は黙だまって職人の顔を見上げた。思った通り、襟越ごしに伝わる握あく力りよくは弱い。今すぐ職人を振ふりきって逃にげ出そうかと思った時、職人が口を開いた。

「やめた方がいい」

　職人は豊花が去った方向を見つめたまま、言った。

「この山は生きている。私の意思が伝わる。道もいくらでも変えられる。あのお嬢じようさんが下りた道を、あなたも通り抜ぬけられるとは限らない。もうすぐ日が沈しずむ。まともな道でもわかりにくくなる。迷ったら可哀かわい相そうだ」

　京介は職人の横顔を見つめた。声にも力はなく、脅おどしや威い圧あつの気配は全くない。同時に、冗じよう談だんを言っている様子にも見えなかった。

　職人は京介と白玉一号から手を離はなし、空いた手で「菌類その９」を拾った。

「過去にもこうやって、ペットなんかを置いていく人がいた。今すぐ私を殴なぐり倒たおして逃げるのも、あなたの自由だ。逃げたら殺すだとか、私はそんなことを言うつもりはない。ただ、明日の朝、日が昇のぼってからにしたらどうだろうか。食事と寝ねるところくらいは提供するから」

　再び「菌類その９」を口の中にひとつ放り込み、職人は山小屋の方へ戻もどり始めた。脚あしにしがみついて泣いている白玉一号を、京介は茫ぼう然ぜんと眺めた。

「ああ、それから……」

　数歩歩いたところで、職人は肩かた越しに振り返った。

「あのお嬢さんは、きっとあなたたちを迎えに来ない」

　京介は顔を上げた。職人の顔には淡あわい陰いん影えいが刻まれていた。

「誰だれでもみな、後で必ず取り返しに来ると決めて山を下りるが、本当に迎えに来た人はいない」

　口元に力のない笑みを浮うかべ、職人は言った。

「そういうものだから……」




　迎えに来ない。そう言い切った職人の言葉を反はん芻すうしながら、京介は赤い空を見上げていた。じきに日が暮れて山小屋への道がわからなくなるから、今日中には辿たどり着けないという意味か。それとも、豊花の外見から、自分勝手で無責任な傾けい向こうのある性格を見抜いた上での判断か。まあどうでもいいかと呟いて、京介は長く息を吐はく。迎えが来なくても、自力で帰ればいいだけのことだ。

　職人は、夕食ができるまで自由にしていていいと京介に言った。そう言われても、この山小屋周辺ですることなど何もない。茸きのこ栽さい培ばいの丸太のそばにあったビニールシートを地面に敷しき、その上に寝転がって時間を潰つぶすことにした。泣き疲れたらしい白玉一号は、材木に寄りかかって不貞寝ふてねをしていた。

　寝転がったまま、京介は山小屋の方に目をやった。入り口の扉とびらは半開きになっており、内部が窺うかがえた。電気が通っていないのか、蠟ろう燭そくの明かりが見える。入り口のすぐ近くに台所があった。薪まきを使った原始的な竈かまどと、火と、湯気。職人はとれたての茸を山小屋へ運んでいたから、夕食のメニューも恐おそらく茸づくしなのだろう。

　包丁を使う職人の姿が見えた。山小屋の中には彼以外誰もいないようだった。あいつは一体何者なのだろう、と京介は改めて考えた。茸栽培職人と名乗っているが、なぜこんな山奥に一人で住んでいるのか。茸栽培といっても、商売をする気はまるでなさそうであり、その一方で「幻まぼろしの茸」には妙みような代だい償しようを求めた。全身から張りや気力のようなものは感じられないが、病的な雰ふん囲い気きはない。京介自身に近いようで、全く異なる気もする。京介は寝返りを打ち、しばらく目を閉じた。

　山に意思を伝えて道を変えられると、そんなことも言っていた。危機感はないが、不ふ審しん感はいなめない。目を開けて、京介はシートの上で体を起こした。逃げるのは明日の朝にしろと提言されたが、本当にそれまでのんびりしていて大だい丈じよう夫ぶなのだろうか。今いま更さらながら、わずかな不安が生じてくる。

　京介は立ち上がり、山小屋の裏手へゆっくりと足を進めた。白玉一号が目を覚まし、

「逃げるなら、か弱い小しよう精せい霊れいも是ぜ非ひ一いつ緒しよに連れて行って下さい」とくっついて来た。

　林の手前で立ち止まり、目をやる。深い林の奥は暗く、日にち没ぼつ寸前の陽光はすでに受け入れられていない。暗くら闇やみに対する恐きよう怖ふはそれほどないが、山中で迷って疲つかれ果て、行き倒だおれるのは張り切りすぎだと思った。こんな道を豊花が一人で登って来るとも、やはり思えなかった。

　術で林を壊こわし、道が開けたところで一気に山を下りる。そんな案が脳のう裏りをかすめたが、それはそれで間ま違ちがいなく多大な疲ひ労ろう感を味わうことになる。面めん倒どうになってきて、京介は欠伸あくびをした。

「逃にげないんですか？」

　白玉一号が薄うす汚よごれた体を傾かたむけて、尋たずねてきた。

「こんなところに留とどまっていないで、早く地上に戻りましょうよ。ぼくは世界征せい服ふくの野望を叶かなえたいんですから」

　京介は無視をした。白玉一号はしばらく一人でぶつぶつと言っていたが、そのうち黙だまった。誰も喋しやべらなくなると、辺りは限りなく静かだった。一晩過ごすには、それほど悪い環かん境きようでもないだろう。京介はそう割り切り、山を下りるのは明日の朝にしようと決めた。職人が夜よ更ふけに殺さつ人じん鬼きに豹ひよう変へんし、のこぎりを持って襲おそいかかってきたら──その時は運が悪かったと諦あきらめればいい。

　シートの方へ引き返そうとした京介は、林と山小屋の間にふと目を留めた。そこに植わっている花や植木は、人の手で育てられているものと思われた。広さも規模も大したことはないが、ちょっとした庭のようだ。

　林にばかり目が向いて今まで気がつかなかったが、その庭の隅すみには手のひらほどの木もく片へんが多数ささっていた。蒔まいた種の名前でも記しているのだろうか。特に興味はなかったが、時間潰しにはなるだろうと思い、京介は木片の方へ歩み寄った。白玉一号は「食べ物が埋うまっているのかも」と言って、またついて来た。

　木片の数は三十近くあった。木片もその表面に刻まれた文字も古く、最近記されたものではなさそうだった。京介は木片の群れの前にしゃがみ、目を凝こらした。あるものには「高級腕うで時計どけい（電池切れ）」と書かれてあった。別のものには「クレジットカード（期限切れ）」と書かれてある。その隣となりの木片には「柴しば犬いぬのシバオ（老ろう衰すい）」という文字が滲にじんでいた。白玉一号は「食べ物じゃない」と呟つぶやき、その場でつまらなそうにまた不貞寝を始めた。京介は膝ひざに手を置き、音を立てずに息を吐いた。

「幻の茸きのこ」と引き替かえに、人は大事なものを手放していく。どうやらここは、その置き去りにされたものの墓場であるらしい。埋められているということは、これらの持ち主は誰だれも取り返しに来なかったということだ。職人が言った通りに。

　職人が墓標を作ったのだろうかと、京介は疑問を抱いだいた。高級時計やクレジットカード、誰かの飼い犬。他ほかにも木片に記されているものは、この山小屋での生活では、そして本来の持ち主以外には、価値のなさそうなものばかりだった。職人はこの交こう換かん制度を、慣例だと言っていた。「幻の茸」の代わりに、職人は自身が欲ほつしているわけではないものを受け取る。そしてやがて埋まい葬そうするのも慣例なのだろうか。こんな山奥で、年に一、二本しか生えないという茸を育て──。

「意味なんてないよ」

　背後から声がして、京介は振ふり返った。いつからそこにいるのか、職人が顎あごを搔かきながらこちらを見下ろしていた。職人は京介が考えていたことを見み透すかしているらしく、京介の隣まで歩いてきて言った。

「正確に言うと、意味がないのではなくてわからない。私は先代に言われた通りのことをしているだけだから」

「先代？」

「私は十五代目の茸栽さい培ばい職人だ。先代や先々代は、ここに」

　そう言って、職人は木片の群れを指差した。夕日の色に染められている十四本には、それが初代から十四代職人の、それぞれの墓であることが示されていた。死因はどれも老衰か自然死となっていた。

「全員に血けつ縁えん関係はない。私と先代も他人だ。短期間、共に過ごして方法を伝授されたが、師し弟てい関係というほどでもない。栽培マニュアルがあるから、誰にでもできる」

　木片を順に眺ながめ、職人が続ける。

「『幻の茸』だって簡単だ。山の扱あつかい方だってマニュアル通りにすればいい。生活もマニュアル通りだ。誰が決めたのかはわからない。でもここでの暮らしは悪くない。隠いん者じやのように見えるかもしれないが、街に行きたくなったら出かけたっていい。本当の家に帰ったっていい。だけどすぐに戻もどって来たくなる」

　職人は腰こしを屈かがめて白玉一号を拾い上げた。そして言った。

「できればあなたには、十六代目を継ついでもらいたい」

　林が揺ゆれた。カラスがまた飛び去ったようだった。

「あなたは向いている気がする」

　京介が問い返す前に、職人は山小屋の方へ歩き始めた。

「夕飯の準備ができた。食事にしよう」




　豊花が術薬研究部署を訪おとずれると、「幻まぼろしの茸」は本当に一本一万円で換かん金きんしてもらえた。

　二枚の一万円札を手にした時、豊花は不覚にも目と鼻の奥が熱くなるのを感じた。夢じゃない。万札だ。最後に手にしたのはいつだったろう。きっと一昨年おととしのお正月に、親しん戚せきからお年玉をもらった時以来だ。でもあの一万円、「有り金全額争そう奪だつ戦せん・新春羽根突き対決」でお姉ちゃんに負けて、その日のうちに取られちゃったんだっけ。でも今度は誰にも渡わたさないわよ。手の中にある万札に、豊花はそっと頰ほおずりをした。

　頰ずりが終わると、豊花は研究部署を飛び出した。日はもう暮れかかり、西の空には一番星が輝かがやいている。急がないと──。豊花は猛もうダッシュで駅前の洋品店へ飛びこんだ。衣類全品四割引、靴くつが五割引に、鞄かばんは七割引。セールは今日までだった。大混雑している店内で豊花は奮ふん闘とうし、目当てのものを買った。両手に持ちきれないほどの紙かみ袋ぶくろを提さげ、豊花は大満足で店を出た。二枚の一万円札は、五十円玉一枚と、一円玉三枚に変わっていた。

　満足はしたが、奮闘で疲つかれてしまった。その辺の喫きつ茶さ店てんに入るにも、どこかで缶かんジュースを買うにも、もう金が足りない。豊花は道みち端ばたのガードレールに腰を下ろして、一息ついた。

　つま先がじんわりと熱を帯びている。今日はたくさん歩いたからなあと、豊花は大きな欠伸あくびをした。京介たちを迎むかえに行くのは今度でもいいかなと、豊花は呟いてみた。答えてくれる人は誰もいなかったので、いいものとしよう、と勝手に決めた。あの茸栽培職人は豊花が見る限り、よさそうな人だった。京介や白玉一号が、扱こき使われすぎて過労死するとも思えない。

　じゃああたしはさっさと家に帰って、お風呂ふろに入って、夕ご飯を食べて、と、そこまで考えた時、豊花はスカートのポケットの中の、ビニール袋ぶくろの存在を思い出した。職人から記念にもらった「菌きん類るいその９」とかいう名前の茸だ。ビニール袋を引っ張り出し、豊花は笑えみを浮うかべた。食用で美味おいしいと職人は言っていた。職人は生で食べていたが、どう調理しようかと、豊花は笑顔で考え始める。

「天ぷらがいいかなあ……それとも炊たき込みご飯かな。京介、色々作ってよね」

　豊花は言ったが、答えてくれる人は誰もいなかった。豊花は数度まばたきをした。かすかな空むなしさを感じたが、まあいいかと呟つぶやいて豊花は立ち上がる。大量の紙袋が重かった。

「ああ、重いなあ……京介、白玉一号、これ持ってよ」

　豊花は命じたが、答えてくれる人はやはり誰だれもいなかった。豊花は歩き出せずに空を見上げた。先ほど以上の空しさを感じた。

　そんな気分になった自分に対し、なぜか苛いら立だってきた。ビニール袋をスカートのポケットに突つっ込んだ時、残金の五十三円が地面に落ちた。小銭が転がる音は、今まで聞いた中で一番空しい音だった。

　豊花の手のひらに、紙袋の紐ひもが食いこむ。痛い。豊花は紙袋をそっと見下ろした。二枚の一万円札は、あっという間になくなってしまった。あっという間にこんな重い品々に換かわった。こんな荷物を一人で持って歩いたら、家に着く前に絶対に力ちから尽つきるに違ちがいないと思った。

　使いっ走りがいればなあ。豊花はもう一度空を見上げ、ぐっと唇くちびるを嚙かんだ。お金はあっという間になくなるけれど、使いっ走りはなくならない。自分が手放さない限り。

　豊花は小銭をポケットに戻すと、紙袋を引きずって洋品店へ駆かけ出した。そして買ったものを全すべて返品し、戻って来た二万円を握にぎりしめて、今度は術薬研究部署へ向かって走り出した。




　十六代目の茸きのこ栽さい培ばい職人。自分の将来像にその言葉を当てはめてみて、京介は静かに唸うなった。少しもぴんと来なかった。もっともどんな将来であっても、京介がそこに具体性を感じることはほとんどないのだが。

　山小屋の中、大きな木製のテーブルを挟はさみ、京介と職人は向かい合っていた。テーブルの上に並ぶのは、予想していた通り、茸をふんだんに使った夕食であった。職人が豊花に美味だと勧すすめた「菌類その９」の姿もあった。職人は黙だまって箸はしを動かしていた。白玉一号は不貞寝ふてねから醒さめず、テーブルの下でいびきをかいて左右に転がっていた。京介は皿には手をつけず、ただぼんやりと考えていた。どうしておれなんかを選ぶんだろう、と。

　毎日学校や研修に追われ、毎日喧けん騒そうに巻き込まれる生活よりも、静かな山の中にいる方が少しは楽に生きられるだろう。それはわかる。だが、だからといって、別にここにいたいと積極的には思えない。ここがいやなのではなく、結局どこも同じなんだということを京介はわかっていた。どこまで遠くに行ったって、自分が内側に抱かかえている虚きよ無む感からは逃にげられない。

「毒は入ってないから、安心して食べるといい」

　職人が箸を止めずに言った。蠟ろう燭そくが至るところに置かれている室内は、外よりも明るかった。

「マニュアルに、後こう継けい者しやは『菌類その９』でもてなせとある」

「ふうん……」

「ひょっとして、茸が嫌きらいだとか？」

「別に」

　京介は答え、箸を取った。職人が頷うなずいた。

「やっぱり。好きなものも嫌いなものも何もない、あなたはそんな顔をしている」

　京介が顔を上げた時、突とつ然ぜん山小屋が大きく揺ゆれた。テーブルの上で皿が跳はね、蠟燭の火が震ふるえた。地じ震しんだろうかと京介が眉まゆを寄せると、今度は外から大きな爆ばく音おんが響ひびいた。白玉一号が目を覚まし、ぎゃあぎゃあと騒さわぎ始める。職人が立ち上がり、飛び回る白玉一号を捕とらえて外へ出て行った。京介もその後を追った。

　山小屋の外に出て、京介はしばし茫ぼう然ぜんと立ち尽つくした。何が起こったのか、林の一部がごっそりとなぎ倒たおされ、山小屋の手前から山の麓ふもとまでが一本道で見下ろせるようになっていた。その道の真ん中で、玲れい洗せん樹じゆの枝を握った豊花が肩かたを上下させて息を切らしていた。術を使って一気に木を切り倒したのか、疲れ切った顔をしていた。

　豊花は職人に気づくと、眉をつり上げて駆け寄った。そしてポケットから二本の茸を摑つかみ出すと、職人へ勢いよく差し出した。

「『幻まぼろしの茸』は返すから、あたしの使いっ走りも返して。返品は駄だ目めだって聞いたけど、でもやっぱり返してほしいの。お願い」

　豊花が深く頭を下げると、束ねた髪かみが揺れ、豊花の必死な表情が一いつ瞬しゆんだけ隠かくされた。

「使いっ走りがいないと、思いっきり買い物もできないの。これじゃお金がいくらあってもどうしようもなくて、本ほん末まつ転てん倒とうなの。悔くやしいけれどあたしの大事なものは、万札には換かえられないわ。だから、お願い」

　職人はしばらくの間、黙って豊花と茸を見つめていたが、やがて拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさり「どうぞ」と答えた。

「いいの？」

　頭を上げた豊花が、目を丸くした。職人は頷いた。

「断っても、あなたはどうせ何度も来るんだろう。これ以上山を壊こわされたら困るから」

「……ごめんなさい、あたし、焦あせっていてつい林を……」

「これくらいなら一晩で直せる。それよりも、『菌きん類るいその９』も返してもらえるかな。その様子を見ると、食べなかったんだろう？」

　職人に言われ、豊花はまたポケットを漁あさり、ビニール袋ぶくろごと茸を返した。職人は「幻の茸」と「菌類その９」を受け取り、代わりに豊花の手の中へ白玉一号を渡わたした。喜びの表現なのか、豊花が小しよう精せい霊れいの羽根を引っ張る。白玉一号の苦痛の悲鳴が高く響き渡った。

　職人が京介の方を向いて、言った。

「そういうわけだ。残念だけど、十六代目の話は忘れてほしい。帰りなさい」

　ビニール袋から「菌類その９」を取り出し、職人は口の中に入れた。京介は豊花の方へ歩き出しながら、何となく職人に声をかけてみた。

「その茸……」

「うん？」

「いくつも食ってるな。そんなにうまいのか」

「うまいよ」

　咀そ嚼しやくをしながら、職人は答えた。

「うまいし、不思議な作用がある。これを食べると、大事なものが次し第だいに大事に思えなくなる。人によっては毒だろうが、人によっては薬になる」

　職人は切り倒された林に目をやった。不ふ揃ぞろいな形に抉えぐられた木々が、少しずつ立ち上がり、ゆっくりと枝を伸のばしていく。目の錯さつ覚かくでなければ、京介にはそう見えた。

「あなたの顔を最初に見た時、大きな喪そう失しつ感を引きずった人だと思った」

　職人が言った。

「そうしたら、ちょうどあのお嬢じようさんが茸の代だい償しようにあなたを差し出した。あの白い生き物は、まあ、おまけとして、あなたはここにいさせた方がよさそうだと思った。だけど、やっぱりあのお嬢さんと一いつ緒しよに帰った方がいい。その方がきっといい」

　京介が口を開きかけた時、豊花の呼ぶ声が聞こえた。豊花の方を振ふり返り、京介は再度職人へ向き直ろうとしたが、職人はもう山小屋の中へ戻もどってしまっていた。

　十五代目の茸きのこ栽さい培ばい職人。意味がないのではなくて、わからない。京介は職人の言葉を、ひとつひとつ思い出していた。街に行きたくなったら出かけたっていい。家に帰ったっていい。すぐに戻って来たくなる──。

　大事なものが次第に大事に思えなくなる茸。もしかしたら、あの職人も誰だれかに。京介がそれを尋たずねる機会はなかった。山小屋の扉とびらは、ゆっくりと静かに閉まった。

　空を見上げると、闇やみと茜あかね色いろが入り混じり、今日最後の光が消えるところだった。




　あなたにとって一番大事なものは何ですか？

　とある日の午後、街頭アンケートで、道行く人にそんな質問が投げかけられた。

　ある少女はお金だと答えた。

　ある生物は野望だと答えた。

　ある少年は、ないと答えた。

　そしてある人はこう呟つぶやいた。

　そんなものは、もうないよ。

　ただできれば、なくしたことに耐たえきってみたかった。
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白玉一号の世界征せい服ふく物語　第三章

　積年の野望を追い求め、あれこれと思案する白玉一号は、ある日とてもよい案を思いつきました。人間の頂点に立つ者を倒たおして、王座を奪うばい取ろうという案でした。しかし誰が人間の王なのか、よくわかりません。

　白玉一号には「もしかしたらこの人が王かもしれない」と独自に予想した候補が何人かいました。ここは一人一人の可能性を入念にチェックしてみようと、白玉一号はノートとペンを取り出しました。野望達成に向けて、今日は勉強の日です。

　一人目は、虹原の街に住む女子中学生です。髪かみが長く、スカートが短く、歩くたびに髪の先とスカートの裾すそがぴょこぴょこと動いて、強気な風を巻き起こしています。実際気も強く、オーラすらも激しく、いつも白玉一号を虐しいたげる恐おそろしい女の子です。

「だけど、きっと違ちがう」

　白玉一号はそう呟いて、「この人が王かもしれないノート」に記した女子中学生の名前にバツ印をつけました。あの女子中学生がいつもお腹なかを空すかせていて、軽そうな財さい布ふを覗のぞいてはきいきいと喚わめいている姿を白玉一号は知っていました。白玉一号の中では、王というのはお金持ちでなければいけないというイメージがあります。だからきっと、あの女子中学生は王ではないと思われました。

　王の条件のひとつ、お金持ちということで、二人目は裕ゆう福ふくな家に住む少女を候補としました。育ちがよく、高級志向で、いつも高価なものを当然のごとく求める少女です。頭もよいらしく、光流脈使いの見習いの中ではトップに立っているという噂うわさも聞きます。まさに王者の品格を備えた少女ですが──。

「だけど、きっと違う」

　白玉一号はそう呟いて、少女の名前にバツ印をつけました。少女の動作や喋しやべり方が、緩ゆるやかすぎるくらい緩やかなことを白玉一号は知っていました。白玉一号の中では、王というものは従者へきびきびと命令を下すというイメージがあります。あの少女がのんびりと命令をしたところで、誰が従うでしょうか。だからきっと、あの少女も王ではないと思われました。

　三人目は、白はく髪はつがどことなく威い厳げんを感じさせる初老の男です。男が毒やら爆ばく発はつするものやらを振ふりまいて、周囲の人々を混乱の渦うずに叩たたき落とす脅きよう威いの光景を、白玉一号は見たことがありました。王というよりも悪あく魔まという方が似合う気もしますが、大衆を苦しめる油断ならない人物であることには違いありません。

「だけど、きっと違う」

　白玉一号はそう呟いて、男の名前にバツ印をつけました。あの男が『趣しゆ味みの毒薬』という本を立ち読みをしていたことを、白玉一号は知っていました。趣味です。男は趣味で人々を振り回しているようなのです。そうなると男には他ほかに本業があるということになり、あの男も王ではないと思われました。

　最後の候補は、虹原の街に住む男子中学生です。一人目に挙げた女子中学生とは兄きよう妹だいのようですが、妹は兄のことも白玉一号と同等の「下僕」として考えているようでした。

　その男子中学生はいつもぼうっとしているので、白玉一号も当初は「征服しやすい民衆その１」と軽視していました。しかし男子中学生がぼうっとした顔で繰くり出すパンチやキックは、どういうわけかものすごい強さで、白玉一号は丸い体が変形するまで痛めつけられたこともありました。

「だけど、きっと違う」

　白玉一号はそう呟いて、男子中学生の名前にバツ印をつけました。秘められた攻こう撃げき力りよくゆえに候補に入れたものの、相手には陰いん気き、貧びん乏ぼう、やる気なしという、全すべてを打ち消す「王者っぽくない印象」が三つもあります。だからきっと、あの男子中学生も王ではないでしょう。

　気がつくと白玉一号のノートはバツ印だらけになっており、候補も全て消えていました。白玉一号は清すが々すがしい気分で伸のびをして、「何だ、今のところ人間には王はいないんじゃないか」と喜びました。これといった敵はいないと知り、白玉一号は早めの祝しゆく杯はいを挙げようと食事に出かけました。今日は中ちゆう華か料理店の裏口に回り、ごみ置き場を漁あさる予定でいました。

　いずれ訪おとずれる世界征服の日を空想しながら、白玉一号が残飯を口にしていた時です。不意に裏口から料理人らしき人物が現れ、白玉一号の体を鷲わし摑づかみにして言いました。

「こんなところに新品の杏あん仁にん豆どう腐ふが落ちているぞ」

　ああ、人間の「世界」は敵だらけ。顔面に迫せまり来る包丁に、白玉一号は今日も力いっぱい悲鳴を張り上げます。
























『虹原市に吸きゆう血けつ鬼き、現る？』

　その日、ある地方新聞の片かた隅すみに、そんな見出しの記事が載のせられた。

　見出しの書体は仰ぎよう々ぎようしい形をしていたが、スペースの都合か、記事自体はかなり小さく、注意をしなければ読み飛ばしてしまいそうなものだった。

「『……虹原市内で、同様手口の傷害事件が多発している』」

　朝食と朝刊を食しよく卓たくの上に並べ、少女は口の中で記事の内容を転がした。朝食のメニューはトースト、目玉焼き、サラダ。食卓の上には三人分の量が用意されている。

「『老ろう若にやく男なん女によに及およんだ被ひ害がい者しやに、共通点は見当たらない。誰だれもが人通りの少ない夜道を歩行中に何者かに襲おそわれ、貧ひん血けつ状態に陥おちいっているところを発見されている』」

　少女は食卓の上へコップを三つ並べた。

「『被害者は金品は一いつ切さい奪うばわれておらず、手足に裂れつ傷しようを受けた程度で命に別状はない。「盗ぬすまれた」のは、血液だけ？』」

　それぞれのコップに牛乳を注ぎ、少女は続ける。

「『犯人はいまだ捕つかまっていない。若者を中心に「吸血鬼の仕し業わざではないか」という噂うわさが駆かけ巡めぐっている』……吸血鬼だって」

　広げた新聞を畳たたみ、少女は食卓越ごしに前方へ微笑ほほえみかける。

「物ぶつ騒そうよね。気をつけないと。ね、お父さん、お母さん」

　返事はなかった。




『吸きゆう血けつ鬼き撃げき退たいメニュー、特製十じゆう字じ架か形メンマ入りラーメン＆スーパーニンニク餃ぎよう子ざセットできました』

　店頭で風にはためく幟のぼりを眺ながめ、一条京介は小さなため息をついた。

　虹原駅の近くにある、小さな中華料理店。バス通りに面した窓には様々な品書きが貼はりつけられているが、普ふ通つうのラーメンにもチャーシューメンにもチャーハンにも、全すべて頭に『吸血鬼撃退』の文字が入っている。先ほどの幟と品書きの隅すみには、丁てい寧ねいなことに、目を回した吸血鬼のイラストが記されていた。

　ここの店主は現在市内で起きている事件を心から憂うれえているか、心から喜んでいるかのどちらかだろう。京介がもう一度ため息をついていると、店の中から客が出てきた。会社員風の男で、口に突つっこんだ爪つま楊よう枝じを気け怠だるそうに動かしていた。撃退メニューを食べて身も心も引き締しまった、というようにはあまり見えなかった。

　欠伸あくびを嚙かみ殺し、京介は客が閉め忘れたガラス戸から店内へ入った。途と端たんに、蒸むした空気が鼻先へ流れてくる。時刻は午後一時をいくらか過ぎた頃ころ。テーブル席が二つと、カウンター席があるだけの狭せまい店内は、客で混みあっていた。調理場の方から「いらっしゃい」と、愛想と活気に満ちた声が飛んでくる。

「京介、こっち」

　奥の方のテーブルで、割り箸ばしを握にぎった手を振ふってくる少女がいた。虹原東中学の制服を着た女子生徒は、京介の双ふた子ごの妹豊花だった。豊花の前には、丼どんぶりや皿がすでに何枚も積み重なっている。京介に向かって呼びかけながらも、豊花の両りよう頰ほおは忙いそがしそうに動いていた。

　豊花の真後ろには、店内用の公衆電話があった。京介はもう一度ため息をつき、テーブルの方へ進んだ。豊花の向かい側には樋名谷瑠々が座っていて、のんびりとスープをすすっていた。

「聞いてよ、京介。瑠々ってば、こんな真っ昼間からフカヒレのスープなんか頼たのんだのよ」

　眉まゆをつり上げた豊花が、自分の隣となりの椅い子すを引きながら言った。そこに座れと言う意味なのだろう、京介は黙だまって腰こしを下ろした。

「メニューにないのに、お金なら出しますって言って、お店の人に作らせちゃったの。それなのにね、金粉が浮ういていないとか何とか、細かいことを言うのよ。文句があるならあたしにちょうだいよ」

　樋名谷瑠々は朗ほがらかに笑い、れんげを動かしていた。瑠々は京介たちとは別の私立中学に通っているが、光流脈矯きよう正せい術者研修では同じ講義室で学ぶ間あいだ柄がらだ。偶ぐう然ぜん豊花に道で会って、昼食を共にすることにでもなったのだろうと京介は推測した。市内にあるほとんどの小中学校では、一週間ほど前から午前中だけで授業を切り上げ、日の高い間に児童や生徒を帰宅させてしまっている。一部で「吸きゆう血けつ鬼き騒そう動どう」などと呼ばれている傷害事件への安全対策だ。

　欠伸をし、京介が煙草たばこに火を点つけた時、店員が注文を聞きに来た。豊花に電話で強ごう引いんに呼び出されるまで、京介は自宅で昼ひる寝ねをしていた。食欲はなかったので「水」と答えようとしたが、豊花が勝手に「塩バターラーメンと餃子」と頼んでしまった。

「ありがとうございます。吸血鬼撃退塩バターラーメンと餃子、入りまーす」

　店員は元気よく叫さけび、足早に調理場の方へ戻もどっていった。調理場からは返事に混ざり、炒いため物をする小気味のよい音が響ひびいていた。

「大事な話って何だよ」

　斜ななめ上の壁かべにある換かん気き扇せんに向かい、京介は煙けむりを吐はいた。中学の授業が昼前に終わり、真っ直すぐ自宅に戻って真っ直ぐベッドに向かった京介を叩たたき起こした電話の中で、豊花はこう言った。「ものすごく大事な話があるから、今すぐ駅前の中ちゆう華か料理屋に来い。来ないと餃子の具にしてやる」京介は無視をして寝直そうとしたが、その後も電話のベルはしつこく鳴らされ、安あん眠みんは訪おとずれることはなかった。仕方がなく、家を出るに至ったのだった。

「今この街で話って言ったら、あの話しかないでしょう」

　食べ終えた五目焼きそばの皿をテーブルの隅に押しやり、豊花が答える。皿の向こう側にある灰皿を取り上げながら、京介は尋たずねた。

「あれって」

「吸きゆう血けつ鬼き事件に決まってるじゃない。あの犯人をね、あたしたちで探し出して退治しちゃおうって瑠々と話していたの」

　テーブルの横に店員がやってきて、「お待たせしました、吸血鬼撃げき退たい塩バターラーメンと餃ぎよう子ざになります」と大きな声で言った。店員が差し出した丼と皿を、豊花は当然のような顔で受け取った。

　吸血鬼事件。正確には、夜道での連続傷害事件と見られている問題のことなら、京介も知っていた。事件のおかげで、と言っては不ふ謹きん慎しんであるが、今までよりも放課後が長くなり、惰だ眠みんの時間も増えた。

「吸血鬼退治なんて今までしたことがないからよくわからないけれど、人手が少ないよりは多い方が安心でしょう」

　ラーメンに割り箸を突つっ込み、豊花が言った。

「だから、京介にも手伝ってもらおうと思ったの。あんた、どうせ毎日眠ねむってばかりで、暇ひまなんでしょう？」

「おれたちが何かしなくても、警察が何とかするだろう」

　短くなった煙草を灰皿で押し潰つぶし、京介はため息をついた。

「それか、正式な矯正術者が」

　京介や豊花たちが所属している部署の名は、術者研修課。その研修課が属する機関の名は、光流脈統とう轄かつ管理本局、通つう称しよう「本家」。大地を網もう羅らする特とく殊しゆな力を守り、発展させることを目的としている。

　本家に登録された矯正術者とは、光流脈の機能低下部分を修復する専門職である。機能低下部分は別名「澱よどみ」と呼ばれ、澱みの生じた土地では人の悪意による犯罪が行なわれた可能性が高い。澱みの再発を防ぐため、矯正術者が犯罪事件を解決することもある。もちろんそういった働きは、一いつ般ぱんの人間には全すべて秘ひ密みつ裏りにすまされる。現在市内で起きている事件に関しても、術者が動いている可能性はある。

「そうだけどさ、いつまでたってもちっとも吸血鬼は捕つかまらないじゃない」

　豊花が言い、一いつ滴てきも残さず汁しるも飲み終えたラーメンの器をテーブルの上に力強く戻す。豊花の顔には、充じゆう分ぶんすぎるほどの気力が満ちていた。

「だからね、未来の優ゆう秀しゆうな術者であるあたしたちが活かつ躍やくしてあげようってわけよ。吸血鬼なんか、どうせ日当たりの悪いところに住んでるんだから、すぐに見つけられるわ。それで研修で習った攻こう撃げき系の術を二、三発当ててやれば、簡単に倒たおせちゃうわよ。これまで培つちかった実力を試ためす意味でも、いい話だと思うの。ねえ、瑠々。あんたも賛成でしょう」

「そうですねえ」

　朗らかではあるが、それほど気合いの入っていない顔で、瑠々が頷うなずいた。口元をレースのついた白いハンカチで拭ぬぐい、瑠々は調理場の方へ「北ペ京キンダックはありますか」と尋ねた。豊花に今の話を持ちかけられ、あまり関心はなかったが、打ち合わせ場所である庶しよ民みん的な中華料理店の味には興味があった、そんなところだろう。京介としては、どちらもどうでもよかった。どうせ豊花は正義心や向上心に突つき動かされたのではなく、事件の報道や噂うわさ話ばなしに躍おどらされて舞まい上がっているだけなのだ。基本的には、撃げき退たいメニューを作った店主とあまり変わらないはずだ。

「お前、さっきから、吸血鬼って言ってるけれど……」

　新しい煙草たばこに火を点つけ、京介は何となく尋ねた。

「傷害事件だろう」

「学校でみんな、犯人は吸血鬼だって騒さわいでいるし、新聞にも書いてあったもの」

「ただの噂だ」

「でも、夜道で被ひ害がいに遭あった人が血をとられていたのは本当よ。血なんかとって得するのは、吸血鬼しかいないじゃない」

「ずいぶん肩かた入いれするんだな」

「肩入れじゃないわよ、その方が盛り上がるから信じてみただけ。あんたこそ、ずいぶん否定するじゃない。もしかして、京介が吸血鬼なんじゃないでしょうね」

「おれはそんなに活動的じゃない。お前が盛り上がると面めん倒どうだから、否定しただけ」

「悪徳献けん血けつ業者の犯行かもしれませんよね」

　コップの水を飲んでいた瑠々が、ゆっくりと口を挟はさんできた。

「あ、でも、血液型もわからない相手を無差別に襲おそうっていうのは、ちょっと非効率的ですよね。じゃあ、何でしょうね。ペットとして大量の蚊かを飼っている人の仕し業わざとか」

「ちょっと、瑠々まで夢のないことを言わないでよ。やる気がなくなってくるじゃないの」

　豊花が不ふ機き嫌げんそうに顔をしかめ、餃ぎよう子ざを四つまとめて口の中に放ほうりこんだ。京介は頰ほお杖づえをつきながら、吸きゆう血けつ鬼きには夢があるのかと考えた。

　そこへ先ほどの店員がまた現れて、満面の笑えみで言った。

「ランチタイムのサービスです。吸血鬼撃退杏あん仁にん豆どう腐ふ、三人前になりまーす」

　豊花と瑠々が盛せい大だいな拍はく手しゆをした。ひょっとしたら、おれはデザートを増やすために呼び出されたのではないか。そんなことを思い、京介は欠伸あくびをした。




　食事を終えた頃ころ、豊花は事前に自分でも述べていた通り、吸血鬼退治へのやる気は全くなくなってしまったようだった。面倒ごとに巻きこまれずにすんだので、京介としてはその方がありがたかった。

　やる気を出したのは胃い袋ぶくろの方で、豊花は持ち帰り用のシュウマイまで買った。更さらに豊花は瑠々と競いあうようにして、近くのケーキ店へ駆かけていった。今日は週に一度の食べ放題実じつ施し日びだということを、思い出したらしい。京介は家に帰って寝ね直すことにした。

　ラーメンと餃子の大群に追い回される夢を見ていると、母親の肉声で起こされた。夕飯の買い物に行ってこい、という命令だった。まだ開ききらない目で、京介は窓の外を見た。すっかり日が暮れ、生温なまぬるい風が吹ふいていた。

　母親は「ついでに豊花を探して連れて帰ってこい」とも言った。学校側の配はい慮りよを無視し、豊花は連日日にち没ぼつ後まで遊び回っている。母親は豊花が傷害事件の次の被ひ害がい者しやになることを心配しているのではなく、風呂ふろ掃そう除じの当番をサボることを心配しているようだった。豊花が掃除当番を放ほう棄きすると、両親は「双ふた子ごの連帯責任」というわけのわからない理論を持ち出して、京介に代わらせる。そうなることは京介としても嬉うれしくない。おとなしく母親の命令を聞き、夜の街へ向かった。すれ違ちがった近所の住人が、「吸血鬼に注意しなよ」と冗じよう談だんっぽい口調で言ってきた。

　歩きながら、母親から渡わたされた買い物メモを見ると、ラーメンと餃子と記されていた。今夜はうなされそうだと、京介は力なく確信する。だがうなされることには慣れていたので、別にどうでもよかった。




　買い物袋を持って歩き回るのは面倒なので、スーパーマーケットに寄る前に豊花を見つけることにした。京介は駅前商店街の方へ向かった。豊花はまだ瑠々とケーキ店にいて、閉店ぎりぎりまで食べ放題に挑ちよう戦せんしているのだろうと思った。しかし京介の予想に反し、店内に豊花たちの姿はなかった。店員に尋たずねると、「一人でケーキを三十七個食べた女子中学生と、『フランス産のマロンペーストを使ったモンブランを下さい』と執しつ拗ように注文してきた女子中学生の二人連れなら、ちょっと前に帰りましたよ」と教えてくれた。

　入れ違いになったようだ。京介は商店街に戻もどり、アーケードの下をのんびりと進んだ。買い物客の中に豊花の姿がないか、確かく認にんしながら足を運ぶ。豊花と瑠々が黙だまって静かに歩くことはないから、いれば嫌いやでも目をひかれるはずだ。だが通りを往復してみたものの、豊花たちの姿は見当たらなかった。

　アーケードの出口で足を止め、京介はため息をついた。またどこかの飲食店に入り、何か食べているのだろうか。毎日大量のエネルギーを摂せつ取しゆしているのに、豊花がそれを世のため人のために役立てていないというのは、何とも不毛な話だ、と思った。豊花がとり入れたカロリーは、全すべて無む駄だ話や意味のない行動、余計な喜き怒ど哀あい楽らく、そして京介を痛めつけるという行こう為いで使い尽つくされてしまう。だからすぐに腹が減るのだ。

　豊花に体力を効率的に温存しておく知ち恵えがあれば、傷害犯でも吸血鬼でも何でも、充じゆう分ぶん退治できるだろうに。改めてため息をついていると、すぐ近くの花屋の店頭から、声をかけられた。いがぐり頭で見るからに粗そ暴ぼうそうな顔つきの少年は、宮みや沢ざわという名前の同期の研修生だった。

「双子の片割れ一号じゃねえか。ちょうどいいところに来た。片割れ二号と、首席のとろい女を見なかったか？」

　ぞんざいな口調で話しかけてきた宮沢は、小さな花束を持っていた。薄うすいピンク色のガーベラとかすみ草が包まれた、清せい楚そな感じの花束だった。京介がつい正直に「似合わない」と感想を述べると、花束で頭を殴なぐられた。

「双子の二号と、とろい首席、さっきまで一いつ緒しよだったのにさ」

　花束を肩かたに担かつぐようにして、宮沢が周囲を苛いら立だたしげに見回した。

「俺が花を買っている間にいなくなっちまったんだよ」

「豊花や樋名谷にも、そういう花は似合わないと思う」

　京介が言うと、宮沢は思いきり不機嫌そうな顔をした。

「誰だれがあいつらにやるって言ったんだよ。これは見み舞まい用の花束。研修課に小こ林ばやしって教官がいるの、知ってるだろう？　これから見舞いに行こうって、あの二人と話してたんだよ」

　京介は曖あい昧まいに返事を返した。矯きよう正せい術者研修課の小林教官。主に研修修しゆう了りよう試験の監かん督とくと採点をする教官らしいが、ひと月ほど前から病気を理由に自宅療りよう養ようをしていると聞いたことがある。修了試験にまだ縁えんも見込みもない京介には、かろうじて名前だけを知っている存在だった。

「見舞いって……」

　宮沢の花束に目を戻し、京介は尋ねた。開ききっていないガーベラが、眠ねむそうに首を垂れている。

「その小林って教官のところにか」

「そう言っただろうが」

「どうして、急に」

「声をかけられたんだよ。そこの角で俺とあの二人が行きあって話をしていたらさ、『研修生の人たちですよね』って」

「小林教官に？」

「力いっぱい馬ば鹿かだなあ、双子の一号は。自宅療養中の本人が、こんなところにいるわけないだろうが。娘むすめだよ。小林教官のお嬢じようさんが、ちょうど買い物に来ていたんだよ」

　肩から花束を外し、宮沢は花を包むセロファンを丁てい寧ねいに直した。その手つきも、「お嬢さん」という言い方も、宮沢にはあまり似合っていなかった。

「茜あかねって名前だったかな。教官の娘だから、当然俺らと同じく術者の血を引いているんだよな。十六歳で、去年修了試験に通って正式な矯正術者になったけれど、今は父親の看病と家事に専念するために、術者の仕事はしていないって言ってたっけ。優やさしい、いい娘こだよなあ」

　頰ほおを赤らめた宮沢は、ぶつぶつ言いながら花束を指で弾はじいた。

「しかも、こう、おとなしそうで、とにかくいい感じの人なんだよ。一歳しか違ちがわないのにさ、どうして双ふた子ごの二号や首席にはああいう、しとやかさがないのかな。見舞いって言ったら普ふ通つうは花束くらい持って行くだろう。それなのにあいつらと来たら、茜さんの『家でお茶でもどうですか』って言葉に、ほいほい手ぶらでくっついて行こうとするしさ。あいつらは純じゆん粋すいに見舞いをしたいんじゃなくて、病びよう床しようの教官に愛あい嬌きようを振ふりまいて、試験の採点を甘くしてもらおうっていう下心があるんだぜ。顔に書いてあったもんな。全く、茜さんに失礼じゃねえか」

「つまりその花束は、娘に渡わたしたいんだな」

「ええい、馬鹿。研修課一の馬鹿。見舞いだって言ってるだろうが」

　再び殴りかかってくる宮沢の攻こう撃げきをかわしながら、京介は小林教官の家の住所を聞いた。自宅療養中の教官を見舞うのは人間としてよいことだろうが、自宅待機中の母親をあまり長く待たせるのは精神的にも肉体的にもよくない。豊花にしとやかさが足りないのは、母親の遺伝なのだから仕方がないことを、京介はよく知っていた。

　市の外れに当たる住所を聞き出し、京介は商店街を出た。宮沢は誰もいない空間に向かって花束を差し出したり引っこめたり頭を搔かいたりと、何かの練習を忙せわしなく行なっていた。




　小林教官の家は、近きん隣りんの住宅街から少し離はなれた場所に、一いつ軒けんだけぽつりと建っていた。洋風の大きな屋や敷しきが、敷地ごと高い壁かべにしっかりと囲まれている。閉じられた門の先は庭になっているのか、花の香かおりが夜風に混ざって流れてきた。

　門柱のインターフォンに伸のばしかけた指を、京介は何となく止めた。見上げる屋敷の窓に、ひとつも明かりが灯ともっていないことに気づく。内部から物音はおろか、人の声も一いつ切さい聞こえてこない。療養中の人間がいるにしても、妙みように静かすぎる気がした。

　それとも一条家がやかましすぎるだけで、普通の家というのはこんなものなのだろうか。京介はとりあえずインターフォンを押してみた。音は鳴ったが、反応はなかった。

　黙だまり続けるインターフォンを、京介もまた無言のままで一分ほど眺ながめた。留守なのだろうか。豊花たちは見舞いをすませ、もう帰ったのかもしれない。茜という名前の娘も、またどこかへ出かけた。そんなところだろうか。ため息をつき、京介は小林邸ていの門から一歩下がった。欠伸あくびをしていると、門が小さな音を立てて開いた。門の向こう側から、化け粧しようの濃こい中年の女性が不ふ審しんそうに顔を覗のぞかせた。女性の背後は玄げん関かんに続く前庭になっており、大きな花か壇だんがあった。

「どちら様です？」

　小声ではあるが、詰きつ問もんするようなきつめの口調で女性が言った。質のよさそうな紫むらさき色いろの上着と同色のロングスカートが、薄うす闇やみの中でぼんやりと浮ういて見えた。体を片側に傾かたむけ、京介の顔を無ぶ遠えん慮りよに見つめてくる。壁にでも寄りかかっているのかと京介は思ったが、よく見ると、女性は右みぎ腋わきの下に松まつ葉ば杖づえを挟はさんでいた。スカートに隠かくされて足は見えないが、怪け我がをしているようだ。

「……ひょっとして、研修生の方かしら」

　女性がまた、語ご尾びの強い声で言った。あからさまに迷めい惑わくそうな表情で、女性は大きなため息をついた。

「主人の教え子が、時々家まで押しかけてくるんですよ。試験の点数をどうにかしてくれとか、何とか。全く、時間帯もこちらの迷惑も、少しも考えていないんだから。主人も主人で、公私をしっかり分けていないからいけないの。しょっちゅう仕事を家に持ち帰るし、そうでなくても家のことは何ひとつしようとしないし、給料さえもらってくればそれでいいとでも思ってるんじゃないかしらね。それに……」

「……あの」

　女性のひとり言は長くなりそうだったので、京介は先に用件を済ませようと、尋たずねた。

「小林教官の見み舞まいに、他ほかにも研修生が来ませんでしたか」

　教官の夫人と思われる相手は、濃く描かいた眉まゆを歪ゆがめ、京介の顔を見返してきた。

「見舞いって、どなたが？」

「研修生です。女子が二人。一人は妹です」

「何か勘かん違ちがいなさっているんじゃありません？　今日はどなたもいらっしゃっていませんよ。それに誰だれかがお見舞いに来て下さったとしても、面会は私がお断りしているんですよ。自宅療りよう養よう中なんですから、たとえ研修生だろうと、職場の人には来てほしくありませんからね」

「商店街で小林教官の娘むすめさんに会って誘さそわれたって、聞いたんです」

「あなた……何を言っているの？」

　松葉杖の先をコンクリートに強く打ちつけ、夫人が京介の方へ身を乗り出した。夫人が突つきつけてきたのは、だまし絵でも見ているような訝いぶかしげな表情だった。

「確かに茜は──娘は、父親思いの本当に優やさしい子ですけれどね。そういうことをしそうな気はしますけれど、娘はひと月前に怪我をして、それ以来外には出られないんですよ。茜が商店街なんて行けるはずないでしょう」

　夫人の苛いら立だたしげな声こわ色いろに押され、京介は口をつぐむ。怪我。怪我をした娘。松葉杖をついた夫人。ひと月前、二人揃そろって事故にでも遭あってしまったのだろうかと、ふと考える。小林教官の自宅療養も、そういえばひと月前くらいからだった。家の中に不調を訴うつたえる人間が何人もいて、自分自身の体も不自由な時に、妙な来客があれば苛立たしくもなるだろう。だが。

　だが、だったら宮沢が見たという茜は誰なのか。豊花と瑠々を自宅に誘った教官の娘とは、何者なのだろう。

「もうよろしいかしら、茜の世話がありますので」

　門の内側に手をかけ、夫人が細めた瞳ひとみで京介を見み据すえた。

「何かお困りみたいですけれど、私もこんな体ですから、協力してあげられませんのよ。ごめんなさいね」

「いえ……」

「あなたも術者研修生なら、行方ゆくえ不明の妹くらい自力で捜さがせるでしょう。それが無理なら、警察に届けたらどうかしら」

　そこで門は強く閉とざされた。景色から夫人と花壇の姿が一いつ瞬しゆんにして消え、京介はまばたきをするしかなかった。

　改めて門から下がり、状じよう況きようを整理する。小林教官の家に、豊花たちは来ていない。商店街で豊花たちに声をかけた者は、小林茜ではなかった。教官の娘の名をかたり、何か悪事を目論もくろんでいる別人がいる。そういうことだろうか。つまりは、豊花と瑠々は今、その悪事に巻きこまれているということか。小林邸の外がい壁へきに沿って歩き、京介は首を捻ひねる。だがそれは一体誰の、どんな悪事なのだろう。

　宮沢の話では、相手は豊花たちに、研修生かと声をかけてきたという。豊花たちが術者研修生であることを知っていたのだ。そういった情報を把は握あくしているのは研修課の人間、あるいは研修課が属する「本家」の関係者だけだ。情報源が限られれば、自分の正体もすぐに絞しぼりこまれてしまう。そんな危険を承知で、相手はなぜ小林茜の名を使ったのだろうか。そして豊花たちは何の目的で連れて行かれたのか。

　何かお困りみたいですけれど、という夫人の言葉が蘇よみがえる。困る──そう、困った事態が今起きてしまっている。京介は何度目かのため息をついた。おれはただ夕飯の買い物と、豊花を連れて帰ることだけを命じられたのに。いなくなった豊花を捜すには、この困った事態に飛びこむしかないということになる。

　術者研修生なら行方不明の妹くらい自力で捜せと、夫人は言っていた。だが京介は人を捜すような術を習ったことがなく、使えたとしても今は術具を持っていない。無理なら警察──そこでふと、例の傷害事件のことを思い出してしまう。まさかな、京介は無意識に呟つぶやいた。あの事件の被ひ害がい者しやはみな、人通りのない夜道で突とつ然ぜん襲おそわれている。それとも加害者は今夜だけ気が変わって、襲う人間には事前に声をかけるようにしたのか。

　疑問が生じるだけで考えがまとまらず、京介が煙草たばこに火を点つけた時、外壁の上にいた猫ねこが鳴いた。思考を止めて目をやると、猫は逃にげるように敷しき地ちの内側へ飛び降りていった。ぶ厚い壁かべの向こうで、機き嫌げんのよさそうな猫の声が聞こえる。

　壁の側面、目の高さほどの位置に、拳こぶし大の穴が等とう間かん隔かくに空いていた。穴といっても壁が破損しているのではなく、通気の意味も兼かねた壁の細工のようだった。穴から内部を覗のぞいても、屋敷の中が見通せてしまうわけでもなく、ただ庭の芝しば生ふが見えるだけだった。

　穴の向こう、芝生の上に先ほどの猫がいた。他人の庭なんか覗いてる場合じゃないなと京介は歩き出そうとしたが、猫の動きが気になった。猫は地面に落ちている何かに対し、鼻先を近づけていた。蓋ふたの開いた透とう明めいのパックが落ちていた。パックから零こぼれ、芝の上に転がっているのは、どうやらシュウマイのようだった。

　どうして食べ物がこんなところにあるのだろう。眉を寄せた京介は、次の瞬間、小さく声を上げてしまった。驚おどろいた猫が、シュウマイを一つだけくわえて、どこかへ駆かけ去って行く。京介は壁に顔を寄せ、もう一度芝生の上に転がるものを確かく認にんした。中ちゆう華か料理店で豊花が持ち帰り用に買ったのも、シュウマイだった。単なる偶ぐう然ぜんで、小林家でも誰だれかが同じものを買ったとは考えられる。だとしても、庭先に無造作に置いておく理由が不明だ。芝生の上にある透明パックは、まるでどこかから放ほうり投げられたような有様だった。

　京介は屋敷を見上げた。その位置からベランダや部屋の窓は見当たらず、屋根に近い位置に換かん気き口こうらしき小さな戸があるだけだった。戸は薄うすく開かれていて、隙すき間まから人の顔のようなものが見えた。豊花に似た顔が、切せつ羽ぱ詰つまった表情でこちらを見下ろしている。京介は目を凝こらした。豊花の口が動いた。声は届かなかったが、豊花は何か言葉を伝えようとしているようだった。た、す、け、て。京介が思わず声を返そうとした時、唐とう突とつに豊花の顔が消え、戸は内側から閉ざされてしまった。

　壁に身を寄せ、京介はしばらく考えこんだ。周囲が暗かったせいで、今見たのが本当に豊花だったのか、確信は持てなかった。見み間ま違ちがえならば問題ないが、豊花だった場合、これは何を意味するのだろう。やはり豊花と瑠々は、教官の家へ来ているのか。だったら、夫人はなぜ噓うそをついたのだろう。豊花の口の動きを思い出す。たすけて──やはり、助けて、と言いたかったのか。いくらなんでも、あんな顔をして助けないでくれとは言わないだろう。

　京介はもう一度門の方へ戻もどろうとして、数歩歩いたところで思いとどまった。外壁の一部に、裏口と思われる木戸があるのを見つけた。木戸には鍵かぎがかかっていた。周囲を見回すと通行人は誰もいなかった。木戸の取っ手部分を摑つかみ、一度強く押してみた。二回繰くり返すと、呆気あつけなく鍵が外れて戸が開いた。灰の長くなった煙草を足あし下もとに捨て、踏ふみ潰つぶしながら、京介はもう一度深いため息をついた。
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　これがやはり自分の勘かん違ちがいで、夫人に見つかり不法侵しん入にゆうで訴うつたえられたら。試験の点数をどうにかしてくれと小林教官に直じき訴そするつもりだったと、言い訳するしかないだろう。そんなことを考えつつ、足音を極力忍しのばせて、京介は敷地内へ踏みこんだ。




　玄げん関かん以外の入り口を探し、京介は屋敷の周りを歩いた。半周回って気がついたことは、庭の至るところに大小の花か壇だんが設けられているということだった。季節柄がら、どの土の上にも鮮あざやかな色の花が咲さいており、静かすぎる家を懸けん命めいに賑にぎわせているように見えた。誰が花の世話をしているんだろうと、京介はふと疑問に思った。花壇の中には、雑草が全く見当たらなかった。

　屋敷の裏手に勝手口が見つかった。扉とびらは半開きになっていて、ビニール袋ぶくろにまとめられたごみが、いくつか放置されていた。中身は袋ごとにきちんと分別されているようだった。家事も花壇も、松まつ葉ば杖づえをついたあの夫人の働きだろうか。それとも教官夫妻と娘むすめの茜の他ほか、家族がいるのだろうか。そこで京介は勝手口に進む足を止めた。てっきり小林家は三人家族で、その三人とも現在は健康体ではないものと思いこんでいた。だからこそ、家に忍び込んでも、うまくすれば誰にも見つからずに上階の様子を探さぐれるかもしれないと思ったのだ。

　もしかして、豊花たちを連れて行った娘は、茜の姉か妹なのではないだろうか。そちらの方は怪け我がをしていないので、当然外出も可能で商店街にも行ける。彼女が宮沢に説明した通り、家族の世話や家事をこなしているのはその娘の方だ。彼女が名乗った名前を、宮沢が「茜」と聞き間違えたのかもしれない。

　そうだとすれば辻つじ褄つまが合う。京介は止めていた息を、小さく吐はき出した。小林茜の名をかたる別人の犯行、などという面めん倒どうな事態の可能性はなくなるので、とりあえずは一安心だ。茜以外の娘が、研修生の訪問を嫌いやがる母親に隠かくれて、父親への見み舞まい客を連れてきたのだ。夫人は京介に噓をついたのではなく、単に豊花たちの訪問を知らなかったのだろう。

　少しだけ気を緩ゆるめ、京介は勝手口の奥へ進んだ。すぐ先は台所になっており、明かりの消えた部屋の片かた隅すみで、炊すい飯はん器きが蒸気を上げていた。台所の隣となりには食しよく卓たくが見えた。椅い子すは四脚きやくあり、やはり四人家族だったのかと京介は納なつ得とくしたが、妙みようなことに気づいた。卓上には椅子の位置に合わせて茶ちや碗わんや箸はしが並んでいたが、三人分だった。四脚目の前には、もとより誰も使用する予定がないかのように、何日分かの新聞紙が厚く積まれていた。

　いや、何も奇き妙みようなことはない。京介は首を振ふった。小林教官は療りよう養よう中だ。ここではなく、きっとベッドの上で食事を摂とっているのだろう。暗い廊ろう下かに出ると、一方は玄関の扉で行き止まっており、反対側に二階へ続く階段があった。玄関の扉を見つめ、京介は思い出した。そういえば、インターフォンを押した時に時間をかけて出てきたのは、夫人だった。茜ではない健康な娘はどうしていたのだろう。インターフォンの音が届かない場所にたまたまいたのだろうか。どうでもいいが、「健康な娘」というのはなんだかしっくりこない呼び方だと思ったが、名前を知らないのでどうしようもなかった。

　階段を上ろうとした時、京介は自分の行動の無意味さにようやく気がついた。豊花と瑠々は教官の娘に連れられて、本当に見舞いに来ただけだった。外から見た豊花の怯おびえた顔も口の動きも、事件性を疑っていた京介の目にはそう見えてしまっただけのことだろう。だったらこんな空き巣まがいな行こう為いはやめて、屋や敷しきの外で豊花たちが出てくるのを待っていた方がいい。夫人に見つかって、また睨にらまれるのは気が進まなかった。

　京介が引き返そうとした時、上の階の方から人の声が聞こえた。短いものではあったが、悲鳴のような響ひびきで、豊花の声に似ていた。立ち止まった京介は、肩かた越ごしに階段を振り返った。しばらくそのままの姿勢で息を潜ひそめたが、何も聞こえなかった。上階にも明かりは点ついていないようで、階段の先は暗くら闇やみにのまれていた。

　また勘違いだろうかと京介は自分の耳を疑ったが、近くに誰もいないので確かめようがない。仕方がないので、もう一度階段に向き直り、敢あえて足音を立てて進んだ。誰かに見つかったら玄関が開いていたと言えばいいし、こちらには妹を迎むかえに来たという目的も一応ある。まだそれほど遅おそい時間でもないのに、必死に双ふた子ごの妹を捜さがす兄。傍はた目めにはそう見えて、ずいぶん過保護な家庭と思われるかもしれないが、事実は専制君主的な立場にいる母親に振り回されているだけだ。以前母親が「双子を妊にん娠しんしたと知った時、嬉うれしかった。将来的に使える労働力が二倍になるから」と語っていたことを、京介はうんざりしながら思い出した。

　二階に着き、まっ暗な廊下を見回す。豊花らしき人物のいた戸が見えたのは、外がい壁へき沿いに少し歩いた位置からだった。玄関から離はなれた位置にある部屋だろうと適当に見当をつけ、廊下の奥へと進む。突つき当たりに大きな扉が見えていた。

　右前方にある扉が、音もなく開いた。部屋からやはり足音も立てずに出てきたのは、毛先の整った髪かみを肩に垂らした少女だった。白いシャツと薄うすいピンク色のスカートを着け、年ねん齢れいは京介とほとんど変わらないように見えた。彼女が「茜以外の健康な娘」だろうか。足を止めた京介に、少女がゆっくりと首を傾かたむけた。

「どなたかしら」

「一条豊花の兄です」

「ああ、お見舞いに来てくれた研修生のことね。そういえば、一人の子の方によく似ているわ」

　少女が微笑ほほえみ、静かに後ろへ動いた。スカートの裾すそが緩く揺ゆれた。

「迎えに来てあげるなんて、肉親思いなのね」

　別に、と京介が返そうとした時。今度は左前方にある扉が開き、松まつ葉ば杖づえをついた夫人が現れた。嫌なタイミングだなと、京介はつい口の中で舌打ちをした。

「お母さん」

　夫人に向かって、少女が言った。

「私、この子の血がほしい」

　京介は眉まゆを寄せ、少女を見返した。奇妙な言葉を口にした少女は、全く悪意のない笑えみで母親を見つめていた。お母さん、私、このおもちゃがほしい。そう言っている幼女と何も変わらない眼差まなざしだった。

「いいわよ、茜」

　夫人が答えた。声も表情も柔やわらかく、門のところで京介に見せた表情とはまるで別人のようだった。

「お母さんは茜のためなら、何だってしてあげるわよ」

　言い終えた夫人は表情を急激に変えて京介を睨み、一歩踏ふみ出してきた。そして松葉杖を両手で摑み、大きく振り上げた。

　夫人の突とつ然ぜんの行動に驚おどろき、京介は反応するのが遅おくれた。夫人は体のバランスを崩くずして足をよろめかせながらも、松葉杖の先せん端たんを京介の方へ突き出してくる。松葉杖の砕くだける音が聞こえるほど、頭を強く打たれた。痛みを感じる間もなく、意識が霞かすんでゆく。どういうことだ。茜ってそいつのことなのか。疑問が京介の頭の中で揺れたが、尋たずねようにも、口どころか全身から力が抜ぬけてしまう。

「いつもありがとう、お母さん」

　遠くで母を労ねぎらう娘むすめの声が聞こえた。場ば違ちがいなくらいに、甘えた響きだった。

「私の言うことを何でも聞いてくれて、本当にありがとう」

　意識がなくなる直前に、京介は少女の服装を思い返していた。薄いピンクのスカートと、白いシャツ。宮沢が持っていた花束と同じ配色だ。




　闇やみの中に、無数の光が浮ういていた。

　星。蛍ほたるか。それとも大量の蠟ろう燭そく。もしくは祭りの提ちよう灯ちん。いくつか予想を立て、全すべてまとめて打ち消す。どれも違う。浮いている光は、黄色だのオレンジだの、紫むらさきだの、白だの、全て色が違うのだから。

　じゃあ、一体何なんだと首を捻ひねろうとすると、京介の側頭部はとんでもない痛みを訴うつたえてきた。頭をさすろうとしたが、両手が全く動かない。苦痛に呻うめく京介を無視するように、数々の光はのんびりと瞬またたいていた。なんだかあれに似ている。痛みが治まるのを待ちながら、京介は思った。クリスマスツリーに使われるイルミネーション。そこまで派手じゃないか。そうじゃなければ……花か壇だん。

「茜、他ほかにほしいものはない？　何でも言うのよ。本当に怪け我がはもう大だい丈じよう夫ぶなの？」

　頭の上から女の声が聞こえた。重い目ま蓋ぶたを押し上げ、京介は声のする方向に目をやった。すぐ近くにソファがあり、少女と中年女性が並んで腰こしを下ろしていた。中年女性は少女の方に体を傾け、すがりつくように少女の肩に手をかけていた。

　小林教官の夫人と娘だ。二人を確かく認にんし、その姿が目線より上にあることで、京介は自分が床ゆかの上に倒たおれていることを知った。視線を自分の体へ移すと、両腕を後ろに回されて太い紐ひものようなもので縛しばられていた。手が動かなかった理由が明らかになった。足首も同様に拘こう束そくされ、足の先には豊花や瑠々の姿があった。豊花たちも紐で縛られ、意識をなくしているようだった。

　目を動かせる範はん囲いで確認すると、京介たちが今いる場所は、正方形の大きな部屋のようだった。壁かべ沿いに本ほん棚だなや観葉植物の鉢はちが置かれていることから、誰だれかの私室かと思われた。窓はなかったが、壁の高い位置に、小さな戸があるのが見えた。

「ああ、気がついたのね」

　ソファの上で少女が言った。身動きの取れない体勢で、京介は顔だけソファの方へ戻もどした。茜と呼ばれた少女は、揃そろえた膝ひざの上に手を置いて、京介を見下ろしていた。

「あなたの妹と友だち、ちゃんと帰すつもりだったのよ。でもせっかくお兄さんも来てくれたなら、改めて家族全員で歓かん迎げいするわ」

「家族……」

「そう。母と──」

　傍かたわらにいる夫人に目をやった後、茜は京介の斜ななめ前方を顎あごで示した。

「父よ」

　部屋の中央に低いベッドが置かれていた。ベッドの上には中年の男が、頭をソファの方へ向けて横たわっていた。頰ほおがこけ、乾かわいた唇くちびるを半開きにして眠ねむっている。療りよう養よう中の小林教官のようだが、目をひいたのは顔色の悪さではなく、頭部の半分近くを覆おおう膿うんだ傷だった。傷口は剝むき出しになっており、手当をされた気配はなかった。

「その傷……」

「ひどい怪我でしょう」

　言いかけた京介を遮さえぎるように、茜が言った。

「自じ業ごう自じ得とくなのよ。気にしないでね」

　茜がソファから立ち上がり、ベッドとは反対側へ動いた。

「それよりも、あなたの方も、頭に少し怪我をしているわ。大したことはなさそうだけれど、血が出ている」

「茜、待ってちょうだい」

　立ち上がった茜の姿を追い、夫人が腰を浮かす。夫人の目は茜ばかり追いかけていて、一度も京介を見なかった。京介だけでなく、室内に茜以外の人間がいると気づいているのか、疑わしい目つきだった。

「茜は何もしなくていいのよ。座っていなさい。お母さんがやるから、茜は怪我をしているんだから……」

　足を踏ふみ出した夫人は、松まつ葉ば杖づえを持っていなかった。二歩も歩かないうちに足をくじき、夫人は床の上に倒れた。大きな音が響ひびき、京介の後ろで豊花が小さな呻き声を上げた。

　倒れた夫人は両手をついて起き上がろうとし、すぐに上半身を崩した。そんな行動を何度も繰くり返し、体を床ゆか板いたに打ちつけても、夫人の唇から出てくるのは娘の名前だけだった。何かが奇き妙みようで、京介は息を止めて夫人を見つめることしかできなかった。

「お母さん」

　夫人を見下ろし、茜が言った。ひとり言に近い声量だった。

「お父さんとお母さんの巻き添ぞえになった私の怪我は、もうとっくに治っているのよ。治っていないのは、お母さんたちだけなの。それなのに、いつも心配してくれて、優やさしくしてくれてありがとう。本当は、違ちがうくせにね」

　茜はソファの背後にある背の高い棚たなの方へ移動した。棚の中に並んでいたのは、光だった。赤、黄、白、橙だいだい、黒、その他、十数個の光が棚に収まっている。目を覚ます時に京介が見た光だった。趣しゆ味みで発光する物質でも集めているのだろうか。京介のいる位置からは、光の正体は依い然ぜんとして摑つかめなかった。

「綺き麗れいでしょう」

　茜が京介の方へ歩いてきた。両方の手の中に、赤い光と黒い光を持っている。赤い光は小指の先ほど、黒い光は野球のボールくらいの大きさがあった。近くで見ると、茜の手のひらの上には小ぶりの器うつわがあり、光は器の中に満たされた液体の表面で輝かがやいていた。

「この器はね、特とく殊しゆな術具の一種なの」

　京介の前へしゃがみ、茜は器を床に置いた。

「器の中に人の血を入れると、光るんですって」

「血？」

「そう、血」

　茜は器の横に座りこんだ。京介は二種類の光を見つめ、眉まゆを寄せた。間近にあっても光から熱は感じられなかった。

「器に入れて血が何色に光るのかは、血の持ち主によって違うのよ」

　膝ひざを抱かかえた茜が、赤い光に人差し指を伸のばして言う。茜の顔に光が反射し、頰がうっすらと紅潮して見えた。

「血の持ち主が持っている一番強い属性によって、光の色が決まるの。たとえば黄色は心の優しい色。誰にでも優しい人の血よ。緑は優しさよりも友好の強い色で、紫むらさきは才能のある人の色だったかしら。赤はね、家族を思う色」

　茜が唇をすぼませ、器の光に向かって息を吹ふきかけた。誕生日ケーキの蠟ろう燭そくを消すように。赤い光は呆気あつけなく消え、茜の顔色も本来の色に戻もどる。

「器に入れても、光は永遠に光り続けるわけではないのよ。光の寿じゆ命みようは血をとり出してから、大体三日」

　茜が光のなくなった器を取り上げてひっくり返し、中身を床の上にこぼした。黒に近い液体が、古い板の隙すき間まへ吸いこまれていく。錆さびた匂においを感じ、京介は更さらに眉を寄せた。

「血って、もしかして……」

「家にある赤い光は、今のもので最後だったの」

　問いかけた京介には答えず、茜は棚の方へ視線を戻した。つられて、京介も光の並ぶ棚へ目をやった。色とりどりの光があるように思えたが、言われてみると、確かに赤い色だけはもう見つからなかった。

「赤い光を、また探しに行かないとならないところだったのよ」

　空になった器を手の上で転がしながら、茜が言った。

「でもね、どんな人がどんな色を持っているかは全然わからないの。子供を連れた若い母親を見かけたことがあるわ。とても優しそうな人だった。でも、実際には黒い光だったこともある。外から見ただけでは何色なのか予想がつかないのね。たとえ赤い光を出す属性を持っていても、他の色が強く出てくると消されてしまうこともある。それに色は人の体の中で変わることもあるから、同じ人からいつも赤い光が出るとも限らない。当たりはずれがあって、そう、まるで毎日くじ引きをしているみたいな気分だったわ」

　声を出さずに茜が笑った。京介は茜を見上げ、言った。

「市内で起きている傷害事件の犯人って、あんただったのか」

「傷害事件、だって」

　京介の言葉を繰り返し、茜がまたおかしそうに微笑ほほえんだ。

「大げさ。そういえば、新聞では吸きゆう血けつ鬼きの仕し業わざだとか書かれていたわね。私は通りすがりの人から、少し血をもらっただけよ。この術具に入れて色を確かめたかっただけ」

「あんたは教官の娘むすめで、去年正式な矯きよう正せい術者になったんだろう」

「そうよ」

　いまだ光り続けている黒い光の器に目を細め、茜が答えた。

「術者だから、使いたい術があるから、人の血がほしかったの。人を襲おそった現場の痕こん跡せきも術で消せたし、澱よどみだって自分で消した。だから私の仕業だと言うことはまだ誰にも知られていないわ。用が済めば、あなたたちも記き憶おくを消して帰してあげる」

「そういうことを言いたいんじゃない」

「そういう悪いことを術者がすると、本家から罰ばつせられると言いたいんでしょう。研修で何度も習うものね、『無害な他人を傷つけてはいけません』」

　茜が京介を見て、指先を伸ばしてきた。反射的に京介は避よけようとしたが、体が思うように動かない。茜の指が目の横に触ふれた。茜はすぐに指を離はなした。
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「未来の術者に、教えておいてあげる」

　指先についた京介の血を眺ながめ、茜が言った。

「そんな綺麗な決まりごとを突つきつけられても、人を傷つける術者はいるわよ。術者に限らず、誰だってそう。お父さんとお母さんだって、私が小さかった頃ころはこんなんじゃなかった」

　空の器うつわの中へ、茜が血のついた指を入れる。数秒後、器の口に小さな光が浮うかび上がった。光の色は淡あわい藍あい色いろで、瞬またたき方も弱々しく、どこか寂さびしげな光だった。

「赤くないわ」

　光を見て、茜が呟つぶやいた。

「あなたは肉親思いに見えたのに」

　落らく胆たん気味に茜が吐はいた息で、京介の血から生じた光は消えてしまう。別の器の黒い光だけは、煌こう々こうと不ふ吉きつなまでに強く揺ゆれていた。




　ベッドの上で小林教官が咳せきをした。長い咳だったが、目を覚ます様子はなかった。ソファに近い床の上で、夫人が相変わらず娘の名前を呼んでいる。止まりかかっているオルゴールのように、声は次し第だいに遅おそく、弱々しくなっていくようだった。茜は両親に振ふり返りもせずに、光の消えた器を見つめていた。

　顎あご先を床につけたまま、京介は言った。

「何が目的なんだ」

「何って？」

　茜がスカートを揺らし、立ち上がった。京介の体を迂う回かいし、豊花と瑠々の方へ歩き出す。京介は縛しばられた手首に力を入れてみたが、紐ひもがきつく皮ひ膚ふに食いこむだけで、解ほどける様子は全くなかった。

「血を集めて、光を探して、何がしたいんだ」

「色のついた光を体内へ含ふくませて術を使うと、色の通りの性格に変わることがあるの」

　冷めた目つきで豊花と瑠々を見下ろし、茜が答えた。

「この間、お母さんには子供をしつこいほどに大切に思う光を入れたわ。それから子供には逆らえない色も。だけどそれだけじゃ、家族思いにはならないでしょう。苦労して探した赤い色を、お父さんとお母さんに入れたけれど、色が薄うすかったみたいで、あまり効き目がなかったわ。赤は赤でも、本当に濃こい赤じゃないと駄だ目めみたい」

　豊花と瑠々の間にしゃがみ、茜が続ける。

「この女の子たち、商店街でとても楽しそうにしていた。研修生だというのは、すぐわかったわ。お父さんが仕事の資料は何でも家に持ちこむから、私も写真入りの名めい簿ぼをよく見ていたの。顔と名前を覚えてしまうくらいにね。お父さんは今、私やお母さんのことよりもこの人たちの方が大切なんだろうなって」

「まさか……」

「違ちがうわよ。研修生に嫉しつ妬として、何かしてやろうと思って連れてきたんじゃないの」

　茜は京介に背を向けたまま、笑いを含んだ声で言う。

「この子たちが楽しそうに見えたって言ったでしょう。きっとこの二人の血は、友好の緑の光が出るんじゃないかって思ったの。だけど商店街で血をとるわけにはいかないし、人通りのない道にも行かなさそうだったから、理由をつけて家まで来てもらったの。赤にはまだ遠いけれど、とりあえずお父さんとお母さんには少しでも仲よくしてほしかったのよ。でも……」

　茜が立ち上がり、京介の前へ戻もどって来た。

「家に連れてきて目的を話したら、この子たち、見苦しいほど暴れるんですもの。こうなったのはそっちのせいだって、互たがいに責任をなすりつけあって。他人の喧けん嘩かなんて見たくもないから、黙だまってもらうために気絶させただけ」

「あんたの両親は、そこまでしないといけないほど仲が悪いのか」

「お父さんの頭の傷と、お母さんの足の怪け我が、見たでしょう」

　足を止めた茜が、両親をそれぞれ一いち瞥べつした。

「暴力があったわけじゃないの。私の両親はいつでも互いを無視しあったり、陰いん湿しつな言葉を吐きあうだけ。それだけよ。いつからこうなったのか、私にはもうわからない。気がついた時には友だちの家族と何かが違ちがっていて、家の中で笑うことがなくなっていた。それでいて、お父さんの仕事場や近所や親しん戚せきの手前があるからって、離り婚こんをしないの。会話もないのに毎日同じ食しよく卓たくにつくわ。ひと月前の夕飯の時、お母さんがいつものようにお父さんに嫌いやなことを言った。お父さんは黙って席を立って、わざと強く椅い子すを引いたの。いつものことよ、いつものことだけど、その日はきっと運が悪かったのね。椅子が後ろにあった食器棚だなに当たって、倒たおれた棚の下した敷じきになってお母さんは足を折った。割れたガラスがお父さんの頭に刺ささった。私も少しだけ怪我をした」

　小林教官の傷を改めて見て、京介は息をのんだ。教官は病気で自宅療りよう養ように入ったのではなかった。あの膿うんだ傷は、ひと月の間、放置されていたのか。

「……あんた、何してるんだ」

　静かすぎる茜の表情を見上げ、京介は言った。

「あんたがしないといけないことは、他人の血を集めて妙みような術を使うことじゃないだろう」

「わかってるわ」

　光の溢あふれる棚を見み据すえ、茜が答えた。

「でも、お父さんたちの傷を治したら、また同じことが繰くり返されるわ。そんなのはもう嫌なの」

「だけど、放ほうっておいたらそのうち……」

「お父さんは危ないでしょうね。だけどね、この頃ごろそれでも別に構わないような気もしてきた」

　足元に置いてある黒い光の器うつわを、茜がつま先で軽く突ついた。

「黒はね、人を嫌きらう血の色なの」

　茜はもう一度、器を突いた。黒い光が音もなく揺ゆれた。

「あなたの血は、はっきりしない藍あい色いろだったわね。もっともっと濃くなれば闇やみに近づくけれど、黒には届かない藍色。赤や黄色にも遠いわ。あなたは人を嫌わないでしょう、でも誰だれにも心を開いていないのね。だからそういう色になるの。ひと月前の事故の後、この術を両親に使おうって決めた時、私はまず最初に自分の血を器に入れてみたわ。こんなに親の仲を心配している私なんだから、私から出た光を使えばいいって思った。でも、使えなかった。だから夜道を歩く人を傷つけることにしたの。私の色は、黒だったのよ。お父さんもお母さんも同じだった」

　強く、茜が器を蹴けった。蹴り飛ばされた器は教官のベッドの脚あしに当たり、光と共に粉々に砕くだけ散った。器の破は片へんが夫人の方へ飛んでゆき、夫人がかん高い悲鳴を上げた。

「一いつ緒しよに死んでくれない？」

　静かな声で、茜が言った。数秒経たってから、京介はそれが自分にかけられた言葉だと気づいた。

「他人の血を集めるのは、今日で最後にしようと思っていたの。うまくいかなかったらもうやめようって。でも、一家心中をしても、私たち三人だけではあの世に行ってもつまらないでしょう？　あなたやそこの女の子たちが一緒にいれば、少しは違うかもしれないわ」

「勝手に期待されても困る。そんなことに巻きこまないでくれ」

「そんなこと」

　茜は京介の言葉をまた繰り返し、微笑ほほえんだ。今度は自じ嘲ちよう的な笑えみだった。

「そうね。あなたにとっては、『そんなこと』で片づけられるんでしょうね。そうだわ、あなたのポケットからこんなものが落ちたの」

　京介の前に、白い紙切れが放り投げられた。買い物のメモだ。小さな紙を見下ろし、茜が言った。

「女の人の字ね。あなたのお母さんが書いたの？」

「だったら、何だ」

「私は、今までそんなふうに、親から何かを頼たのまれたことはないわ。頼んだこともなかった。みんな心の中で互いを嫌って文句をつけるだけで、家族であろうとしたことはなかったの。でもね、それが私たちの係わり方だったのよ。どうしてか、心を完全に塞ふさいだり、離はなれたりすることはできなかったの。あなたには、私の気持ちなんかわからないわよね」

　茜が黙り、小林教官が重苦しい咳せきを何度か繰り返した。夫人の悲鳴はやんでいた。

　ぼんやりと棚の光を眺ながめている茜へ、京介は言った。

「おれには、あんたの気持ちはわからない」

「やっぱり」

「今は一人で生活する力がないから、家族のいる家に住んでいる。好きだとか嫌いだとか、正直なところそんなに深く考えたことはない。だから、あんたの気持ちはわからない」

「やっぱり」

「でも」

「でも？」

「色は、体の中で変わることがあるんだろう」

　茜が視線を動かさないので、京介も棚の方へ目をやった。花か壇だんの中で咲き誇ほこる花に似た、光。

「今は黒でも、いつか変わるんじゃないのか」

「あなたはそう思うの？」

「他人のことなんか、わからない」

「曖あい昧まいな藍色の人が言いそうな言葉ね」

　茜が呟いた時、部屋の扉とびらが強く開かれた。飛びこんできたのは同期の研修生、宮沢だった。商店街で一度会っているからか、茜は宮沢の顔を見ても、特に驚おどろいた様子は見せなかった。

　宮沢は茜とは目を合わさず、京介を睨にらんで吐はき捨てるように言った。

「無様な格好だなあ、双ふた子ごの一号」

「よくここがわかったな」

「お前にここの住所を教えたのは俺だぞ」

　床ゆかを苛いら立だたしそうに蹴り、宮沢が鼻の頭に皺しわを寄せる。

「それに、壊こわれた裏口の前に吸い殻がらなんか落ちてたら、澱よどみなんか出る前に、何かあったと気づくのが優ゆう秀しゆうな研修生だろうが」

「よくわからないけど」

「ええい、馬ば鹿か。研修課一の馬鹿」

　宮沢が蹴りかかってきた。

　どこから話を聞いていたのかはわからないが、宮沢の手の中で花束が萎しおれているのが見えた。




　その後、宮沢が研修課へ連れん絡らくをし、小林教官一家は本家へ引き取られた。

　教官夫妻は本家付属の病院へ運ばれた。一ヵ月近く放置された怪け我がの他ほかにも、これまで娘むすめから何度か術を施ほどこされていたせいで、薄うすれてしまった本来の性格を取り戻もどす処置も行なわれるという。茜は罪に問われたようだが、どの程度の罰ばつを受けるのか、京介にはわからなかった。

　夜遅おそく小林邸ていから解放され、京介がわかっていたことはひとつ。もうスーパーマーケットはとっくに閉まっていて、夕飯の買い物は不可能だということだけだった。京介は無事豊花を連れ帰ったものの、家に戻った途端近所迷めい惑わくなんじゃないかと思うほど、母親から激しく怒おこられた。

　そうして一条家の夕飯は、深夜まで営業している中ちゆう華か料理店からの出前となった。届いた品は、吸きゆう血けつ鬼き撃げき退たいラーメンと餃ぎよう子ざだった。




　一週間が経たち、半月が経ち、季節が変わった。いつの間にか、人々の口や新聞記事からは「傷害事件」という言葉が消え、誰だれもが事件そのものを忘れてしまった。その頃ころ中華料理店のメニューには、「吸血鬼」の文字の代わりに「恐きよう竜りゆう」がつけられるようになっていた。市内にある池に恐竜が出るという噂うわさが、街を駆かけ巡めぐっていたからだった。

　ある日の放課後、「恐竜を見つけて写真に撮とって高く売ろう」と言った豊花と瑠々に強ごう引いんに連行され、京介は市街地から離れた道を歩いていた。

　豊花と瑠々は京介の数メートル先でカメラの取り合いをしており、道沿いにある建物には気づいていないようだった。平屋造りの小さな家が、小さな庭と寄り添そうようにして建っていた。

　垣かき根ね越ごしに庭を見て、京介は足を止めた。母親と娘が、小さなスコップで庭の土を掘ほり返していた。母子の間に会話はなかったが、二人はなぜか楽しそうに見えた。少し離はなれた場所に父親らしき人物が立っていて、二人を眺ながめていた。父親からも言葉は発せられなかったが、父親の顔も穏おだやかだった。

　家と庭の間から、来客が現れた。小さな花束を抱かかえた、いがぐり頭の少年だった。少年は花束を自分から数センチ突つき出したり、胸むな元もとに引っこめたり、頭を搔かいたりと、慌あわただしく一人で動いていた。

　やがて少年が娘に向かって勢いよく花束を差し出すと、一家三人の顔に、ほぼ同時に笑えみが浮ういた。

　京介はひとつだけ息を吐き、歩き始めた。庭の片かた隅すみに、赤い花が揺ゆれていた。
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白玉一号の世界征せい服ふく物語　第四章

　小しよう精せい霊れいの村ではのんびりと日々が過ぎていましたが、外の「世界」ではあっという間に一年が過ぎてしまいます。気がつけば、もう十二月です。白玉一号は拾ってきたコタツでぬくぬくと暖まっていましたが、ふと元がん旦たんに掲かかげた「今年中に世界征服をする（できれば）」という目標を思い出し、慌てて街へ繰くり出しました。

　ちょうど大おお晦日みそかの夜でした。大通りには、初はつ詣もうでに向けてたくさんの人々がひしめいています。何て征服しやすそうな光景でしょう。ほくそ笑みながらも、ついつい年とし越こし蕎麦そばや甘酒の店に目を奪うばわれる白玉一号です。

　蕎麦屋のごみ捨て場で白玉一号が機き嫌げんよく転がっていると、すぐ近くから子供の泣き声が聞こえてきました。白玉一号が顔を上げると、蕎麦屋の子供が膝ひざを抱えて泣いているところでした。

「あなたは誰？」

　ごみを漁あさる白玉一号に気づき、蕎麦屋の子供が不ふ審しんそうに呟つぶやきました。揚あげ玉の妖よう精せいみたいなものです、と白玉一号は答えました。適当な返答を出せるのは、母親譲ゆずりです。

　蕎麦屋の子供は大して訝いぶかった様子もなく、「そう」と俯うつむき、話し始めました。

「うちはお蕎麦屋だから、みんなずっと忙いそがしい。年越しそばの準備に追われて、ずっと構ってくれない。おせち料理も作ってくれないかもしれない」

　そう言って、蕎麦屋の子供はまた泣き始めました。せっかくの夕食の場が途と端たんに辛しん気きくさくなってしまい、白玉一号は困ってしまいました。「これはデザートに」と思って取っておいた海老えびの天ぷらの尻尾しつぽなどを差し出しても、子供は一向に泣きやみません。

　仕方がないので、白玉一号は自分の偉い大だいなる野望を語ってやることにしました。白玉一号は「大だい丈じよう夫ぶです」と胸を叩たたいて言いました。

「近々、素す敵てきな小精霊による世界征服が起こります。そうなったら、素敵な小精霊は『蕎麦屋は子供に惜おしみなくおせち料理を与あたえること』という法律を作るでしょう。だから大丈夫です」

「素敵な小精霊って、もしかして……」

　子供が涙なみだを止めて瞳ひとみを見開いた時でした。蕎麦屋の方から割かつ烹ぽう着ぎを着たおばさんが現れて、子供に笑いかけました。

「こんなところにいたの？　探したわよ。お店の仕事がやっと終わったから、ごはんにしましょう。その後、おせち料理やお雑ぞう煮にも作るから、手伝ってね」

　そこでおばさんは子供の前にいる白玉一号を見ると、更さらに大きく微笑ほほえみました。優やさしそうなおばさんでした。太めなところは、ふるさとにいる大玉母号を何となく思い出させます。白玉一号も笑みを返しました。うまくすれば子供の友だちと勘かん違ちがいされて、一いつ緒しよにおせち料理にありつけるかもしれません。

　おばさんは白玉一号に手を差し出して、言いました。

「ラッキー、大きなお餅もちが落ちているじゃない」

　白玉一号はおばさんに摑つかまれて、雑煮の鍋なべの中へ放ほうりこまれました。白玉一号の放った絶ぜつ叫きようは、除じよ夜やの鐘かねと見事なハーモニーを奏かなでるのでした。

　そうして年は暮れ、新たな歳月が巡めぐり始めます。

　偉大なる目標を果たすその日まで、白玉一号はこれからも羽ばたき続けます。
























　十二月三十一日のことだった。

　その日一条京介は、家族によって朝早くから自宅の台所に閉じこめられていた。翌日に迫せまった元旦に備え、おせち料理を作らされたのだ。一条家は京介を含ふくめて五人家族であるが、準備した料理は十二人前。家族内に、一人で何人前も平然として食べきる人間が多数いるせいだった。

　日が沈しずんだ頃ころようやく一段落つくと、今度は年とし越こし蕎麦そばを茹ゆでさせられた。蕎麦の量も十二人前で、気がつくと、つけ合わせの天ぷらまで揚あげさせられていた。おれは料理人じゃない。台所の中、途と絶だえることのない湯気に向かって、京介は何度か呟つぶやいた。居間の炬こ燵たつでくつろいでいる家族は、誰だれも聞いていなかった。テレビの中では歌合戦やら格かく闘とう技ぎやらが、忙せわしなく映像をちらつかせていた。

　夜も十一時を回った時だった。ようやく全すべての炊すい事じから解放され、自室の床ゆかに京介が倒たおれていると、部屋の中に双ふた子ごの妹豊花が飛びこんできた。四人前の年越し蕎麦と海老えびの天ぷら七尾びを一人で食べた豊花は、とても機き嫌げんのよさそうな顔で「初はつ詣もうでに行こう」と誘さそってきた。「初詣に行って、合格祈き願がんをしよう」大おお晦日みそかのせいか、エネルギー過多のせいか、豊花はいつもの四倍くらい活力に満ち溢あふれた瞳で宣言した。

　京介と豊花は現在中学三年。年明けには高校受験を控ひかえている。そして学校とは別に、京介たちは光流脈矯きよう正せい術者という特とく殊しゆな職業の研修中でもある。受験シーズンとほぼ同時期に研修修しゆう了りよう試験があり、これに合格すれば正式な矯正術者として認められる。豊花の言う「合格祈願」の対象は、当然この両者のことだった。

　朝からの労働で京介は疲つかれていたので、「一人で行け」と答えた。どうせ明日になれば、餅を十二個焼けだの、おせちは飽あきたからピザを焼けだの、家族からまた扱こき使われることはわかっている。だからさっさと体を休めたかった。しかし豊花は、京介の体に上着やマフラーや、必ひつ須す携けい帯たい術具の一種、玲れい洗せん樹じゆの枝を勝手に押しつけて、外出支じ度たくをととのえた。「早く行かないと除夜の鐘が鳴り終わっちゃう」と京介の腕うでを引いた力もまた、いつもの四倍くらい強かった。京介は全く抵てい抗こうできないまま、夜道へと引きずられていった。

　十二月三十一日。あと一時間足らずで今年という一年が終わる。そういえば今年は西せい暦れき何年だったか。夜空を見上げてふと考え、考えてはみたものの意味を見出みいだせず、京介はため息をついた。




　豊花が京介を引きずっていった場所は、市内にある虹原寺だった。市内最古の歴史を誇るこの寺が、毎年の元日には万単位の参拝客で賑にぎわうことは、京介も一応知っていた。だが実際にその人ごみの中へ身を投じることは、初めてだった。京介と豊花が虹原寺に辿たどり着いた時、すでに門の外まで参拝客が溢れており、境内から漏もれ出た照明と喧けん騒そうが、辺り一帯を昼間のように彩いろどっていた。

「すごい人出、さすが初詣」

　頰ほおを紅潮させた豊花が、京介の腕を嬉うれしそうに何度も引いた。京介は目の前にそびえる寺の門をぼんやりと見上げた。門の先には石いし畳だたみの道が百メートルほど真っ直すぐ続き、本堂へといざなっていた。石畳の上には大勢の人間がひしめき、自分の前に果たして何人の頭があるのか数える気すら起こらない。至るところに制服の警官が立ち、拡声器を片手に参拝客の列を整えている。長い長い行列は、一歩を進むのに何分もの時間をかけ、ゆっくりと動いていた。

「あそこで破は魔ま矢やを持って暴れているの、お隣となりのおじいさんだわ」

　遠くにいる誰かに向かい、豊花が大きく手を振ふった。京介たちの前後左右で列を形成している人々は、ほとんどが家族連れのようだった。あちらこちらから、談だん笑しようする声や赤ん坊ぼうの泣き声が聞こえてくる。寺のどこかに鐘しよう楼ろうがあるのか、時折響ひびく鐘かねの音が低く鼓こ膜まくに浸しん透とうする。

　料理のしすぎで右手が痛く、普ふ段だんのように煙草たばこをくわえる気力もない。直立したまま京介がつい眠ねむりかけていると、傍かたわらから頭を強く叩たたかれた。目を開けると、頰を膨ふくらませた豊花が京介を睨にらんでいた。

「これから合格祈願をするっていうのに、眠ねむったりしていたらばちが当たるわよ」

「他ほかにすることがないんだ」

「することならいっぱいあるわよ。ほら」

　豊花がまた京介の腕を引き、注意を促うながした。石畳の周辺には多数の出店が軒のきを連ね、祭りに似た背景を作っていた。お好み焼き、たこ焼き、わたあめ、りんごあめ、その他諸もろ々もろ。それぞれの店の前には行列に負けないほどの人が群がり、様々な食品のにおいが境けい内だいに満ちていた。

「ねえ京介。並ぶことも、お参りをすることも、全ては体力勝負だと思わない？」

　すでに「じゃがバター」の出店に釘くぎづけになっている豊花が、鼻息荒あらくそう言った。

「目標は全店制せい覇は。優良なエネルギーを摂せつ取しゆして、日本一優良な初詣をする。おみくじだって絶対日本一の大だい吉きちを出すの」

　わけのわからないことを口走るやいなや、豊花が京介の上半身に摑つかみかかってきた。上着のポケットが破れる音が聞こえ、次の瞬しゆん間かんにはポケットに入っていた財さい布ふが、豊花の手の中へ移動していた。京介がまばたきをする暇ひまもなく、豊花は出店に向かって駆かけ出していた。「京介はそこで順番待ちをしているのよ」と叫さけぶ声が遠くなる。

　初詣に連れてこられた理由を今いま更さらながらに理解し、京介は肩かたを落とす。鐘の音が長く響いていた。




　並ぶこと、およそ三十分。ようやく列は、賽さい銭せん箱ばこに投げ入れられる硬こう貨かの音が聞き取れる場所まで進んだ。豊花は出店で何か買い、行列に戻もどってそれを平らげ、また列を飛び出すという行こう為いを慌あわただしく繰くり返していた。冬ごもりの準備をするリスみたいだなと、何十回目かの欠伸あくびをしつつ京介は感想を抱いだいた。もっともリスは、ここまで雑食じゃないだろうが。今、京介の隣にいる豊花は、両手に持ったチョコバナナとイカ焼きへ、交こう互ごに食いついていた。

「あらあ、京介くんと豊花ちゃんじゃありませんかあ」

　本堂の方から引き返してくる群れの中から、呼びかけてくる者がいた。派手な振り袖そで姿だったので京介は一瞬わからなかったが、同期の術者研修生樋名谷瑠々だった。

「どうもお、今年はお世話になりましたあ」

　京介たちの前に歩み出てきた瑠々が、勢いよく頭を下げた。結い上げた髪かみの飾かざりや着物の袖が、声に合わせて不規則に揺ゆれた。日ひ頃ごろから間延びした喋しやべり方をする瑠々だが、今日は声に一段と締しまりがなかった。

「瑠々、あんたちょっと、お酒くさいんじゃない？」

　チョコバナナから唇くちびるを離はなした豊花が、鼻の穴を動かして顔をしかめた。唐とう突とつに頭を上げた瑠々の顔は見事な桃もも色いろに染まり、緩ゆるんだ口から漏れる息からも、確かに酒のにおいがした。

「この先に、甘酒の屋台が出ているんですよお。普ふ通つうの甘酒とちょっと違ちがって、なんだかとっても美味おいしいんですよお」

　瑠々が腕を上げ、本堂の先を指さした。そんな動作だけで足あし下もとがよろけ、瑠々が体勢を崩くずす。瑠々は持っていた玲れい洗せん樹じゆの枝にすがりつき、げらげらと笑った。外出時に術具を携けい帯たいすることは術者研修生の常識であるが、瑠々の笑い方はかなり常じよう軌きを逸いつしているようだった。

「そうそう、それから、掏摸すりが多発しているみたいですねえ。お財布がないとかあ、指輪がなくなったとかあ、騒さわいでいる人が何人もいましたからあ」

　玲洗樹の枝ごと、瑠々が京介の方に倒たおれかかってきた。京介が瑠々の体を反対側へ押してやると、バランスを取り戻した瑠々は「あけましてありがとうございます」という妙みような礼を述べた。

「だから、京介くんたちも気をつけて下さいねえ。まあ、取られて騒ぐほどのお金は、持っていないと思いますけれどお」

　瑠々は着物の袖を振り回し、「来年も仲よくして下さいねえ」と言って去って行った。行列の後方で誰だれかが瑠々にぶつかられたらしく、悲鳴が聞こえた。

「掏摸だって」

　瑠々の後ろ姿を見送りながら、豊花がイカ焼きの足を食いちぎった。

「この人ごみだもの、警官も手が回らないのかもね。京介も、ぼうっとしていないで注意するのよ。どこに潜ひそんでいるかわからないんだから」

　返事の代わりに京介はため息をついた。おれが一番注意をしなくてはならない相手は、今隣にいる。口に出しても無む駄だな気がして、京介は黙だまって足下に視線をやった。

　ふと、地表付近の空気が動いたように感じた。膝ひざくらいの高さを、小さな影かげが動いていた。影は目では追いきれない速さで列の間を抜ぬけ、どこかへ消えてしまった。

　何だろう。京介はゆっくりとまばたきをした。子供にしては、少し小さすぎる。参拝客の連れてきた犬か何かが逃にげたにしては、動きが敏びん捷しようすぎる気もした。
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「京介。あれ、見て」

　耳元で豊花が鋭するどく囁ささやいた。思考を止め、京介は顔を上げた。口をチョコレートで汚よごした豊花が、本堂の方角を顎あごで素す早ばやく示す。声も仕し種ぐさも周りの人間を憚はばかるものであり、実際、京介の周囲で険しい顔つきをしているのは豊花だけだった。

　豊花の示す方向へ目をやり、京介はもう一度意識的にまばたきをした。本堂の裏手の暗がりから、青白い光が漂ただよっているのが見えた。

　矯きよう正せい術者の訓練を受けた者にしか視覚できない色。大地の澱よどみを表す光だった。

　たとえば生きものが強い悪意を抱いだいている場合、地中に存在する特とく殊しゆな力・光流脈が機能低下を起こし、その土地には「澱み」と呼ばれる修復箇か所しよが生じる。京介や豊花が目指している矯正術者とは、澱んだ土地の浄じよう化かをする専門職だ。

「年明けまであと十五分……。今年最後の澱みかもしれないわね」

　片手で術具を、別の手で京介の手首を強く握にぎり、豊花が呟つぶやいた。矯正術者の研修生は、通常、研修課から課題として与あたえられた場所の澱みを浄化し、評価を受けている。研修生が自ら澱みを見つけて対処することは、滅めつ多たにない。滅多にないゆえに、成功すれば好成績がもらえるかもしれないと豊花は睨んだのだろう。澱みを見つめ、豊花は不敵な笑えみを浮うかべた。

「わかったわ。さっき瑠々の言っていた掏摸が、あそこに隠かくれているんじゃないかしら」

「さあ」

「絶対そうよ。隠れたって無駄なんだから。大おお晦日みそかの研修生を甘く見るんじゃないわよ」

　豊花がまた意味不明なことを叫さけび、京介を引っ張って行列を飛び出した。

　目まぐるしく通り過ぎる景色の中、寺の関係者が本堂の手前にある大きな板を撤てつ収しゆうしている様子を、京介は見た。板には絵が描かかれていた。今年の干支えとを表したものらしい。あと十五分で終わる年は、申さる年どしのようだった。

　行列の後方で喧けん嘩かでもあったのか、何人もの警官が京介と豊花とは別方向へ走っていった。




　本堂の裏手に回り、数分ほど走った。喧けん騒そうや出店の明かりが一いつ切さい届かない場所に、澱みの色は揺ゆらめいていた。境けい内だいの片かた隅すみにある小さな建物全体が、青白い光で包まれている。

　暗がりの中で単なる物置かと思えた建物は、よく見ると、屋根や柱に手のこんだ細工が施ほどこされていた。建物の傍かたわらには低い石せき碑ひが立ち、「虹原寺宝ほう物もつ殿でん」と記されている。

　その宝物殿の前には、いかにも不ふ審しんそうな人ひと影かげが二つあった。しゃがみこみ、扉とびらに向かって何やら手を動かしている。懐かい中ちゆう電灯を持っているらしく、ささやかな光の輪が、やはり不審にうごめいていた。

「そこまでよ、神聖な初はつ詣もうでの場所をけがす悪人め」

　年とし越こし蕎麦そばと出店メニューの相乗効果か、豊花の怒ど鳴なり声はいつもの八倍くらい大きかった。反射的に京介は耳を塞ふさいだが、あまり効果はなかった。二つの人影が肩かたを震ふるわせ、同時にこちらを振ふり返った。どちらも大おお柄がらな若い男だった。

「掏摸すりだけじゃ飽あきたらず、宝物殿も漁あさるつもりね。警備が手て薄うすな隙すきを狙ねらったつもりだろうけれど、あたしたちからは逃のがれられないわよ。何たって来年は、正式な術者になっちゃう優ゆう秀しゆうな人材なんだから」

　驚おどろいた男たちが目を見開いていたのは、ほんの数秒だけだった。駆かけつけてきたのが警官でないことを知って安心したのか、現れたのが頭の悪そうな中学生だと知って不快だったのか、二人の男は鼻を鳴らして立ち上がった。

「何だよ、この同じ顔をしたガキは。掏摸って何のことだ」

「さあな、ヒーローごっこでもしてるんじゃねえの？　遊びは終わりにして、子供はさっさと帰って寝ねろ。そしてお年玉の期待でもしていろや。俺たちのお年玉は、宝物殿の宝だけどな」

　男たちが笑い声を上げると、豊花の頰ほおがみるみるうちに膨ふくらんだ。一条家では父親の肩を七万回くらい叩たたいたり、母親の晴れ着を八時間くらいにわたって絶賛したりしないと、お年玉はもらえない。しかも運よくもらえたとしても、煙草たばこひと箱を買えるか買えないかという実に慎つつましい金額だった。

「悪人め。あんたたちなんか罰ばつとして、あたしの代わりに父さんの肩叩きをさせてやる」

　唸うなり声と共に、豊花が玲れい洗せん樹じゆの枝を強く握りしめた。

「覚かく悟ごしておきなさいよ。あれは肩叩きなんていう可愛かわいらしい言葉じゃすまされない。父さんの脂し肪ぼうと筋肉のコラボレーションはものすごいんだから。労働をして金銭を手に入れる尊さを思い知るがいいわ」

　お前は知っているのかと京介は尋たずねたくなったが、面めん倒どうなので黙だまっていた。京介の横を通り抜ぬけ、豊花はすでに泥どろ棒ぼう二人組に向かって駆け出していた。

　男たちも面倒くさそうな顔で「どうするよ」と囁き合っていた。一人が「少し脅おどしてやればいいだろう」と言うと、もう一人も頷うなずいた。そして二人は背後に隠していた武器を、同時に豊花へ突つき出した。二本の包丁だった。

　急停止した豊花が、慌あわただしく戻もどって来た。豊花は京介の背後に回り、京介の体を男たちの方へ押し出した。

「そんな台所で使うようなただの包丁なんて、ちっとも怖こわくないんだから。京介がばきっと叩き折っちゃうんだから」

　京介の背中にびったりとくっついたまま、豊花が叫んだ。

「京介、あんたは今年不良と喧嘩ばっかりしていたけれど、これを機に心を改めるのよ。今後、自分の力は悪人退治のためだけに使うと、この場で新年の誓ちかいを立てるの。そうすれば神様が感心して、合格祈き願がんも叶かなえてくれるわ」

　盾たてを掲かかげて前進する機動隊のごとく、豊花は一歩ずつ京介を押し出した。そのたびごとに、京介の前に男たちの包丁が迫せまった。顔を見合わせた泥棒二人組が「さっさと片づけようぜ」と言い、こちらに向かって歩き始めた。

　ため息をつきながらも応戦しようとした時、包丁の切っ先を見つめて京介は眉まゆを寄せた。包丁──台所で使うようなただの包丁。妙みような寒気が背筋を這はい上がり、京介の右みぎ腕うでは固まってしまった。

　朝から台所に閉じこめられ、料理ばかりやらされた。湯気にまみれた自分の姿を思い出し、京介は呻うめいた。料理。そう、包丁をずっと握にぎっていた、だから右手が痛むのだ。首を横に振り、京介は項垂うなだれた。今日はもう包丁は見たくない。包丁は勘かん弁べんしてくれ。遠くから鐘かねの音が響ひびき、京介の疲ひ労ろうを重く増ぞう幅ふくする。不覚にも全身から力を抜いた京介に、豊花が「ちょっとどうしちゃったのよ」と声を裏返して叫ぶ。

「今いま更さら助けを呼んだって無む駄だだぜ。警官は人ごみの整理で忙いそがしいだろうからな」

　男たちの足音が、すぐそばで聞こえた。




「みなさん、こんなところで何してるんですかあ」

　間延びした声が、宝ほう物もつ殿でん周辺の張りつめた空気をかき乱した。京介はゆっくりと顔を上げた。京介を揺ゆさぶる手を止めて、豊花も現れた闖ちん入にゆう者しやに目を丸くした。

「あんた、まだ帰ってなかったの？」

「帰るわけないじゃないですかあ。今夜は年に一度の大おお晦日みそかですよお。二度あったら大変ですしい」

　本堂の方から現れた瑠々は、先ほどよりも更さらに赤い顔で着物の袖そでを振り回していた。瑠々から漂ただよってくる酒くさい空気のせいで、京介の意識はほんの少しだけ引き締しまった。警官は来なくても、酔よっぱらいが来てしまったようだ。

　また変なガキが出たと嫌いやそうに言った男たちへ、瑠々は「どうもお」と大きく頭を下げた。

「遊んでいるなら、わたしも混ぜて下さいねえ。わたしは深窓の令れい嬢じようなので、酔いをさましてから家に帰らないと、怒おこられてしまうんですよお。お年玉の金額を減らされてしまうかもしれないのでえ。五十万円から四十万円に。大問題ですねえ」

　泥棒二人組と、それからなぜか豊花が三人同時に「ふざけるな」と怒ど鳴なった。瑠々は大笑いを返した後で、「よっこらしょ」と言って玲洗樹の枝を構えた。

「ふざけていませんよお。わたしは首席の研修生ですからねえ」

「この酔っぱらいが。そんな棒きれで俺たちに刃は向むかおうって言うのか」

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ」

　満面の笑えみを浮うかべた瑠々が、のんびりと呪じゆ文もんを唱えた。

「丑うしから羊へ風圧増加。一間前方対象、軽度粉ふん砕さいの後、戌いぬへ沈しずめ」

　呪文の最後には、けらけらけらという笑い声も入った。京介はため息をつき、とりあえず豊花の腕を引いてその場に伏ふせた。

　術具の先から強風が発生し、泥棒二人組を遥はるか遠方へ吹ふき飛ばした。強風は宝物殿をも襲おそい、頑がん丈じようそうな扉とびらが南なん京きん錠じようと共に粉砕される。豊花が何かを叫さけんだが、風の音でかき消されてしまう。

　風がやみ、鐘の音が戻って来た。鐘の余よ韻いんが消えると、辺りは静せい寂じやくに包まれた。京介は立ち上がり、上着についたごみを払はらった。突とつ風ぷうが境けい内だいの隅すみで巻き起こったのは、ほんの十数秒。本堂の方から誰だれかが駆かけつけてくる様子はなかった。

　よほど楽しかったのか、瑠々は一層大きな笑い声を上げて、もと来た道を千鳥足で引き返していった。何度か振ふり返って「よいお年を」と手を振るので、その都度茫ぼう然ぜんとした顔の豊花が手を振り返していた。

「宝物殿、術で直さないとね……」

　豊花がゆっくりと起き上がり、半はん壊かいした建物に向き直る。そこで京介は気がついた。泥どろ棒ぼうがいなくなったのに、澱よどみの光がまだ消えていない。青白い輝きは、内部が丸見えになった宝物殿の奥で色いろ濃こく揺れていた。

「中に誰かいるの？」

　同じことに気づいたらしい豊花が、内部に向かって鋭するどく叫んだ。途と端たん、奥の方で何かが崩くずれる音と、悲鳴じみた小さな声が聞こえた。京介は男たちが落としていった懐かい中ちゆう電灯を拾い、破壊された扉の先を照らした。光を受けた仏像や台座や、その他正体のわからない「宝物」の中で、影かげが動いた。影はぬいぐるみほどの大きさであったが、京介たちを見ると怯おびえたように震ふるえた。小さな動物だった。

「サル……？」

　その外見を目にしたままに豊花が呟つぶやくと、動物は「もきっ」と短く鳴いた。

「どうしてサルがこんなところにいるのよ」

　宝物殿の内部へ踏ふみこみ、豊花がサルに手を伸のばした。サルは暴れる素振りを見せたが、あっさり豊花に尻尾しつぽを摑つかまれた。小さな両手いっぱいに何かを抱かかえていて、うまく動けないようだった。

「見み逃のがして下さいっす」

　サルは両目を潤うるませて、京介と豊花の顔を交こう互ごに見た。

「今年は今日で終わっちゃうんっす。だから許して下さいっす」

　サルが喋しやべった、と京介と豊花が同時に呟くと、サルは「サルじゃないっす」と声高に言い返してきた。

「外見はサルに似ているけれど、おいらはれっきとした小しよう精せい霊れいの一種っす。名前は『干支えと九号』というっす」

「あんた、小精霊なの？」

　豊花が目をしばたたいた。小精霊とは、古代の日本に多数存在した生きものの名めい称しよう。現在では数が少ないうえ、ほとんど人前に姿を現さないという。京介や豊花の前に時々現れるものが一匹ぴきいるが、白玉一号という名前の小精霊はバレーボールに似た形をしていた。

「ふうん、サルにそっくりなやつもいるのね」

　豊花が感想を漏もらし、珍めずらしそうにサルの尻尾を引っ張った。干支九号が「もきーっ」と喚わめき、弾はずみで両手に抱えていた物が床ゆかに落ちた。

[image: ]

　京介の足下に、サルの落とし物が転がってくる。目を留め、京介は率そつ直ちよくに首を捻ひねった。革かわ製せい、ビニール製、がま口など、様々な種類の財さい布ふが十数点。これまた様々な形の指輪や、高級そうなアクセサリーがいくつか。サルはもとより、人間ではない小精霊が持つには、いささか不似合いな品々だった。豊花の手から逃にげ出した干支九号は、慌あわてた手つきでそれらをかき集め、京介と目が合うと、更さらに慌てふためいた様子で目を逸そらした。

「もしかして……」

　豊花が口走り、再び干支九号の尻尾を摑んだ。干支九号が鳴き、拾ったばかりの財布がまた床の上を転がった。

「人ごみで掏摸すりをやっていたのって、あんたなんじゃないの？」

　京介も、行列の中で見た不ふ審しんな影のことを思い出した。人間の膝ひざほどの高さしかない小さな影。目の前にいる干支九号と、ほぼ同じ大きさだ。

　干支九号は「もきゃあ」と悲鳴を上げ、涙なみだを溜ためた瞳ひとみで豊花を見上げた。

「だから見逃してくれと頼たのんでいるっす。今日は大おお晦日みそかなんっすよ」

「それが何よ、ちっとも理由になってないわよ。澱みの原因はあんただったのね」

　眉まゆをつり上げた豊花が、干支九号の口の中に拳こぶしを突つっこんだ。見ているだけで頭ず蓋がい骨こつが痛くなり、京介は豊花から一歩下がった。

「どうせあんたも白玉一号の仲間で、世界征せい服ふくとか企たくらんでるんでしょう。どいつもこいつも腹の中はまっ黒なくせに、悪事がばれたらぶりっこしてごまかすんだから」

「違ちがうっす、おいらの仲間はそんな大それたことは企んでいないっす」

　豊花の手の中で暴れながら、干支九号が必死の形相で答えた。小さな顎あごが全開になり、今にも外れそうだった。

「おいらたちは、十二匹ひきの小精霊で結成した『チーム・ザ・干支』の活動を、細々と続けているだけっす。世界征服なんて考えたこともないっす」

「何よ、その変な名前は」

　干支九号から拳を抜ぬき、豊花が目を細める。干支九号はしばらくの間「あがあが」と顎をさすっていたが、小さく息を吐はいて言った。

「『チーム・ザ・干支』のメンバーはみんな、十二支の動物に似た外見をしているっす。一年につき一メンバーが活動をする交代制で、その年の干支に似た小精霊が、一年間虹原市に滞たい在ざいするっす」

「そういえば、今年は申さる年どしだったわね」

　豊花の言葉に干支九号は頷うなずき、サルらしい仕し種ぐさで頭と尻しりを搔かいた。

「それで市内に滞在して、あんたたちは何の活動をしているのよ。掏摸は違うの？」

「それは……」

　両手の人差し指をつつき合わせ、干支九号が歯切れの悪い口調で答える。

「……おいらたち、見た目は干支と変わらないじゃないっすか。だから、その年はわりと人間からありがたがられて、可愛かわいがられるんっすよ。街をうろついていれば、食べ物やお賽さい銭せんをもらえることもあるんっす。つまり……」

「つまりあんたたちのグループは、自じ堕だ落らくな詐さ欺ぎ集団ってことね」

　豊花に再度尻尾しつぽを引っ張られ、干支九号は悲鳴混じりに「詐欺じゃないっす、勘かん違ちがいを誘ゆう発はつしているだけっす」と答えた。

「じゃあ、この財布や貴重品は何なんだ」

　床に落ちた盗とう品ひんを拾い、京介は干支九号に尋たずねた。話を聞いた限りでは、彼らの活動は人間から何かをもらうだけの、ひたすら受動的なものに思える。人ごみで暗あん躍やくして金品を奪うばう行動は、細々とした活動とは言えない気がした。

「それはっすね……」

　洟はなをすすった干支九号が、京介の持つ財布を横目で眺ながめながら言った。

「大晦日である今日は、今年の当番だったおいらの仕事納めの日なんっす。おいらたちは一年間の役目を終えると、その年の収しゆう穫かくを本部に持ち帰る決まりになっているんっす。だけど実はおいら、今年の元がん旦たんから今日までうっかり居い眠ねむりをしてしまって、全く活動していなかったんっす」

　豊花が「すごい怠たい慢まん、京介みたい」と感想を述べたので、京介はきっぱりと首を横に振ふった。京介も一年中眠っていたいと思うことは何度もあるが、それを許さない人間が周囲に何人もいる。自分よりも、このサルもどきの小しよう精せい霊れいの方が少しは幸せだろうと思った。

「活動をしていないということは、収穫はゼロなんっす」

　狭せまい肩かたをがっくりと落とし、干支九号が続けた。

「このまま手ぶらで帰ったら、他ほかの仲間に怒おこられるっす。特に来年当番の『干支十号』のくちばし攻こう撃げきは、めちゃくちゃ痛いっす。それでこの寺の人ごみを見た時……つい出来心を起こしてしまったんっす」

　干支九号の両目から涙が流れた。

「ごめんなさいっす。悪気はなかったんっす。みんなに怒られてチームを追い出されるのが嫌いやだっただけなんっす。そうなったら、また人間の街へ来ることができなくなるっす。おいらは人間が好きなんっす。優やさしいし、勘違いしやすいし。それで掏摸はしたけれど、このまま帰るのもやっぱりできなくて、どうしようって、ここに隠かくれて悩なやんでいたところだったんっす」

　豊花は神しん妙みような顔で干支九号の尻尾を放し、床ゆかに置いた。懐ふところが寂さびしくてつらい気持ちはよくわかっているせいか、京介には、豊花の手つきに同情心が溢あふれているように思えた。

「事情はよくわかったわ」

　干支九号の前にしゃがみ、豊花が言った。豊花は京介の手から貴重品を取って、干支九号に突き出した。

「掏摸すりが駄だ目めなんだってわかっているなら、すぐに返してくるのよ。みんなそれぞれに願い事があって初はつ詣もうでに来た人なんだもの、お賽銭ができなくて困ってるはずだわ」

「わかってるっす、本当にごめんなさいっす」

「あんたの収穫は、あたしが何とかしてあげるから……大した量はあげられないけれどね」

　豊花は自分のポケットから財さい布ふを取り出し、干支九号に向かって頷いて見せた。

「サルと言えばバナナかしら。出店で売っていたチョコバナナ、結構おいしかったの。それでもいい？」

「ありがとうございますっす。バナナは好物っす」

　干支九号の瞳ひとみから、今までの中で一番大きな涙なみだが零こぼれた。

「最悪の大おお晦日みそかだと思っていたけれど、おいらは今とても幸せっす。一年の最後にこんな親切な人間と出会えたんっすから」

「馬ば鹿かね、幸せなら泣いたら駄目よ」

　豊花と干支九号が強く抱だき合った。

　それ、おれの財布なんだけど。京介の呟つぶやきは誰だれにも聞こえていないようだった。




　チョコバナナを抱かかえた干支九号を真ん中にして、京介と豊花は本堂の方へ戻もどった。参拝客の行列は、京介たちが抜ぬける前の倍近くに膨ふくれ上がっていた。人の笑い声、除じよ夜やの鐘かね、警官の吹ふく笛の音で、京介は呼びかけてくる豊花の声が聞き取れない。若者のグループが時計の秒針に合わせて、大きな声で年とし越こしのカウントダウンを叫さけんでいる。豊花はどうやら「あと一分で年が明けるわ」と言っているようだった。

「そろそろお別れっす」

　人の群がる屋台の前で立ち止まり、干支九号が京介たちを見上げた。小さな手を伸のばし、握あく手しゆを求めてくる。何の意味があるのかはわからなかったが、京介は黙だまってサルの手を握にぎり返した。

「活動は一年ごとの交代制って言ってたわね」

　干支九号の手を握り、豊花が言った。

「次の当番の時、またこの街に来るんでしょう？」

「もちろんっす。十何年も先のことっすけど、その時は大量の収穫を稼かせげるように、今から修行をしておくっす」

　頭とチョコバナナを同時に振り、干支九号が言った。修行って何だろうと京介は疑問に思ったが、質問はしなかった。

「次の申年か。あたしと京介はその時──二十七歳だわ」

　夜空を見上げ、豊花が感かん嘆たんめいた声を上げた。

「その頃ころ、何をしているんだろうなあ。術者としてものすごく出世して、報ほう酬しゆうもものすごくもらえていて、ものすごく大きな家に住んでいそうだなあ」

　その家で自分が扱こき使われていないことを、京介は心の中で願った。

「次の申年にまた、会いましょうっす」

　干支九号が力強く言った時だった。

　カウントダウンの叫びが「１」になり、誰かが手を滑すべらせたのか、クラッカーが鳴なり響ひびいた。鐘が鳴り、人々がざわめき、叫びが「０」を示す。それと同時に、干支九号の背後にあった屋台が、突とつ如じよ爆ばく発はつした。

　人の歓かん声せいが悲鳴に変わった。爆風に煽あおられた豊花が京介の体にぶつかり、干支九号とつないだ手を放した。屋台から噴ふき出した竜たつ巻まきのような煙けむりに乗り、干支九号の小さな体は星の瞬またたく空へ舞まい上がった。チョコバナナを懸けん命めいに振ふるサルの姿はどんどん小さくなり、やがて見えなくなった。

「行っちゃった……」

　京介にしがみついたまま、豊花が呟いた。

「次の申年だって」

「ああ」

「会えるかな」

「さあ」

「あいつに負けないように、あたしたちも頑がん張ばろうね」

「財布、返してくれ」

「そんなことより、さっきの爆発は一体何よ」

　豊花が京介を突つき飛ばし、屋台の方へ振り返った。突かれた肩かたをさすり、京介も白い煙を噴き上げている屋台に目をやった。「甘酒」と記されたのれんが、爆風の残ざん骸がいの中でのんびりと揺ゆれていた。

　屋台には白い割かつ烹ぽう着ぎを着た初老の男がおり、「おやおや」などと悠ゆう長ちように言いながら、鍋なべの中を覗のぞきこんでいた。頭とう髪はつも髭ひげもまっ白なその男に、京介は見覚えがあった。術薬専門の元教官宇う津つ木ぎだ。

「おや、そこにいるのはミスター一条とミス一条ではないですか。こんばんは」

　鍋をかき混ぜていた宇津木は、京介と豊花に気づくと優ゆう雅がに手を上げた。先ほどの爆発のことも、屋台の周辺で倒たおれている客のことも、駆かけ寄ってくる警官のことも、さほど気にしていない表情だった。

「宇津木元教官……何しているのよ」

　ひきつった表情で豊花が尋たずねると、宇津木は「見ての通り、年末年始の副業ですぞ」と割烹着の胸を悠ゆう然ぜんと張った。

「甘酒でも売って、社会貢こう献けんならびに社会勉強をしようと思いましてな。ほんのついでに甘酒に色々な術薬を混ぜ、人々に振る舞おうと思っていたのですが……新しい術薬『旋せん風ぷう破は裂れつ・謹きん賀が新年バージョン』は少々威い力りよくが強すぎるようですな」

　警官が屋台を取り囲み、宇津木を「爆発物所持の疑いで連行する」と捕とらえた。「私はただの甘酒売りですぞ」と平然と答えた宇津木は、警官に引きずられて京介たちの前から姿を消した。

「騒そう々ぞうしい年明けね」

　豊花がぽつりと呟つぶやき、京介に向かって笑えみを見せた。

「さあ、お参りがまだだったわよね。あたしたちも列に並び直そう」

　京介の財さい布ふを握ったまま、豊花は駆け出した。

　仕方なく、京介がその後を追おうとした時。ふくらはぎの辺りに小さな痛覚が走り、京介は足を止めた。ゆっくりと振り返ると、足あし下もとに鶏にわとりに似た生きものがいた。生きものは「何かくれよ」と言って、長いくちばしで京介の脚あしを突つついた。

　今年最初のため息を、京介は静かに吐はき出した。







　あとがき




　先日、およそ六年ぶりともいえる大々的な掃そう除じと模様替がえをして、部屋を理想の空間に変えました。本来私は簡素ですっきりした部屋が好きなのですが、六年前に家を出て、社会人にもなり、身の回りを顧かえりみない日々が続いているうちに、気がつくと私の住居は理想からはかけ離れた空間になってしまっていたのです。部屋をまた理想に近づけようと決意し、私は雪の降る日にせっせと動き出しました。

　一人暮らしをする際に実家から持ちこんだベッドは、姉のおさがりでした。そのベッドには、頭の上のところに花の模様のついた大きなぶ厚い板がついていて、「ザ・お嬢じよう様さま」という感じの代しろ物ものでした。ベッド自体は丈じよう夫ぶで使いやすいんだけれど……と、これまでずっと違い和わ感を抱かかえて暮らしてきましたが、このたびこのお嬢様な板を外してしまうことにしました。

　接合部分をじろじろ見ると、板はネジではなくボルトで留められていました。私はすぐさまお店に走り、スパナを買ってきました。人生でスパナを使うことなどまずないだろうと思っていたのに、そこにはかなり使いこなせている自分がいました。そして板を外すと、「ザ・お嬢様」なベッドは「ザ・ビジネスホテル」といった感じのものにすっきりと変へん貌ぼうしました。そうそう私はこういう雰ふん囲い気きが好きなんだよね、そもそもお嬢様キャラじゃないものと違和感も解消し、その日以降は一層よい気分で眠ねむれるようになりました。お嬢様はきっと、スパナはあまり握にぎらないでしょうし。

　次に、もうひとつ「何か違ちがう」という違和感のあった椅い子すを、買い換かえてしまうことにしました。前の椅子は机を買ったら勝手についてきたもので、何度直しても背もたれが斜ななめに傾かたむいてしまう、ちょっと複雑なお方でした。更さらにこの椅子には、肘ひじ掛かけがありませんでした。

　肘掛け、それは私の憧あこがれのアイテムでした。理由は簡単、会社の中で偉えらい人の座る椅子にだけ肘掛けがあったからです。自分の家では肘掛けのある椅子に座りたい。長い間心の中で呟いていたところ、このたびようやく機会が訪おとずれました。「背もたれ斜めさん」を労ねぎらって引退させ、新たな「背もたれしっかりさん」を買ってきました。もちろん肘掛けつきです。ふと考えてみたら、仕事中はずっと両手を使ってキーボードを叩たたいているため、肘掛けを使うことはあまりないのですが、やっぱり嬉うれしいものです。お気に入りの椅子に座りたくなる、すると仕事もしたくなる、単純かもしれませんが、そんな好こう循じゆん環かんも生まれました。

　次なる違和感は、クローゼットの中でした。ここは「衣類入れ兼けん、書しよ籍せき入れ兼、よくわからないもの入れ」になっていて、謎なぞの空間と化していました。そこで全部搔かき出し、潔いさぎよく片づけていると、最後に一枚の紙が出てきました。人名のサインが記されています。ちゃんと「しいのさんへ」とも書いてあります。著名人の名前ではありません。私は一いつ瞬しゆん戸と惑まどったものの、やがて思い出しました。それは、高校の時の同級生の父親の、サインでした。

　高校生の頃ころ、地方局でとあるアニメが再放送されていました。小学生時代に大好きだった番組です。懐なつかしさもあって毎回観みるようになった私は、ある日、高校の隣となりの席の生徒にその番組の紹しよう介かいをしました。こんな内容で、敵のボスがいい味を出している、本名は○○××っていってね。

　そこで隣の席の生徒が、突とつ然ぜんこう言ったのです。

「その敵、うちのお父さんと同どう姓せい同名だ」

　思わぬ偶ぐう然ぜんに歓かん喜きした私は、気がつけばその生徒に頼たのんでいました。

「お父さんのサインを、もらってきてほしい」

　その人の父親は、単に敵のボスと同姓同名なだけであり、決してボス本人ではありません。今から思うと何て迷めい惑わくで馬ば鹿かな頼み事をしたんだと反省もしますが、隣の席の生徒はあっさり「いいよ」と頷うなずいてくれました。お父さんも快かい諾だくして下さったらしく、練習までして、サインを書いてくれたのです。これはずっと取っておこう。たとえ意味はなくても。私は紙を「宝物用段ボール」にそっと仕し舞まいました。




　さて、みなさんは今、どんなお部屋にお住まいでしょうか。どんなお気に入りに囲まれて、どんな宝物があるのでしょうか。

　きっとその人なりの好きなものや大事なものがあって、落ち着く空間というのは、まさに十人十色なんだと思います。ですがその色々な方たちのお部屋に、私が書いた本があるのかなあと考えると、何だかわくわくしてきます。

　先述した掃除の最後、私は机の上をすっきりと綺き麗れいにして、『バイトでウィザード』シリーズを並べ直しました。ここに今回また、もう一冊が新たに加わると思うと、自分でも本当に嬉しい限りです。

　この短編集三巻目も、みなさんのお気に入りのひとつになってくれれば、とても幸せです。ここまで読んで下さって、ありがとうございました。




　最後になりましたが、角川書店の主藤さん、イラストレーターの原田たけひとさん、出版に携たずさわって頂いた全すべての方に、今回も大変お世話になりました。どうもありがとうございました。

　それでは次は、長編の八巻目でお会いできる日を楽しみにしております。





椎野美由貴　　






　追伸　なんと！　二〇〇五年七月八日発売予定の新雑誌「ビーンズエース」にて、佐伯淳一さんの作画で『バイトでウィザード』が漫画化されることになりました。みなさん本当にありがとうございます。

　私は先日、一話目のネームを拝見させて頂いたのですが、あの時よじれたお腹が今もまだよじれている感じです。みなさんもどうぞ、チェックしてみて下さい。
















本文中に、今日の状況に照らして不当・不適切と思われる語句や表現がありますが、作品発表当時の時代的背景を鑑み、底本のままとしております。
















カバー・口絵・登場人物紹介・章扉・本文イラスト／原田たけひと

カバー・口絵・目次・登場人物紹介・章扉デザイン／元良志和（design CREST）










バイトでウィザード




黄泉よみ路じへつらなる万ばん国こく旗き！








椎しい野の美み由ゆ貴き
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